


は   じ   め   に   

平成7年度における当研究所（当所）の業務概要をまとめ、「年報第23号」として発刊いたすことになりました。こ   

れらの業務を遂行できたのも、関係各機関のご協力によるものであり、ここに深く感謝の意を表します。  

当年度は、厚生省地域保健推進特別事業費の援助を受け、微生物検査システムを整備し、職員検査技術研修体制を強   

化することができ、保健所技術者を村象に研修を実施しました。またこれに併せてサルモネラ、HlV、原虫感染症につ   

いての講演会を開催しました。11月には、九州衛・公研における日頃の研究成果並びに技術面の意見交換等を行うため   

の第21回九州衛生公害技術協議会を担当しました。また、7月から約8カ月間中国江蘇省から福岡県海外技術研修員と   

して汚水処理技術について、日中友好環境保全センターからはコンピューターによる大気、水質データの解析技術につ   

いての研修生を受け入れました。  

一方、所員においては「浮遊粒子状物質の汚染予測手法と動態に関する研究」で「環境賞」優良賞を受賞し、「湖沼   

堆積物中の化石燃料由来粒子に関する研究」では仝公研協議会の推薦を頂き、英国へ留学することができました。また、   

最近の傾向として広く海外での学会、調査等への参加が多く、当年度も残留農薬、ダイオキシン、酸性雨、植生調査、   

環境保全調査、医療技術協力事前調査等で海外への出張がありました。  

検査業務では、ミネラルウオーターをはじめ種々の健康飲料水等への異物混入等が問題となり、検査を行う側におい   

ても、GLP対策が大きくクローズアップされた年でもありました。  

平成8年には、5月にその発生の兆しがあり、その後全国的発生となり社会問題となった腸管出血性大腸菌感染症が、   

わが国の感染症対策等への大きな警鐘となりました。幸い当所では、新しい知見及び検査方法等を平素から習得してい   

たため、その発生にも迅速な対応をとることができました。  

平成9年4月からは新しい地域保健法が施行され、当所も衛生行政の科学的、技術的中核としてその役割を十分に果   

たすことができるよう、あらゆる方面の知見及び検査技術等の蓄積を、日頃から心掛けておく必要があります。時代の   

変化に即応し、県民の健康を守る機関として、所員共々一層努力してまいりたいと存じます。関係各機関のご指導をよ   

ろしくお願い申し上げます。  

平成8年12月  

福岡県保健環境研究所長 森  良 一   



保健環境研究所の沿革  

地方衛生研究所設置要綱通達   

福岡県衛生研究所設置条例により，福岡県衛生研究所が発足   

開所10周年記念式典を開催   

公害業務の急増により，公害関係職員を増員   

衛生公害センター建設の基本構想を策定   

太宰府市向佐野39に庁舎を新築移転   

衛生公害型研究機関として福岡県衛生公害センターが発足   

第1回九州衛生公害技術協議会を本所で開催   

衛生公害センターニュースを発刊   

高度安全実験施設を設置   

第42回保健文化賞を受賞   

保健環境研究所に改称，組織を3部12課に改編   

第19回環境賞（優良賞）を受賞   

第44回地方衛生研究所全国協議会総会を開催   

第1回保健環境研究所研究成果発表会を福岡市で開催  

昭和23年   

昭和24年   

昭和34年   

昭和44年   

昭和46年   

昭和48年9月   

昭和48年9月   

昭和51年2月   

昭和62年1月   

平成2年3月   

平成2年9月   

平成4年4月   

平成4年6月   

平成5年10月   

平成6年3月  

歴 代 所 長  

名  称  就任年  所 長 名  

衛 生 研 究 所  昭和24年  川上六馬（福岡県衛生部長との兼務）  

昭和26年  小野蘇牧  

昭和28年  川上六馬（福岡県衛生部長との兼務）  

昭和30年  真子憲治  

昭和47年  高橋克巳  

衛生公害センター  昭和48年  猿田南海雄  

昭和59年  高橋克巳  

保健環境研究所  平成3年  常盤 寛  

平成5年  平良専耗（福岡県保健環境部長との兼務）  

平成5年  田中慶司（福岡県保健環境部長との兼務）  

平成6年  森 良一   



業 務 報 告 編   

組織機構と業務内容  
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管  理  部  

総  務  課（庶務・会計）  

研究企画課  

1 研究業務の企画及び調整   

2 広報・研修   

3 情報管理   

4 届出業務  

情報管理課   

保健情報業務  

1 福岡県衛生統計年報作成  

2 感染症サーベイランス業務  

疫学統計業務  

1 油症患者追跡調査データ処理  

2 がん登録システム  

環境情報業務  

1公害常時監視業務  

2 航空機騒音データ処理  

3 環境情報システムの構築と管理・運用  

4 地方公共団体公害研究機関と国立環境研究所との共同研究  

5 環境情報ネットワーク  

6 コンピュータシステムの管理・運用  

計測技術課  

精密分析機器の管理・運用  

1 ガスクロマトグラフー質量分析装置（GC／MS）   

2 その他の分析機器  

化学物質環境汚染実態調査  

1 分析法開発調査  

2 環境調査  

3 指定化学物質等検討調査（環境残留性調査）  

高度安全実験室の管理・運用  

1 化学実験室  

2 病原微生物実験室  

保健科学部   

病理細菌課  

行政依頼検査  

1 伝染病細菌・原虫検査  

2 食中毒細菌検査  

3 収去食品の細菌検査  

4 貝毒検査  

5 フグ毒検査  



6 環境及び汚濁源監視調査  

結核・感染症サーベイランス事業  
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電子顕微鏡管理業務  

一般依頼検査  

1 食品細菌検査  

2 水道原水，浄水及び飲料水の細菌検査  

3 無菌試験  

ウ イ ルス課  

伝染病流行予測調査事業  

1 日本脳炎  

2 インフルエンザ  

3 風しん  

結核・感染症サーベイランス   

行政依頼検査  

生活化学課   

食品化学検査  

1 農薬及び抗菌性物質の残留調査  

2 重金属調査  

3 PCB調査  

4 アフラトキシン調査  

5 食品残留農薬実態調査  

油症関連業務  

1 血液中のPCB調査  

2 血液中のPCQ調査  

家庭用品検査  

医薬品等検査  

1 収去検査  

2 健康茶の検査  

3 薬用植物栽培事業  

1 ミネラルウオーターの検査  

環境科学部   

大  気  課  

排出基準監視調査  

1 県内ばい煙発生施設立入り調査  

2 燃料中硫黄分調査  

大気環境監視調査  

1 大気汚染測定車による環境大気調査  

2 国設筑後小郡環境大気測定所の管理・運営  

3 大牟田市における浮遊粉じん調査  

4 行橋市，苅田町，水巻町及び豊前市における大気汚染調査  

（デポジットゲージ法及び二酸化鉛法）  2
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大気環境把握調査  

1 酸性雨・霧対策調査  

2 酸性雨実態把握調査  

3 有機塩素化合物使用事業場濃度測定調査  

4 未規制大気汚染物質発生i原対策調査  



5 固定発生源からの温室効果ガス排出係数調査  3
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悪臭調査  

1 悪臭苦情に係る悪臭物質調査  

その他の調査  

1 フロン破壊モデル事業  

2 浮遊粒子状物質調査  

3 日韓海峡沿岸酸性雨共同調査研究  

水  質  課  

環境基準監視及び排水基準監視調査  

1 河川調査  

2 海域調査  

3 湖沼調査   

4 工場排水調査  

環境状況把握調査  

1／ト規模事業場排水調査  

2 瀬戸内海栄養塩類削減対策調査  

3 河川，湖沼及び海域の底質調査  

4 海水浴場調査  

5 瀬戸内海環境管理基本調査  

6 湖沼の環境基準類型指定  

7 トリハロメタン生成能  

生活排水に係る調査  

1 生活排水対策モデル事業  

2 生活排水対策重点地域指定のための事前調査  

3 生活排水対策推進計画策定事業  

4 河川浄化運動（リフレッシュリバーふくおか）  

化学物質に係る調査  

1 未規制項目監視調査  

農薬に係る調査  

1 農薬残留対策調査   

2 ゴルフ場農薬環境調査  

飲料水，温泉に係る試験検査  

1 水道原水及び浄水の精密検査  

2 一般飲料水水質検査   

3 鉱泉分析  

苦情処理調査  

1大牟田市堂面川筋保全等整備事業に伴う水質調査  

2 魚類のへい死に係る原因調査  

3 その他の苦情処理調査  

1 広川ダム水質調査  

2 GEMS／WATER事業  

3 検査課研修  

4 福岡県海外技術研修員受け入れ事業  

5 バイオテクノロジーを活用した有機塩素化合物等の処理方法の開発  

6 木炭及び竹炭の有効利用  

7 酸性物質の生態系に与える影響に関する調査  



廃 棄 物 課   

廃棄物関係  
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42  

1 産業廃棄物最終処分場浸出水等の調査  

2 産業廃棄物の不適正保管に係る周辺井戸水等の調査  

3 廃棄物に係る苦情等調査  

地下水関係  

1 地下水調査  

2 平成7年度県南地域地下水調査  

3 苦情処理調査  

農薬関係  

1 松食い虫薬剤防除安全確認調査に伴う水系残留薬剤調査  

調査研究  

1 水道水原水域及び利水過程における親水性利水障害物質の適正管理に関する研究  

2 廃棄物埋立地浸出水の化学成分共同分析プログラム  

3 平成7年度要監視土壌汚染物質基礎調査（分析法確立調査）  

4 平成7年度環境測定分析統一精度管理調査  

環境理学課   

騒音振動関係  

1芦屋飛行場周辺における航空機騒音に係る環境基準達成状況調査  

2 築城飛行場周辺における航空機騒音に係る環境基準達成状況調査  

3 福岡空港周辺における航空機騒音に係る環境基準達成状況調査  

4 新幹線鉄道騒音振動実態調査  

5 振動伝達特性実測調査  

石綿（アスベスト）関係  

1 特定粉じん排出者に対する立入調査  

2 アスベストを含む建築廃材等を処分している最終処分場におけるアスベスト排出実態調査・………  42  

3 末規制大気汚染物質（アスベスト）モニタリング調査  

放射能関係  

1 環境放射能水準調査  

環境生物課  

植物関係  

1 環境指標の森調査  

2 酸性雨に係る植物影響調査  

3 大気汚染指標植物に関する調査研究  

4 生活排水対策重点地域指定のための事前調査に係る水生植物調査  

5 湖沼水質の生物学的測定  

6 化学物質環境汚染実態調査  

7 その他  

動物関係  

1 環境指標の森調査  

2 水環境生物生息実態調査  

3 酸性雨に係る節足動物影響調査  

4 生活排水対策重点地域指定のための事前調査に係る底生生物調査  

5 化学物質環境汚染実態調査  

6 生物同定依頼検査  

学 術 事 績 編  

受賞研究   
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誌上発表論文抄録  

学会・研究会等発表抄録  

報告書等  

集談会  

研修会・技術研修  

講師派遣等  

職員名簿  
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組織機構 と 業務内容  

総 務 課：庶務，会計に関すること．  

研究企画課：試験検査，分析測定及び調査研究等の総合企画，調整及び連絡に関すること．  

保健衛生及び環境保全に係る試験研究の成果の管理に関すること．  

保健衛生及び環境保全に係る研修等に関すること．  

情報管理課：各種疾病及び環境汚染等による不健康要因の人体に及ぼす影響についての疫学的  

調査研究に関すること．  

テレメーターによる大気汚染等の測定，解析及び調査研究に関すること．  

その他の保健衛生及び環境保全に関する情報の解析及び調査研究に関すること．  

計測技術課：高度精密分析機器による試験及び調査研究に関すること．  

化学物質の試験及び調査研究に関すること． 

管 理 部  

病理細菌課：細菌性疾患及び病原細菌の細菌学的及び血清学的検査，調査研究に関すること．  

食品，水及び環境の細菌学的検査，調査研究に関すること．  

消毒薬，殺菌剤及び細菌製剤等の効力試験，無菌試験及び毒性試験に関すること．  

ウイルス課：リケッチア性及びウイルス性疾患並びに病原ウイルスのウイルス学的及び血清学  

的検査及び調査研究に関すること．  

生活化学課：食品，医薬品及び衛生材料及び生体試料等の理科学的試験及び調査研究に関する  

こと．  

所長一副所長  保健科学部  

大 気 課：大気汚染及び悪臭の分析測定及び調査研究に関すること．  

水 質 課：工場排水及び公共用水等の水質基準に係る試験，分析測定及び調査研究に関する  

こと．  

上水，井水，下水，し尿浄化槽排水及び清掃処理施設排水等の水質試験及び調査  

研究に関すること．  

温泉試験に関すること．  

廃棄物課：廃棄物の試験，分析及び処理方法等の調査研究に関すること．  

地下水及び土壌の汚染等に係る試験，分析測定及び調査研究に関すること．  

環境理学課：放射能による食品及び環境の汚染の調査研究に関すること．  

騒音振動の分析測定及び調査研究に関すること．  

環境生物課：衛生動物の同定，生態，分布及び駆除の調査研究に関すること．  

環境汚染の動植物に及ぼす影響及び環境指標動植物の調査研究に関すること．  

自然保護に係る動植物の分布及び生態の調査研究に関すること．  

「 「  

1  

環境科学部  

－1－   



管   理   部  

総務課（庶務・会計）  

定 員 現 員  

（平成8年3月31日）  
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歳 入 決 算 一 覧  
（単位千円）  

科  目  金  額  

使用料及び手数料  

財 産 収 入  
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研究企画課  

当課の業務は，所内研究体制の充実及び組織化を図るための企画及び調整，年報及び保環研ニュースの  

発行，見学者の受入，保健所職員等の技術研修，図書管理及び保健環境に係る情報の収集整理，放射線障  

害防止法及び廃棄物処理法等の法令に係る届出等である．  

課がそれぞれ1名受け入れた。   

また、厚生省地域保健推進特別事業の一環として  

「微生物検査技術研修」を行った．保健所職員等に対し  

衛生検査技術研修を，国立工業専門学校生に対し夏期  

実習を実施した．   

この他、研究課題等をテーマに講演を行う集談会を  

実施した．これらの概要は学術事績編に記載している．  

表1 見学者一覧  （人）  

1研究業務の企画及び調整   

平成7年度に実施した研究課題は，14分野，55題で  

あった．これらの業績は，誌上発表が40件，学会・研  

究会発表が国際学会17件を含む87件，合計127件で  

あった．詳細は学術事績偏に記載している．   

このうち「浮遊粒子状物質の汚染予測手法と動態に  

関する研究」では，（財）環境調査センターと日刊工業  

新聞社による第22回「環境賞」の優良賞を受賞した．   

共同研究等については，九州北部学術研究都市整備  

構想に係る研究プロジェクト実現化推進連絡会議に参  

加し，産学官共同研究として県科学技術振興財団研究  

助成を受け，「バイオテクノロジーを活用した有機塩  

素化合物等の処理方法の開発」の研究を開始した．   

この他，厚生科学研究費の助成による地域保健対策  

総合研究事業を3研究課題実施したのを始め，国立環  

境研究所と11研究課題，その他厚生省，大学及び地方  

研究機関等とも共同研究を行った．   

また，本県の他の試験研究機関との共同研究につい  

ても検討した．   

海外との交流については，日韓海峡沿岸環境交流会  

議で酸性雨共同調査を実施し，更に，日韓水質事業に  

ついても協議を行った．   

この他，全国公害研協議会，地研全国協議会及び九  

州衛生公害技術協議会との連絡・調整行い，平成7年  

11月9日－10日に第21回九州衛生公害技術協議会をア  

クロス福岡で主催した．  

2 広報・研修   

各課の業務，学術実績及び論文を年報として発行し，  

最近の話題等を保環研ニュースとして年3回発行し，  

中央官庁，本県各部局等，関係機関に配布した．   

見学については，保健・環境教育の視点から積極的  

に受け入れ，平成7年度の見学者数は表1のとおり．   

研修については，平成7年度海外技術研修員受入事  

業として，福岡県と友好提携している中国江蘇省から  

中堅技術者1名を水質課で8か月間汚水処理に関する  

研修内容で受け入れた。   

日中友好環境保全センタープロジェクトとして，河  

川の大型昆虫に関する測定技術及び情報処理に関する  

研修内容で，中国の研究者を環境生物課及び情報管理  

月  学生  
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3 情報管理   

図書については，蔵書の充実を図り，平成8年3月  

末現在の蔵書数はは表2のとおり．また，文献等の効  

率的な情報収集のため日本科学情報センターの文献検  

索システム，JOIS導入の検討を行った．  

表2 蔵書一覧  

雑誌   和雑誌  12 誌  
洋雑誌  8 誌  

単行本 和洋書  2241冊  

4 届出業務   

放射線障害予防規定に基づき，放射性同位元素装備  

機器の放射線測定・点検，研修会の開催，個人線量当  

量報告及び健康診断を実施した．   

その他，上・下期毎に核燃料物質管理報告を行った．   

廃液処理業務については，有機溶媒，重金属及び硫  

酸銀廃液に分けて処理業務を行った．   

厚生省報告例による厚生省への業務件数は表3のと  

おりである．  
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表3 試験検査一覧（件数）（厚生省報告例）  

（平成7年4月～平成8年3月）  

一般  行政  計  一般  行政  計   

細  59  59   細 菌 学 的 検 査（38）   8  8  

水  
菌  理 化 学 的 検 査（39）  141  141  

検  細 菌 学 的 検 査（40）  325  170  495  

用  
査   理化 学 的 検査（41）  323  301  624   

質  
分  121  121  細仁菌 学 的検 査（42）  78  78  

卵  水   
イケ  107  107  理 化 学 的 検 査（43）  
ルッ  
スチ  リケッチアその他（07）  細 菌 学的検査（44）  
・ア  検  
等  利   用   水  934  934  

検  
査  717  717  生 物 学 的 検査（46）  96  96  
査   
リ ケッチアその他（10）  4   4  細 菌 学 的 検 査（47）  

査   
病 原微 生物 の 動物試験（11）  下  水                                 理 化 学 的 検 査（48）  87  559  646   

原  虫（12）  生 物 学 的検査（49）  与9  89  
虫  

寄  生  虫（13）  廃  細  菌  学  的  検  査（50）  
寄  棄  
生  物  理化  学  的  検  査（51）  
虫  関  
等   係  生  物  学  的  検  査（52）  

検  
結  養（16）  査   の  他（53）  73  73  

核   SO2・NO・NO2・Ox・CO（54）  816  816   
公  

性  毒（18）  浮遊粒子状物質（紛じんを含む）（55）  287  287  

害  
り  ん  病（19）  降  下  ば  い  じ  ん（56）  6，120  6，120  

関  
病   の  他（20）  そ  の  他  （（57）  112  112   

係  
食  46㊦  466  河  892  892  
中  検  
毒   川   の  他（59）  117  118   

査   
血  液  型（23）  騒  振   動（60）  602  602  

掻  
血 液 一 般 検 査（24）  そ  の  他（61）  2  2  

生 化 学 検 査（25）  一   般  室  内  キ  境（62）  
床  般  

先天性代謝異常検査（26）  環  ル 水（63）  170  170  
液  境  
そ  の  他（27）  40  40   そ  の  他（64）  

検  
尿  （28）  雨  水  陸  水（65）  123  123  

放  
便  （29）  空  気  中（66）  347  347  

査   射  
病 理 組 織 学 的 検 査（30）  食  品（67）  12  12  

能  
そ  の  他（31）  そ  の  他（68）  3   3   

食  7  140  147  温 泉 （鉱 泉） 泉 質 検 査（69）     29   5  34  
晶  

検  9  126  135  家   庭   用   晶   検   査（70）  
査   
そ  の  他（34）  薬  薬  品（71）  7   7   

水  細菌学的検査（35）  2  晶   の  他（72）  24  24  
質  
検  48  栄  養（73）  

査  

生物学的検査（37）  79  79  そ  の  他（74）  

合  計  1，116  13，775  14，891   
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情報管理課  

当課は公害常時監視システムを含む汎用コンピュータシステムの運用及び維持・管理すると共に，保健  

衛生から環境保全の全領域にわたって，その情報処理，解析及び評価等を主な業務としている．   

保健情報関係では，県保健環境部の依頼業務として衛生総務課から県衛生統計年報の作成，保健対策課  

から結核・感染症サーベイランス事業，健康増進課からがん登録システム等があり，また，厚生省油症治  

療研究班委託として油症患者追跡調査の検診データ集計解析等に関する業務がある．そのうち，衛生統計  

年報は人口動態統計，医療施設動態統計等の集計表作成，結核・感染症サーベイランス事業は，月報及び  

平成7年1年間の事業資料集の図表作成，がん登録システムについてはデータ入力委託から登録までのコ  

ンピュータ処理及び解析図表作成等を行った．   

環境情報関係では，県保健環境部環境整備局の依頼業務として，公害課から公害常時監視システム，大  

気環境情報管理システム，航空機・自動車騒音モニタデータ処理，地下水情報管理システム，公共用水域  

情報管理システム等の運用及び維持・管理があり，当年度は水質発生源管理システムの構築を共同で行っ  

た．また，整備課から産業廃棄物情報管理システムの運用及び維持・管理，環境保全課の地理環境情報シ  

ステムに関する開発支援，更に，汎用コンピュータシステムの運用及び維持・管理を行った．  

保健情報業務  

1二福岡県衛生統計年報作成   

福岡県における衛生動向の基礎資料を得るために，  

平成6年の人口動態調査，医療施設動態調査及び病院  

報告並びに医師・歯科医師■薬剤師調査（以下三師調  

査という．）の磁気テープファイルから統計表を作成し  

た．その処理件数を表4に示す．  

表4 平成6年衛生統計年報データ件数  

7表作成した．その内訳は医療施設全般3表，病院4  

表である．また，三師調査では，統計表を8表作成し  

た．その内訳は医師数4表，歯科医師数2表，薬剤師  

数2表である．当年度の主な改正点は，2年ごとに行  

われている三師調査の集計に関することである．三師  

調査は調査項目及び磁気テープフォーマットが前回調  

査と異なるため，年報掲載分の統計表8表の全てにつ  

いて集計プログラムの修正を行った．  

2 感染症サーベイランス業務  

2・1 患者情報解析   

厚生省・県及び保健所間をコンピュータオンライン  

で結ぶ結核・感染症サーベイランス事業の全国ネット  

ワークシステムが稼働して9年が経過した．平成4年  

1月から同事業は保健所等情報システム整備事業で整  

備されたコンピュータ（東芝製）で運用されている．結  

核を除く感染症については，患者発生情報が患者医療  

定点から県医師会へ報告され，その集計及び解析を当  

課が担当している．このシステムの流れは次のとおり  

である．まず，各患者医療定点は一週間分の各感染症  

患者発生数を集計して県医師会へFAXで伝送し，県  

医師会では，そのデータをコンピュータに人力する．  

入力されたデータは県分，政令市分に仕分けされ，そ  

れぞれ県・政令市を介して厚生省へ報告される．また，  

その患者報告数は当課へも全県分がファイル転送され，  

当課ではト3100（東芝）でそれを受信し，フロッピー  

に蓄積保存する．1か月分蓄積した後，当所の汎用コ  

ンピュータ（NEC／ACOS3500）で疾病別，ブロック別  

及び年齢階級別に集計し，統計表を作成するととも   

種  別  件 数  

人口動態調査   

出  生   
死  亡   

死  産   

婚  姻   

離  婚  

医療施設動態調査及び病院報告   

病  院   

一般診療所   

歯科診療所  

医師・歯科医師・薬剤師調査   

医  師   

歯科医師   

薬 剤 師  

48952  

34902  

2162  

29816  

9052  

501   

3782   

2506  

11609  

4068   

6777   

人口動態調査関係では前年度と同様，年報掲載分の  

統計表を21表及び閲覧分の統計表を5表作成した．そ  

の内訳は総覧1表，出生4表，死亡10表，死産3表，  

婚姻4表及び離婚4表である．また，出生，死亡，死  

産，婚姻及び離婚について地域別，性別及び経年別の  

変遷を分析し，その概要を報告した．   

医療施設動態調査及び病院報告関係では，統計表を  
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に解析・評価する．   

県内の患者医療定点総数は前年度と同じ91定点で，  

その診療科日別のブロック別内訳は表5，行政ブロッ  

ク別内訳は表6のとおりである．平成7年度の患者報  

告数は71791人であった．疾病別，ブロック別の患者  

報告数は表7のとおりである．前年度と比較して6111  

人の減少である．当年度はインフルエンザ様疾患が前  

年度と比べ14261人減少し，流行性耳下腺炎も2692人  

減少した．一方，手足口病は流行の年に当たり，前年  

度より4156人増加した．乳児嘔吐下痢症及び感染性胃  

腸炎もそれぞれ3718人，2583人増加した．前年度報告  

数が少なかった水痘も933人増加し，平年並みとなっ  

た．また，性感染症（STD）の報告数も前年度と比較し  

て220人減少した．その主な内訳は陰部クラミジア感  

染症が232人減少し，陰部ヘルペスが75人減少する一  

方で，淋病様疾患は72人，トリコモナス症は24人それ  

ぞれ増加した．   

表5 ブロック別患者医療定点数（平成8年1月1日現在）  

けた．現在，利用開始から2年目に入っており，オン  

ラインによる感染症検査情報報告及び検査情報の還元  

を受けている．また，WISH利用機関間の情報交換の  

場として，パソコン通信のWISH－NETに加入してい  

る．ここでは，電子メールや電子掲示板などが利用で  

き，WISHの運営連絡や厚生省からのお知らせなどが  

受信できる．   

表7 平成7年度結核・感染症サーベイランス事業感染症発生報告数  

（平成7年14週一平成8年13過）  

感  染  症 北九州 福 岡 筑 豊 筑 後 合 計  
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下
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性
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目
 
 
連菌感染症   

型 肺 炎  
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手 足 口 病  

伝 染 性 紅 斑  

突発性発 し ん  

ヘルパンギーナ  

MCLS（川崎病）  
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RSウイルス感染症  

仮性ク ループ  

出血性膀胱炎  

帯状ヘルペス  

計   

淋 病 様 疾 患  

陰部クラミジア感染症  

陰部ヘルペス  

尖圭コンジローム  

トリ コモナス症  

梅 毒 様 疾 患  

計   

診 療 科 目  北九州 福岡 筑豊 筑後 計  

小 児 ■ 内 科  
眼  科  
皮膚・泌尿器・婦人科  

計  

9
 
2
 
4
 
5
 
 

1
 
 

2
 
 

6
 
9
 
6
 
1
 
 

亡
U
 
 
 
1
 
9
 
 

3
 
2
 
3
 
8
 
 

1
 
 

1
 
 

9
 
1
 
3
 
3
 
 

1
 
 

5
 
4
 
6
 
5
 
 

3
 
 

2
 
 

表6 行政ブロック別患者医療定点数（平成8年1月1日現在）  

診 療 科 目  北九州市 福岡市 福岡県 計  

小 児 ・ 内 科  

眼  科  
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2・2 都道府県別患者情報の活用   

各都道府県及び政令指定都市の感染症情報は週別，  

月別に厚生省中央結核感染症情報センターへ報告され，  

そこで集計され，一定点当たりの統計表として各県・  

各政令市へ還元される．当課は他の保健所端末と同様  

に，厚生省提供のソフトウェアメニューを使い，全国  

都道府県情報を還元ファイルとして受信し，蓄積保存  

する七共に，この還元ファイルを当所の汎用コンビュ  

「夕で再度，集計処理し，県内患者情報と合わせて解  

析し，県医師会から感染症情報として提供している．  

2・3 感染症検査情報システム   

平成6年10月，感染症検査情報オンラインシステム  

の利用を目的として，厚生行政総合情報システム  

（WISH）の個別システムの利用申請を行い，承認を受  
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疫学統計業務  

1 油症患者追跡調査データ処理   

当年度は平成6年度に実施された全国統一検診票に  

よる油症患者追跡調査の全国集計及びデータ解析処理  

を前年度に引き続き行った．追跡調査受診状況は表8  

のとおりである．検診項目のうち集計した主要な項目  

数は内科28，皮膚科21，眼科5，歯科21及び血液・  

尿・生化学等の検査39にわたり，これらの項目につい  

ての統計表を22表作成した．特に，検診項目の中で血  

液学的・生化学的検査については検診実施機関によっ  

て分析法が異なるため，それぞれの分析機関における  

正常範囲を調べ，平均値，中央値，異常値の比率等を  

算出し比較した．   

また，保健環境部生活衛生課の依頼により，平成7  

年度患者追跡調査を受診した90名について，血中  

PCB濃度あるいは臨床所見項目等について集計表（9  

表）を作成した．  

表8 平成6年度油症患者追跡調査受診者数  

示すとおり，県設置13局109項目，北九州市サブセン  

ター21局133項目，福岡市サブセンター17局102項目，  

大牟田市サブセンター12局77項目の計63局421項目で  

ある．   

当年度は，北九州市の門司港局に光化学オキシダン  

ト計が設置され，黒崎自排局に浮遊粒子状物質測定機  

が設置された．大牟田市では三川局の弗化水素，諏訪  

自排局の風向，風速が測定を取り止めた．福岡市並び  

に県設置測定局では測定局及び項目の変更は無く前年  

度と同様であった．また，県設置測定局の移動1局は  

香春町高野で，移動2局は久留米市野中で前年度に引  

き続き測定を行った．大気汚染測定車“さわやか号”  

による環境大気調査については，太宰府市，新宮町，  

苅田町，春日市，水巻町及び宮田町の計6か所で98日  

間測定を実施し，当課は例年どおり常時監視システム  

による測定データの円滑な収集に協力した．  

1・1 大気汚染常時監視測定結果   

当年度の県設置測定局における大気汚染常時監視測  

定項目のうち二酸化硫黄，浮遊粒子状物質，一酸化窒  

素，二酸化窒素及び光化学オキシダントの測定結果を  

表11－1から表11－5に示す．表中の平均値，最小値及  

び最大値は1時間値を基礎として算出した．   

二酸化硫黄の年平均値は0．002－0．007ppmで前年度  

とほほ同様であった．浮遊粒子状物質を測定している  

12局の年平均値は0．024－0．050mg／m3で，全般に前年  

度より低い傾向である．一酸化窒素及び二酸化窒素の  

年平均値は，それぞれ0．003－0．035ppm，0．008－0．020  

ppmで，これも前年度より低い傾向を示した．光化  

学オキシダントは，昼間の1時間最高値の年平均値が  

0．03ト0．051ppmで，1時間最高値では全局で環境基  

準の0．06ppmを超えた．当年度，0．1ppmを超す高濃  

度を示したのは，前年度より減って5局であった．  

1・2 環境基準の適合状況   

各測定局における二酸化硫黄，浮遊粒子状物質，二  

酸化窒素及び光化学オキシダントの環境基準を超えた  

回数を表12に示した．二酸化硫黄については1時間値  

及び日平均値の環境基準を超えた測定局はなかった．  

浮遊粒子状物質については，圧りIlなど6局で1時間値  

の環境基準を超えた．また，日平均値の環境基準を超  

えた局は，田川，久留米，柳川，久留米野中で，前年  

度に比べ減少した．二酸化窒素については，日平均値  

の環境基準を超えた測定局はなかった．光化学オキシ  

ダントについては環境基準値を超えた時間数が100時  

間以上の局が9局で，前年度よりも減少した．   

地  域  男  女  計  

州
国
州
教
 
 

本
四
九
総
 
 

0
 
0
0
 
0
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0
U
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1
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3
 
6
 
 

1
 
1
 
 

1
 
5
 
6
 
2
 
7
 
1
 
1
 
0
 
 

2
 
3
 
 

2 がん登録システム   

当年度は，表9に示すように平成7年度に入力され  

た18023件のうち，補充票3974件及び死亡票9791件に  

ついて，コンピュータによる照合処理，処理種別入力，  

マスター保守及びマスターー括登録の業務を行った．  

表9 平成7年度がん登録システム入力件数  

種 類  届出票  補充票  死亡票  総 数  

件 数  3491  3974   10558  18023   

また，前年度までの登録データを用い，サマリー処  

理を行った．その結果，仝登録者数は96112件であり，  

そのうち福岡県居住の登録者数は90920件であった．  

環境情報業務  

1 公書常時監視業務   

公害常時監視システムによる環境の常時監視の県内  

測定局数及び測定・監視項目数は，平成8年3月末日  

現在，大気関係58局393項目，水質関係3局18項目及  

び気象関係2局10項目である．地域ごとには表10に  
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表10 常時監視測定局及び測定項目  
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表11－1二酸化硫黄測定結果  （単位：10‾2ppm）  
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 上段：平均値，下段：最小値一最大値  

表11－2 浮遊粒子状物質測定結果  （単位：10‾3m9／m3）  

月  間  値  
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37   45   35   33   35   39   30  

1－127 5－158 ト165 2－86 1－114 1－144 1－195   

29   37   30   33   29  15   12  

1－137 1－139 ト106 1－146 1－139 0－101 1－62   

40   51  29   32   38   45   42  
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10   15   24   22   24  

1－60 1－100 1－1411－140 0－146   

39   34   37   33   39  

0－152 0－185 0－241 0－152 0－241  
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23   27   20   22   23   32   28   29   34   28   33   27  

1－171 0－125 0－123 1－161 0－87 1－109 ト133 1－124 1－126 0－137 1－122 0－171   

29   40   24   27   28   32   33   32   28   28   23   30  

0－97 0－151 0－117 0－108 0－129 0－251 0－281 0－170 0－145 0－167 0－122 0－281   

24   33  18   20   21   21  22   23   17   20  18   22  

0－113 0－176 0－97 0－116 0－87 0－208 0－274 0－163 0－97 0－154 0－110 0－274   

46   65   41   40   46   57   65   55   48   44   44   50  
0－182 0－254 0－186 1－149 1－153 0－325 1－817 0－Z27 0－208 0－265 0－231 0－817   

27   38   21   25   26   28   26   23   22   24   29   27  

0－104 ト188 0－122 0－112 0－1411－113 0－150 0－121 0－104 0－144 0－549 0－549   

31  44   26   29   28   31   26   25   22   25   27   29  

0－120 0－171 0－144 0－143 0－132 0－121 0－151 0－125 0－191 0－140 0－98 0－191   

30   36   25   30   33   39   45   46   41   47   46   38  
0－78 ト100 ト93 1－115 2－186 1－1311－1511－168 1－158 1－148 1－114 1－186   

40   46   34   36   38   29   32   37   37   45   47   38  

1－103 1－128 ト99 1－100 ト134 1－110 1－119 1－183 1－187 0－154 1－135 0－187   

38   46   26   29   37   45   48   52   41  39   37   40  

3－142 0－154 0－132 0－911－125 ト175 1－256 0－162 0－166 0－165 0－124 0－256  
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上段：平均値，下段：最小値一最大値  
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表1卜3 一酸化窒素測定結果  （単位：10▼3ppm）  

月  間  値  

4  5  6  7  8  9  10   11   12   1  2  3  

苅 田  17   15   13   14  8   15   14   28   17  20   15   12   16  

0－164 0－263 ト494 0－176 0－124 0－220 1－140 0－403 0－267 0－188 0－218 0－229 0－494  
豊 前  3  3  2  2  2   1   3  2  2  3  3  3  3  

0－60 0－80 0－47 0－24 0－13 0－14 0－21 0－28 0－37 0－36 0－62 0－28 0－80  
田 川  9  7  8  5  8  7   12   23   22   14   12   10   11  

0－160 0－109 0－133 0－62 0－302 0－156 0－93 0－279 0－195 0－156 0－102 0－143 0－302  
直 方  10  6  8  8  10  11   22  28  19   22   16   11  14  

0－63 0－58 0－80 0－57 ト69 0－67 2－108 1－164 0－171 0－162 0－137 0－102 0－171  
久留米  9  7  7  5  6  7  9   19  27   21  16   11  12  

1－74 0－97 0－69 1－48 1－53 1－76 ト113 0－166 ト1711－278 1－156 1－181 0－278  
国設小郡  4  3  3  3  4  3  5   10  17   10  6  4  6  

ト32 1－33 1－20 0－14 卜21 0－32 1－47 0－80 1－98 0－102 0－64 0－65 0－102  
柳 川  4  3  3  2  3  3  6   12   15   14  8  6  7  

ト31 0－18 1－16 0－21 1－20 0－27 ト49 0－77 1－98 0－114 0－80 1－100 0－114  
糸 島  3  2  2  2  3  2  5  7  8  6  4  3  4  

1－32 0－26 1－15 0－13 1－ 9 0－23 1－42 0－115 1－86 0－81 0－63 1－33 0－115  
宗 像  5  3  4  4  6  5  10   12   13  11   8  6  7  

0－44 0－37 1－107 0－56 0－36 0－49 0－72 0－123 0－168 0－130 0－117 0－76 0－168  
太宰府  9  8  9  7  8   10  23  27  28  26  17   13   15  

1－86 ト69 2－61 0－611－74 0－118 1－1711－207 1－173 ト217 ト100 1－138 0－217  
香春高野  30   22  22   34   36  24   32   48   52  43  44   34   35  

（移動1） 2－170 1－1411－199 1－234 2－165 1－172 ト169 3－256 3－288 2－278 3－220 3－209 ト288  
久留米野中  14   11  10  7  8   12   15  30  42   31   23   16   18  

（移動2） 1－133 ト970 ト78 ト611－67 ト92 1－117 1－210 1－210 1－199 1－140 1－134 ト210  

上段：平均値，下段：最小値一最大値  

表‖－4 二酸化窒素測定結果  （単位：10‾3ppm）  

月  間  値  

4  5  6  7  8  9  10   11   12   1  2  3  

苅 田  16   14  16   16   12   14  15   17   15   14   14   13   15  

ト44 2－51 2－77 2－61 2－43 ト62 2－48 2－77 1－47 1－45 ト45 1－40 ト77  
豊 前  11   8  8  9  7  7  9  9  8  9  8  8  8  

1－65 1－38 2－49 1－36 2－30 1－42 1－35 2－311－34 0－46 0－46 0－30 0－65  
田 川  15   12   14  8  9   12   15   16   17  16   16   16   14  

0－49 ト511－55 0－45 ト59 ト45 2－49 2－63 3－60 2－62 2－44 1－47 0－63  
直 方  25  20  19   11  10   12  16   16  18  22  22  21  18  

2－62 2－58 0－79 0－46 2－27 2－37 4－37 2－37 1－53 2－511－87 2－58 0－87  
久留米  17   15   16  9   10  17   19   17   19   17   16   16   16  

ト47 2－40 3－47 1－54 2－38 1－49 3－53 2－57 2－40 2－41 2－47 2－45 1－57  
国設小郡  10  8  8  6  6  8  11  12   15   15   13   12   10  

ト40 2－27 2－30 ト41 ト20 1－34 1－30 1－34 1－47 1－39 1－52 1－48 1－52  
柳 川  15   12   11   6  6  11  15   17   20  18  16   14  13  

ト65 2－40 1－36 0－40 0－22 ト41 ト49 0－63 1－48 2－44 2－54 1－45 0－65  
糸 島  9  7  7  5  6  8  11  11  12   12   10  9  9  

ト42 1－36 1－32 0－21 ト14 1－42 1－36 1－76 1－40 1－46 1－42 1－53 0－76  
宗 像  16   11  12  7  8  9   12  9   12   14   15   14   12  

ト58 ト42 2－48 1－29 0－22 1－30 1－33 1－311－45 ト44 ト51 ト60 0－60  
太宰府  18   14  15   14   12   17   20   18   19   17   16   15   16  

2－49 1－37 3－50 1－63 3－32 1－46 3－49 2－45 2－38 3－37 3－38 2－38 1－63  
香春高野  28   24   25   17  13   19   20   19  21  17   19   19   20  

（移動1） 7－57 3－61 5－72 2－48 4－39 3－48 3－45 4－41 6－46 6－38 3－42 7－36 2－72  
久留米野中  17   16  16   12   11  18   19   18  21  17   16   16   16  

（移動2） 2－43 3－35 3－44 2－51 2－43 2－49 4－47 4－43 3－41 3－46 3－43 2－39 2－51  

上段：平均値，下段：最小値一最大値  
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表11－5 光化学オキシダント測定結果  （単位：10－3ppm）  

月  間  値  

4  5  6  7  8  9  10  11   12   1  2  3  

苅 田  46   53   42   30   39  46   43  40   35  33   42  46  41  

4－68 5 －84 4－66 3－83 2－64 5－74 4－612－551－513－49 2－55 5－64 1－84  
豊 前  62  66  64  44  49  58  50  40  40  37  

0－94 5－93 6－1061－951－73 4－99 3－72 2－66 4－512－59  
田 川  46   55   49   32   35   49   45   39   35  36  

2－65 2－80 2－741－861－681－841－66 0－631－44 0－46  
直 方  55  64  56  34  36  53  47  39  36  41  

3－75 4－910－85 0－751－62 0－90 3－691－62 0－59 0－51  
久留米  43   44  44   15   18   39   31   23   17 18  

3－67 2－73 2－791－43 0－413－65 2－60 0－481－29 ト28  
国設／ト郡  60   66   62   37   35   56   52   40   35  37  

2－88 3－107 3－103 0－891－612－83 2－80 0－651－50 2－47  
柳 川  60  68  59  31   28  43  48  40  28  30  

0－85 0－110 6－97 2－731－551－69 2－68 0－59 0－42 2－45  
糸 島  62  71   57  32  29  53  52  47  41 43  

4－78 5－105 5－911－711－54 3－83 3－83 3－62 3－59 2－61   

49   51  51  

2－63 8－67  0－106   

36   45  42  

1－46 3－59  0－86   

47   50  46  

1－68 4－68  0－91   

38   43  31  

3－73 2－73  0－79   

46   54  48  

2－611－72  0－107   

38   49  44  

0－56 1－67  0－110   

56   55  50  

ト86 3－69  0－105  

宗 像  62  68  62  42  42   54  49  47  41 39  47   52  50  

1－73 0－96 2－98 0－102 0－80 2－87 2－79 2－62 3－612－47 3－66 2－67  ト102  
太宰府  51   59  50  30  33  45  40  26  24  27  35  41   38  

4－70 4－79 4－83 3－66 2－59 4－72 5－57 4－46 4－33 5－36 5－54 6－54  2－83  
香春高野  42   45   40   23   27   39   32   31   30  32   36   40  35  

（移動1） 4－62 5－651－612－52 2－45 0－62 2－50 4－49 4－40 2－43 0－47 1－55 0－65  
久留米野中   51   55  48  29  32  45  40  33  28  28  38  41   39  
（移動2） 0－85 0－86 4－78 2－68 2－55 3－75 3－84 0－53 0－43 2－39 0－61 3－60 0－86  

上段：昼間（6時－20時）の1時間最高値の平均値  

下段：昼間（6時一20時）の最小値一最大値  

表12 環境基準を超えた回数  

二 酸 化 硫 黄  浮遊粒子状物質  二酸化窒素  光化学オキシダント  
測 定 局  

時 間 値 日平均値  時 間 値 日平均値  日平均値  時 間 値  
（時間数）（日 数）  （時間数）（日 数）   （日 数）  （時間数）  

0
 
0
 
0
 
5
 
0
 
0
 
1
 
0
 
1
 
0
 
0
 
0
 
 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
 

苅 田  
豊 前  
田 川  
直 方  
久留米  
国設／ト郡  

柳 川  
糸 島  
宗 像  
太宰府  
香春高野（移動1）  

久留米野中（移動2）  

0
 
0
 
6
 
0
 
8
 
5
 
3
 
4
 
0
 
0
 
0
 
6
 
 

5
 
 

0
 
0
 
1
 
0
 
1
 
0
 
3
 
0
 
0
 
0
 
0
 
1
 
 

1
 
 

A
－
0
 
6
 
4
 
5
 
5
 
1
 
7
 
4
 
A
－
0
 
2
 
 

9
 
6
 
1
 
9
 
4
 
7
 
7
 
4
 
0
 
3
 
1
 
4
 
 

A
－
1
 
2
 
 
 
3
 
3
 
5
 
5
 
1
 
 
 
1
 
 

環境基準   
二酸化硫黄：1時間値の1日平均値が0．04ppm以下であり，かつ1時間値が0．1ppm以下であること；浮遊粒子状物   
質：1時間値の1日平値が0．10m9／m3以下であり，かつ1時間借が0．20m9／m3以下であること；二酸化窒素：1時間   
値の1日平均値が0．04から0．06ppmまでのゾーン内，又はそれ以下であること（表中の（）内数はゾーン内日数）；光   
化学オキシダント：1時間値が0．06ppm以下であること  
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2 航空機騒音データ処理   

航空機騒音の実態を把握するために，太宰府市（保  

健環境研究所），福岡市東区（筈松第2ポンプ場），遠  

賀町（島津公民館），築城町（弓の師地区学習等共用  

施設）の4か所に設置された航空機騒音モニタのデー  

タを，時間帯別，離陸着陸別及び機種別に集計し，常  

時測定結果として，環境整備局公害課に報告した．  

3 環境情報システムの構築と管理・運用  

3・1 大気環境情報管理システム   

当年度は，環境庁への届出書の磁気テープによる報  

告，各種届出データの集計・検索などを行った．  

3・2 地理環境情報システム   

福岡県地理環境情報システムは環境資源をデータ  

ベース化した地理情報システム（GIS）である．この  

システムの運用支援として，当課はリモートセンシン  

グ解析，図形データ保守及び公害データ更新等を行っ  

た．また，本県の九州北部学術研究都市整備構想にお  

ける研究プロジェクト実現化推進連絡会議を母体とし  

て組織された宇宙開発事業団（NASDA）の自治体パ  

イロットプロジェクト研究会及び同実施可能性調査推  

進会議に参画した．この自治体パイロットプロジェク  

ト事業に対して，水資源問題をテーマに衛星データの  

行政実利用に関する実施可能性調査を行った．特に，  

衛星データの自治体行政利用に係る調査アンケートの  

実施（6月），リモートセンシング講演会の実施  

（8月），第3回NASDA地域連絡会の開催（2月）等  

に関与した．更に，衛星リモートセンシング解析によ  

る衛星画像パネルを12月半ばより約1か月間アクロス  

福岡で展示すると共に，その画像をもとにインタネッ  

ト・ホームページを作成し，NASDA地球観測セン  

ター（埼玉県鳩山町）のWWW（WorldWideWeb）  

サーバを利用して情報発信している．  

3・3 産業廃棄物情朝管理システム   

当年度は，平成5年度の実績データの投入と処理を  

行った．一方，本システムが運用を開始して3年日に  

なることから第2回利用状況アンケート調査を実施し  

た．結果は，登録情報管理サブシステムの利用が比較  

的多く，実態把握サブシステム，監視・指導サブシス  

テムの利用は少なかった．  

3・4 地下水情報管理システム   

地下水質に関するデータについては，環境庁報告の  

ためのFD作成，環境自書の出力などを行った．  

3・5 公共用水域情報管理システム   

前年度構築された公共用水域情報管理システムは実  

用的な運用に入り，環境庁報告，データの参照・点検  

を行った．  

4 地方公共団体公害研究機関と国立環境研究所との   

共同研究   

前年度に引き続いて，リモートセンシングによる地  

域環境評価手法の開発を国立環境研究所との共同研究  

課題として実施した．当年度は，衛星画像のモザイク  

処理における地理補正，濃度補正及び平滑化の手法を  

整理して，画像ソフトウエアのライブラリを利用した  

プログラムを作成した．  

5 環境情報ネットワーク   

国立環境研究所は，WWWサービスを平成8年3  

月から開始するとともに，これまでのパソコン通信シ  

ステムである環境情報ネットワーク（EI－NET）も発  

展的に解消して，（財）環境情報普及センターの  

EIC－NETに引き継がれることになった．また，国立  

環境研究所の平成7年度情報業務基盤強化検討会でリ  

モートセンシング研究とインターネットと題して，当  

所のネットワーク利用の一例を紹介した．  

6 コンピュータシステムの管理・運用   

当年度はコンピュータシステムのうち端末系の更新  

を平成8年3月未に行った．内容は，N5200系の端末  

17台をPC98系19台に更新，EWS4800／230を同330PX  

に更新した．更に，本庁公害課にLANシステムを構  

築し，当所のLANにNTサーバーを配備してグルー  

プウエアを導入しLAN間接続によるELメール交換等，  

情報流通の活性化を図るコンピュータシステムとした．  

また，本庁公害課との通信回線をアナログ専用回線  

（9600B／S）からデジタルのINSネット64に変更して  

通信速度の向上を図った．更新後のコンピュータシス  

テムを図1に示す．   

ホームページ「宇宙から見た福岡県」  

http：／／www．eoc．nasda．go．jp／guide／guide／satellite／pilot／projl．html  
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計測技術課  

当課の主要な業務は，ガスクロマトグラフー質量分析装置（GC／MS）等精密分析機器，高度安全実験室  

の管理・運用及び環境庁委託業務（県環境整備局公害課経由）である化学物質環境汚染実態調査と末規制  

大気汚染物質モニタリング調査（隔年）等に関するものである．   

高感度・高分解能ガスクロマトグラフー質量分析装置（マットー90型）の運用については，その機能を十  

二分に発揮させて，環境中の微量農薬，有害化学物質（特にダイオキシン類）等の調査及び油症関連調査  

研究における分析・検索などを行った．また，簡易型のガスクロマトグラフー質量分析装置（オートマス  

ー50型）は，環境，食品中の残留農薬調査，化学物質環境汚染実態調査及び大気中の化学物質（特に悪臭  

成分）調査などにおける試験・検査と同定・確認等に使用した．   

化学物質環境汚染実態調査は，水質，底質，生物等水圏試料に関して，p－tert－プチル安息香酸など3  

物質の分析法開発調査，3，5，5－トリメチルー2－シクロヘキセンートオン（イソホロン）等4化学物質の環境  

調査及び1，4一ジオキサン等6物質の指定化学物質等検討調査であり，大気試料に関しては，アセトアルデ  

ヒド等6化学物質の環境調査及びトリクロロエチレンなど6物質の指定化学物質等検討調査などを行った．   

以上の業務の他に，他課と共同して実施した業務として，苦情，事故などの原因調査及び試験・検査で  

検出された成分などのGC／MSによる定量，同定・確認分析などを行った．   

高度安全実験室の管理・運用に関して，化学実験室は，油症関連調査研究におけるPCDDs，PCDFs分  

析，環境中のダイオキシン類に関する研究等の試料前処理重として，また，病原微生物実験室は，抗  

HIV薬開発研究等の調査・研究に，それぞれ使用した．   

調査・研究業務のうち，当年度に研究が完了し，学会等に報告したのは，環境中のダイオキシン類に関  

する研究が8件（内6件は口頭）で，その他が2件（内1件は口頭）であった．  

精密分析機器の管理・運用  

1 ガスクロマトグラフー質量分析装置（GC／MS）  

1・1 マットー90型（高感度・高分解能装置）   

本装置を利用した主な業務は，環境庁委託業務（県  

環境整備局公害課経由）の化学物質環境汚染実態調査  

（水，底質，生物，大気）および指定化学物質等検討  

調査（水，底質，大気）などであった．   

更に，所内の共同研究として油症に関する研究（生  

活化学課）に参画すると共に，白色腐朽菌による難分  

解性化合物の分解に関する研究（九州大学との共同研  

究）でGC／MSによるPCDDs，PCDFs，Co－PCBs等  

の測定を行った．   

また，本装置の所内における調査研究の円滑な利用  

を図るため，各課の担当者を対象に操作法の研修会を  

実施した．  

1・2 オートマスー50型（簡易型装置）   

化学物質関係業務の著しい増加に対処するため，高  

感度・高分解能GC／MSに加えて，本装置についても，  

所内関係各課の業務に利用した．   

本装置を使用した主要な業務は，環境庁委託業務  

（県環境整備局公害課経由）である化学物質環境汚染  

実態調査のp－tert一プチル安息香酸など3物質の分析  

法開発調査（水，底質）及び環境調査（水，底質，生  

物，大気）等であった．   

また，食品中の農薬（生活化学課），水質中の発癌  

物質（病理細菌課）及び産業廃棄物最終処分場浸出水  

（廃棄物課）等の調査等における定量，同定・確認分  

析に使用した．  

2 その他の分析機器   

当課に設置している高速液体クロマトグラフ，ガス  

クロマトグラフ（ECD，FID，FTD，FPDの検出器が  

付いている），分光々度計，蛍光々度計等の使用状況  

を報告する．  

2・1 高速液体クロマトグラフ   

農薬調査，化学物質環境汚染実態調査及び水質中の  

発癌物質（病理細菌課）等における予備試験等で主に  

使用した．．  

2・2 ガスクロマトグラフ   

農薬のオゾン，塩素による分解生成物の検索（廃棄  

物課）及び化学物質環境汚染実態調査の予備試験等で  

使用した．  

2・3 分光々度計，蛍光々度計   

河川，湖沼の富栄養化実態調査のクロロフィルa等  

の測定（環境生物課），水質中の発癌物質の分析（病  

理細菌課）及び大気のオキシダント測定（大気課）等  

に使用した．  
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化学物質環境汚染実態調査   

本調査は，環境庁委託業務（県環境整備局公害課経  

由）として，昭和49年以来実施している．本年度実施  

分は以下のとおりである．  

1 分析法開発調査   

環境試料中のp－tert－プチル安息香酸，2，4一ジタロ  

ロフエノキシ酢酸，メコプロップの分析法を確立する  

ために水質及び底質について検討した．   

検討結果の詳細については，学術事績編p．119に示  

したとおりである．   

なお，本分析法を用いて，福岡県内の河川水，海水  

及び東京湾底質などを分析した結果，何れの試料から  

も検出されなかった．  

2 環境調査  

2・1水質，底質及び生物   

化学物質の環境安全性確認の第一段階として，環境  

中での残留性について，水質，底質，生物における濃  

度レベルを知るため，柳川市地先海域及び大牟田市地  

先海域から採取した水質，底質及び生物について本調  

査を実施した．柳川市地先海域及び大牟田市地先海域  

において，水質，底質中の，2－ブトキシュタノール，  

2，2，4－トリメチルー1，3一ペンタンジオールジイソプチ  

レート，3，5，5－トリメチルー2一シクロへキセンー1－オン  

及び2－ブタノンの4物質について海域毎に水質，底質  

を3検体づつ分析した．生物（ボラ及びスズキ）につ  

いては上記の2，2，4－トリメチルー1，3－ペンタンジオー  

ルジイソプチレート及び3，5，5－トリメチルー2一シクロ  

ヘキセンートオンの2物質について海域毎に3検体づつ  

分析した．   

なお，その他水圏試料の一般状況として，水質につ  

いては，水温，色相，透明度，濁度，底質について，  

外観，臭気，爽雉物，含水率，強熱減量，泥分率，生  

物について，脂肪含量等を，それぞれ測定した．   

これらの結果については，県環境整備局公害課を通  

じて環境庁に報告した．  

2・2 大気   

大気中に残留していると考えられる化学物質につい  

て，環境中における挙動及び残留性の実態を把握し，  

化学物質による大気汚染の未然防止を図るための資料  

を得ることを目的として調査した．大牟田市庁舎屋上  

において採取した大気試料中のアセトアルデヒド，ク  

ロトンアルデヒド，アセトン，4－メチルー2一ペンタノ  

ン，2－ブタノン及びアジピン酸ビス（2－エチルヘキシ  

ル）の6物質についてそれぞれ3検体づつ分析した．   

これらの結果については，県環境整備局公害課を通  

じて環境庁に報告した．  

3 指定化学物質等検討調査（環境残留性調査）   

化審法の指定化学物質について，環境残留状況を把  

握するために，その水質，底質及び大気中の濃度レベ  

ルを調査した．水質，底質については大牟田市地先海  

域で採取した試料に対して1，4－ジオキサン，トリプチ  

ルスズ化合物，トリフユニルスズ化合物，3，3’－ジク  

ロロベンジジン，4，4’－ジアミノジフェニルメタン及  

び4，4’一ジアミノー3，3’－ジクロロジフェニルメタンの6  

物質を3検体づつ分析を行った．また，大牟田市庁舎  

屋上において採取した大気試料について，トリクロロ  

エチレン，テトラクロロエチレン，クロロホルム，四  

塩化炭素をそれぞれ4検体づつ，1，2－ジクロロエタン  

及び1，2－ジタロロプロパンについてそれぞれ3検体の  

分析を行った．これらの調査結果は県環境整備局公害  

課を通じて環境庁に報告した．  

高度安全実験室の管理・運用  

1 化学実験室   

近年，特殊有害化学物質による世界的な環境汚染が，  

多数報告され，その化学物質が人体へ取り込まれると  

悪影響を及ぼす恐れがあることから，この特殊有害化  

学物質についての調査・研究に村応するため，前年度  

に引き続き環境試料及び生体試料の前処理を当実験室  

で行った．  

2 病原微生物実験室   

危険度の高い痛原微生物については，所定の設備が  

整った高度安全実験室内での取扱が義務付けられてい  

る．   

エイズの病原ウイルスであるHIV（ヒト免疫不全  

ウイルス）などの病原ウイルスについての試験研究業  

務を，同実験室内で実施した．  
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2・1サルモネラ食中書の概要   

当年度，当県において発生したサルモネラ食中毒は  

4事例であり，血清型別の結果S．Enteritidis，  

09：g，m：－が3事例であった．3事例について分離  

された菌株のファージ型別を国立予防衛生研究所に  

依頼した結果，いずれも1型であった．これら  

S．Enteritidis，09：g，m：－を原因菌とする4事例中2  

事例は原因食品が特定できたので，以下にその概要を  

示す．  

2・1・1 事例1   

平成7年7月9日飯塚市内の病院内で発熱，腹痛を  

主症状とする食中毒様患者が発生した．当初「夏風  

邪」と診断されていたが，便検査の結果サルモネラが  

検出されたため保健所に届け出があった．7月7日か  

ら9日の3日分の保存食について検査を行った結果，  

7月8日昼食の「ささ身三つ葉からししょうゆあえ」  

からS．Enteritidisが検出された．当該品は本来昼食  

のメニューであったものが，一部夕食に供されその摂  

食者が発症していることが，その後の調査で分かった．  

また，食品及び患者から分離されたS．Enteritidisの  

ファージ型別は同一の1型であった．  

2・1・2 事例2   

平成7年8月13日から14の両日に，久留米市内の飲  

食店で調理された鉢盛りを摂食した197名のうち117名  

が下痢，発熱，腹痛，嘔気，嘔吐等の食中毒様症状を  

訴え，病院に受診し，保健所へ食中毒の届け出があっ  

た．患者便，調理従事者及び患者宅に保存されていた  

食品等について検査を行った結果，患者，調理従事者，  

食品（エビの黄身焼き，伊勢エビのチーズ焼き，エビ  

サラダ焼き等7品目）からS．Enteritidisが検出され，  

ファージ型別はいずれも1型であった．本食中毒の原  

因は施設の処理能力以上の調理数と施設内の衛生管理  

の不徹底が挙げられた．  

2・2 サイトロバクター・フロインディが原因と考   

えられる食中毒の概要   

平成7年6月8日から11日にかけて下痢，腹痛を主  

訴とする食中毒用事例が，某刑務所にて発生した．既  

知食中毒細菌16種及び急性胃腸炎起因ウイルスについ  

て検査したが，いずれも検出されなかった．しかし，  

有症者46名中27名のの便からサイトロバクター・フロ  

インディが検出された．しかし，今回検出された本菌  

の病原性については賛否両論があり，原因菌としての  

確定は今後の検討課題であると考えられた．  

3 収去食品の細菌検査   

当年度は，表15に示すようにハチミツ，牛・馬肉，  

鶏肉，液卵・鶏卵及び養殖魚等について114検体，  

1017項目の調査を実施した．食肉製品からは，ブドウ  

球菌（ぶれゆ妙加occ混ざα混作眈ざ）が9件（23．1％），サル  

モネラ（Sal刑Onella Enteritidis，S．Infantis，S．Hadar，  

S．Thompson）が計5件（12．8％），ウエルシュ菌  

（Cわざfれdわ仰♪β桝竹gg那）が7件（17．9％），カンピロ  

バクター（C研吻血加東り小川）が5件（12．8％），液  

卵からは，ブドウ球菌（ぶれゆ毎加occ眈ぶα混γβ混ざ）が1件  

（5％），サルモネラ（Sal刑OnellaEnteritidis）が1件  

（5％）検出された．残留抗生物質は全検体から検出  

されなかった．また，市販ミネラルウオーター25件の  

検査を実施し，4件から真菌を検出し，そのうち2件  

はCJαd呼0れ混刑属であった．  

表14 平成7年度食中毒細菌検査  

事例  検査年月日 発生場所 所轄保健所検査件数患者数 原囲施設 原因食品  原因物質  型別  
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店
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像
紫
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紫
井
屋
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粕
宗
筑
浮
築
筑
三
相
田
 
 

不明  SIモSV  SRSV  
／／  J／  ／J   

不明  
／J ／／ ／／   

09：g，mニー，ファーシ○型1   

不明    サ腔ネラ      不明    サ匪ネテ  04：e，h：e，n  
J／   

不明  サイトロハ●ククー   

茹でがこ  腸炎ビ70柑 04：K63，04：K8TDH＋（RPLA）  
04：K4TDH－（RPLA）  

鶏肉と三つ葉 サ匪ネラ  09：g，m：－，ファヰ○型1  
の芥子あえ   
弁当  黄色ブドウ球菌エンテ可秒ン型D，コアクやラーでⅠⅠ   

エビ黄身焼きサ腔ネラ  09：g，郎－，ファーゾ型1   
ちらし寿司 －  

（托：R，RPLA）  

福岡市関連   

大分県関連  
福岡市関連   

粕屋郡宇美町  
田川郡川崎町   

飯塚市   

福岡市関連  
久留米市  
福岡市関連  

2  5．22   

3  5．31  
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SRSV  SRSV  
不明  （ホ○刈ヌス関連調査）  

テトロドトキシン  

病原性大腸菌01：H型別不能  

計  
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4 貝毒検査   

平成7年4月に有明海（1検体），豊前海（2検体）  

で採取されたあさりについて，麻痺性及び下痢性貝毒  

検査を行った．その結果，異常は認められなかった．  

5 フグ寺検査   

平成8年3月に収去されたフグの身，11検体につい  

てフグ毒検査を行った．その結果を表16に示す．  

6 環境及び汚濁源監視調査   

河川水，湖沼及び水道水源の環境水，海水，事業場  

排出水，GEMS（GlobalEnvironmentalMonitoring  

System）／WATERに係る調査及び海水浴場水に関し  

て大腸菌群数の調査を実施した．  

6・1 河Jtl水中の大腸菌群数   

当年度は前年度と同様に豊前海流入河川，遠賀川水  

系，筑後川水系，筑前海流入河川，矢部川水系及び大  

牟田市内河川について調査を実施した（表17）．  

6・2 湖沼及び水道水源中の大腸菌群数   

当年度は湖沼及び水道水源の環境水質調査として，  

大腸菌群最確数検査を行った．その結果，大腸菌群染  

は例年と大差なかった（表18）  

6・3 海水中の大腸菌群数   

当年度実施した筑前海及び有明海の海水水質監視調  

査は，各水産試験場が採水した海水について大腸菌群  

最確数検査を行った．検査の結果，表19に示すとおり  

基準値（1000MPN／100mり を上回ったものはなかっ  

た．  

6・4 海水浴囁海水の大腸菌群数   

海水浴場水質調査項目のうち，糞便性大腸菌群数検  

査を当課で実施した．県内海水浴場のうち遠賀保健所  

管内3海水浴場8地点，宗像保健所管内5海水浴場12  

地点，粕屋保健所管内1海水浴場3地点及び糸島保健  

所管内3海水浴場8地点計12海水浴場31地点について，  

海水浴シーズン前（平成7年5月17日－5月30日）及  

びシーズン中（平成7年7月17日－8月8日）に採水  

を行い，各100件計200検体について糞便性大腸菌群数  

検査を行った．検査の結果，いずれも基準値（1000個  

／100m＝以下）以下であった．  

6・5 GEMS／WATERに係る調査   

環境庁の依頼により世界の環境のためのボランティ  

ア活動として，筑後川（瀬の下）を測定地点に定め，  

平成7年4月から月1回，大腸菌群最確数検査及び糞  

便性大腸菌群数の検査を行った．  

表15 平成7年度収去食品の細菌検査  

検査項 目  
樹繊頗  樹数検査  

項目数 一般樹生鳩群病蹄性ブドウ 珊師 況ゼロ 知払ポッJ刀根了 軋堺 Ⅲけス 残留 脚樹齢細  
纏赦菌数  爛球菌  灯うケ・菌 刃菌  歯  髄  

ハチミツ  
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1
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1
0
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表16 平成7年度フグ毒検査結果  

毒力（HU／g）  
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表17 平成7年度河川水の大腸菌群最確数検査結果表  （MPN／100mり  

区分  河 川 名  採 水 地 点  大腸菌群最確数  基準値  区分  河 川 名  採 水 地 点  大腸菌群最確赦  基準値   

黒   川  新  川  楕   3300   A   多々 良川  大  隈  稀   33000   A  
友 枝 川  貴  船  橋   3300   A  久 原 川  深  井  桶  350000   A  
佐 井 川  佐 井 川 桶   2300   A  須 恵 川  酒  殿  楕  920000   B  
岩 岳 川  沓  洗  楠   11000   A  宇 美 川  亀 山 新 橋   140000   B  

中   川  摘 の 上 堰   2300   A  大根川  170000   B  

角 田 川  角 田 川 楕   3300   筑  大 根 川 楕   79000   A  
豊  17000   A  谷山川   A   

AA：50MPN／100ml以下  湖沼A：1000MPN／100ml以下  
A ：100MPNノ100mJ以下  －：基準値なし  
B ：5000MPN／100mJ以下  

表18 平成7年度湖沼及び水道水源の大腸菌群最確数検査  

測定地点名  水域名  採水年月 日  大腸菌群最確数  
（平成7年）  （HPN／100mJ）  

八木山川  
今  川  
紫  州  
矢 部 川  

欠 部 川  
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0
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結核・感染症サーベイランス事業   

当年度は，17検体の依頼があった．検査項目及び検  

査件数は，百日ぜき様疾患11件，溶連菌感染症1件，  

細菌性髄膜炎5件であった（表20）．  

電子顕微鏡管理業務   

複合型電子顕微鏡を使用した当年度の主な業務では，  

透過型電子顕微鏡を用いて冬期の非細菌性急性胃腸炎  

患者の集団発生事例における病因ウイルスに関する検  

査を実施した（宗像保健所管内28件，粕屋保健所管内  

36件，遠賀保健所管内11件，筑紫保健所管内13件）．  

また，黄砂現象に伴い飛来する砂塵について，その  

形状，砂塵に付着する海塩成分や酸性物質の化学形  

態を評価した．さらに，透過一分析型電子顕微鏡を用  

い，発生源及び環境中のアスベスト粉塵の定量を行  

った．  

一般債頼検査   

当年度の一般依頼検査は次のとおりである（表21）．  

1 食品細菌検査   

当年度は，27検体，81項目について細菌検査を行っ  

た結果，不適検体はなかった．  

2 水道原水，浄水及び飲料水の細菌検査   

水道水及び井戸水等の一般細菌数及び大腸菌群検査  

の総検査件数は422であった．検査の結果，44検体  

（10．7％）が水道法第10条の基準値を上回った．  

3 無菌試験   

血液等の無菌試験は120検体について実施したが，  

細菌及び真菌の発育を認めた不適検体はなかった．  

表19 平成7年度海水の大腸菌群最確数検査  

海  域  採水地点  採水年月 日  大腸菌群敢確数  
（平成7年）  （HPN／100mJ）  

賀川 河 口 沖  Sし1   

多湾 口 沖  St．2  
筑前海 〈≡  

5．24  
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表20 平成7年度結核感染症サーベイランス事業結果  

検体搬入 月  担当保健所  疾患名  件数  検出 し た病原菌  
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（1イ／卜）  
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表21平成 7 年慶一般依頼細菌検査  

拭 験 ・ 検 査 項 目  検査件数  検査項 目 数  不適件数  
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ウイルス課  

当課で実施したウイルス学的検査，調査及び研究業務は概ね次のとおりであった．   

県保健環境部経由の厚生省委託による伝染病流行予測調査事業では，日本脳炎感染源調査，風しん感受  

性調査，及びインフルエンザ感染源調査を実施した．また，結核・感染症サーベイランス事業では，県内  

で流行したウイルス感染症からのウイルス分離・同定を行う検査情報関係を担当した．行政依頼検査とし  

ては，県保健対策課及び衛生総務課からの依頼で，インフルエンザ，B型肝炎ウイルス等についてウイル  

ス学的，血清学的検査を行った．調査研究は，1）pcR法を用いたHIV遺伝子の解析，2）福岡県におけ  

る感染性疾患のウイルス学的研究，3）インフルエンザウイルスのHAの構造変異と機能変化に関する研  

究の3題について実施した．   

流行予測調査事業では，それぞれの疾病の流行前に，一般住民の抗体保有状況を調査し，調査結果から  

流行規模の予測及び感染予防の啓発を行った．感染症サーベイランス事業では，県内で流行したウイルス  

性疾患について病原ウイルスを究明し，多くの検査情報を関係各機関へ提供することができた．また，調  

査研究の結果については，エイズ関係で1件；感染症サーベイランス関係で3件を学術誌，報告書，学会  

等に発表した．  

伝染病流行予測調査事業  

1 日本脳炎  

1・1 感染源調査   

本調査は，7月上旬から9月上旬まで週1回10過に  

わたり，県内産で7カ月齢以下のブタ10頭から採血し，  

その血清中の日本脳炎ウイルス OaGAr－01株）に対  

するHI抗体および2－メルカプトエタノール（2－ME）  

感受性抗体を測定した．表22に示すように，本年は8  

月1日に初めて1頭のブタからHI抗体が検出された．  

その後，8月22日の調査で抗体保有率が100％に上昇  

したことが確認され，以後，調査終了時まで100％で  

あった．また，2－ME感受性抗体が検出された期間は，  

8月8日から9月5日であった．   

以上の結果から，本県におけるブター蚊－ブタ間にお  

ける日本脳炎ウイルスの伝播は，例年どおり7月下旬  

から始まり，8月中旬には県内のブタは，ほぼ完全に  

日本脳炎ウイルスに汚染されたことが推測された．  

2 インフルエンザ  

2・1 感染源調査   

平成7年12月中旬から平成8年3月上旬にかけて，  

インフルエンザ様疾患で受診した病院外来患者（筑紫  

野市の2病院）及び学校における集団発生患者（粕屋  

郡，山門郡，京都郡，嘉穂郡）から採取したうがい液  

及び咽頭拭い液115検体について，鶏卵接種法及び培  

養細胞（MDCK）法によるインフルエンザウイルスの  

分離・同定を実施し，また，39件のペア血清について  

血清学的検査を行った．当年のインフルエンザ様患者  

からのウイルス分離は，平成7年12月中旬に筑紫野市  

内の病院外来患者から採取された検体から初めて  

A／HINl型（Aソ連型）ウイルスが分離された．その  

後3月上旬まで検体の搬入があったが，分離されたウ  

イルスは全てA／HINl型だった．  

3 凰しん  

3・1 感受性調査   

調査は，平成7年7－9月にかけて宗像及び粕屋保  

健所によって採血された9年齢区分の男性211名と，  

女性204名の血清を対象として，伝染病流行予測調査  

術式に準拠したHI抗体検査法により行った．判定は，  

HI抗体価8倍以上を抗体陽性とし，8倍未満を陰性  

とした．その結果を表23に示した．抗体陰性率が最も  

高かったのは男女とも0－4歳グループであった．こ  

れに対して抗体陰性率が低かったのは，男性では40歳  

以上のグループであり，女性では25－29歳グループと  

30－34歳グループであった．今回の結果も全体として  

は例年とほぼ同様の傾向を示した．  

結核・感染症サーベイランス   

当年度に検査定点医療機関で採取され，所轄の保健  

所を通じて当課へ搬入された検体数は16疾病231件で  

あり，そのうち8疾病については病原ウイルスを究明  

することができた（表24）．平成7年度に分離された  

病原ウイルスの特徴は，流行性角結膜炎よりアデノ7  

型が初めて分離されたこと，大流行した手足口病より  

コクサッキーA16型が分離されたこと，無菌性髄膜炎  

とインフルエンザの病原ウイルスがそれぞれ，エコー  

9型がエコー7型に，A香港型とB型がAソ連型に変  

わったことであった．  

行政依頼検査   

保健対策課からの依頼により，インフルエンザ様疾  
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患集団発生例からのウイルス分離・同定及び血清学的  

検査，およびエイズの血清学的検査を，また，衛生稔  

務課からの依頼によりB型肝炎に関する血清学的検査  

を，それぞれ実施した．なお，インフルエンザに関す  

る行政依頼検査については，流行予測調査事業のイン  

フルエンザの項にまとめて記述した．  

（1）B型肝炎の血清学的検査   

B型肝炎感染予防対策の一環として毎年実施してい  

る保健所等職員のB型肝炎の血清学的検査を行った．  

受診希望者202名の血清について，R－PHA法による  

HBs抗原検査とEIA法によるHBs抗体検査を行った．  

その結果，HBs抗原・抗体ともに陰性で，ワクチン接  

種の対象となったのは46名であった．  

（2）エイズの血清学的検査   

抗HIV抗体検査は，平成5年度からスクリーニン  

グ試験を検査保健所で実施し，そこで陽性と判定され  

た検体についてのみ，当所でウエスタンプロット法に  

よる確認試験を実施することになっている．しかし，  

当年度は，確認試験が必要な検体はなかった．  

表22 平成7年度ブタの日本脳炎ウイルスHI抗体保有状況  

H  I   抗   体   価  2－ME感受件  

陽性率  抗体保有率  
（％）  （％）  

採血月日  検査頭数  
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表23 平成7年度宗像・粕屋地区における風しんウイルスに対する年齢別HI抗体保有状況  
（平成7年7－9月採血）  

HI 抗 体 価  
抗体陰性率   

（％）  

年齢区分  検体数  
（歳）  

平均抗休価   
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62  

調査は女性を対象としたが，同年齢層の男性（男）の抗体保有状況も付記した．  

ー 24 －   



表24 平成7年度結核・感染症サーベイランス事業ウイルス検査結果  

疾病名  採取月  検体数（種別）  分離ウイルス  

流行性角結膜炎  アデノ 3型  2株（ES2）   

J／ 7型  1株（ESl）  陰  性  40件  

5－3月  43（ES43）  

手足口病   

へ／レバンギーナ  

5株（NP5）  

4件  
1株（NPl）  

1抹（NPl）  

5－6月  9（NP8，FCl）  

6月  2（NP2）  

コクサッキーA16型   

陰  性  
コクサッキーA 5型   

J／ 6型  

無菌性髄膜炎  4r12月  31（SF27，FC3，NPl） エコー7型  3株（SF2，FCl）  
陰  性  28件  

脳・脊髄炎  8－12月  6（SF5，FCl）  陰  性  6件  

乳児嘔吐下痢症  

感染性胃腸炎  

3，10，12－2月  8（FC8）  

4－12，2月  13（FC13）  

2件（FC2）  

7件  

1件（FCl）  

12件  

ロ タ ウ イ ル ス   
陰  性  
ロ ケ ウ イ ル ス   
陰  性  

インフルエンザ  
様疾患  

3，12－2月  93（NP90，SF2，FCl） A／HINl型  
陰  性  

2株（NP2）  

91件  

1件（PSl）  
7件（PS7）  

1件  

A／H3N2型陽性  
8 型 陽 性   
陰  性  

9（PS9）  

不明発しん症  10，11，3月  3（SF2，FCl）  エコー7型 1株（SFl）  
陰  性  2件  

その他の疾患  4，9，2月  14（NP6，SF5，FC2，URl） 陰  性  14件  

検体総数；223名分，231件  分離ウイルス；8種，19株  

ES：結膜ぬぐい液，FC：糞便，NP：咽頭ぬぐい液，PS：ペア血清，SF：髄液，UR：尿  
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生活化学課  

当年度の主な業務は次のとおりであった．行政依頼業務として，県保健環境部の依頼で，1）農・畜産  

物中の残留農薬，2）魚介類中の水銀，PCB及びTBTO，3）畜産物中のPCB，4）米中のカドミウム等の  

汚染物調査，5）畜・水産物中の残留抗菌性物質調査，及び6）医薬品・家庭用品等の規格基準適否検査，  

その他7）豆類及びその加工品中のアフラトキシン調査等の試験検査，8）薬用植物栽培事業を実施した．  

一般窓口依頼業務として，タール色素製剤の規格基準適否検査を行った．また，衛生総務課の依頼により，  

保健所の検査課職貞を対象とした食品化学検査の技術研修として，基礎研修を10月，専門研修を9月に実  

施した．また，保健所検査課職員を対象に，防かび剤（TBZ）の精度管理調査を基礎研修終了後に実施し  

た．県保健環境部経由の厚生省委託業務として，残留農薬実態調査，ヒト血液中のPCB及びPCQの性状  

並びに濃度分析を行った．全業務の試験項目数は表25－30に示したように，行政依頼2239成分，一般依頼9  

成分で，総数2248成分であった．   

調査研究業務のうち，当年度に学会等に報告したのは，油症に関する研究が7件（内3件は口演），そ  

の他の調査研究が8件（内7件口演），計15件（内10件は口演）であった．  

食品化学検査  

1農薬及び抗菌性物質の残留調査  

1・1農作物中の残留農薬   

県内で収去した野菜の10検体，果実10検体，合計20  

検体について残留農薬43成分の分析を行った．その結  

果，野菜からは，農薬は検出されなかった．果実では，  

2件のオレンジからクロルピリフォスが0．003ppmと  

0．049ppm，バナナから同じくクロルピリフォスが  

0．004ppm検出された．また，国内産の同一のりんご  

から，ダイアジノンが0．003ppm，クロルピリフォス  

が0．005ppmそれぞれ検出された．野菜，果実とも，  

本検査で規制値（残留農薬基準値）を超えたものはな  

かった．  

1・2 輸入米中残留農薬調査   

平成7年7月4－5日に搬入された輸入米3件（中  

国産1，米国産2）について，12種の塩素系農薬，20  

種のリン系農薬，11種のカーバメート他含窒素農薬及  

び臭素の計44成分の分析を行った．結果は，臭素が  

0．4－1．2ppm，全検体から検出されたが，いずれも残  

留基準値以下であった．その他の分析項目については  

いずれも不検出であった．  

1・3 輸入食肉中の残留農薬   

県内で収去した輸入食肉10検体（牛肉9検体，豚肉  

1検体）について，有機塩素系農薬14成分の分析を  

行った．その結果，ヘブタクロエルエポキシドが脂肪  

中濃度として，オーストラリア産牛モモから0．07ppm，  

米国産牛から0．06ppmそれぞれ検出された他は，す  

べて検出限界値（0．05ppm）未満であった．  

1・4 牛乳中の有機塩素系農業   

県内7工場から採取した市販牛乳7件について有機  

塩素系農薬14成分を分析した，その結果は表28に  

示した．いずれの検体も国の暫定許容量以下であった．  

表25 食品の検査項目と依頼別成分数  
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表26 医薬品・家庭用品項目及び依頼別成分数  

項  目  行政依頼 一般依頼  

定量・定性試験   
塩酸プロプラノールカプセル剤  2   
塩酸プロプラノール錠剤  
血液比重測定用硫酸銅液  
有沓物質   
繊維製晶   
家庭用エアゾール製品   
家庭用洗浄剤   
住宅川洗浄剤  
その他  

15  

表27 油症検診関係の検査項目と成分数  

項 目  依頼件数  

PCB  血液  
PCQ  血液   

合  計  

＊ コントロール3件を含む．   
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1・5 食肉及び魚介類中の残留抗菌性物質   

全国的な畜・水産食品中の有害物質モニタリング検  

査の実施に伴い，県内で収去した鶏肉5検体及び魚介  

類20検体について，抗菌性物質9成分の分析を行った．  

更に，液卵10検体及び蜂蜜10検体についても，同様に  

抗菌性物質の分析を実施した．いずれも不検出であっ  

た．  

2 重金属調査  

2・1 魚介類中の総水銀及びTBTO   

保健所が収去した魚介類10検体について分析を実施  

し，その結果を表29に示した．給水銀は国の暫定的規  

制値（給水銀：0．4ppm）以下であった．また，  

TBTOは＜0．01－0．14ppmであった．  

2・2 米のカドミウム検査   

保健所が収去した輸入米3検体についてカドミウム  

含有量を調査した．その結果，カドミウムの測定値は，  

0．002－0．014ppmであり，いずれの検体も回のカドミ  

ウム規制値（1．Oppm）を超えていなかった．  

3 PCB調査  

3・1 魚介類中のPCB   

県下に流通している魚介類のPCB汚染状況を把握  

する目的で，合計10検体について調査を行った．その  

結果を表29に示した．PCB濃度は，0．002－0．023ppm  

で，国の暫定的規制値（遠洋沖合魚介類：0．5ppm，  

内海内湾魚介類：3ppm）を超えているものは認めら  

れなかった．  

3・2 牛乳中のPCB   

県内7工場から採取した市販牛乳7検体について  

PCB分析を行った．その結果を表28に示した．いず  

れの検体も国の暫定的規制値（0．1ppm）以下であった．  

4 アフラトキシン調査   

県内で収去又は購入したナッツ類及びその加工品並  

びに輸入米計9検体についてアフラトキシン（Bl，B2，  

Gl，G2）の検査を実施した．その結果，すべての検  

体でアフラトキシンは不検出であった．  

5 食品残留農薬実態調査   

厚生省委託を受け，国産及び輸入農作物に残留する  

農薬の実態調査を行った．対象農薬はアシェラム，フ  

サライド，アラクロールの計3品目，対象農作物は，  

大豆，小豆，冷凍じゃがいも，ほうれんそう，だいこ  

ん，はくさい，キャベツ，いちご，綿実，玄米，さと  

うきび，ホップ，みかん，りんご，なし，ぶどう，か  

き，メロン，すいかの19種の計96農作物であり，総成  

分数は105成分であった．結果はすべて不検出であっ  

た．  

油症関連業務  

1 血液中のPCB調査   

県内の油症検診受診者のうち35名について，血液  

表28 牛乳中のPCB及び残留農薬調査結果  （ppm）  
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表29 魚介類中のPCB，総水銀及びTBTO調査結果  （ppm）  
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中PCBを分析した．その内訳は油症患者の追跡調査  

に伴うもの（油症認定患者）33名，油症認定検診に伴  

うもの（未認定者）2名であった．油症認定患者の血  

液中PCBの濃度は最高23．8ppb，最低0．8ppb，平均  

3．9ppbであった．一方，未認定者の血液中PCBの濃  

度は最高2．8ppb，最低2．Oppb，平均2．4ppbであった．  

2 血液中のPCQ調査   

県内の油症検診受診者のうち7名について，血液中  

PCQを分析した．その内訳は油症認定患者5名，未  

認定者2名であった．油症認定患者の血液中PCQの  

濃度は最高7．06ppb，最低1．34ppb，平均3．48ppbで  

あった．一方，未認定者の血液中PCQの濃度は全員  

検出限界値（0．02ppb）以下であった．  

家庭用晶検査   

有害物質を含有する家庭用品の規制に関する法律に  

基づき，おしめカバー，寝衣，下着等の繊維製品70検  

体についてホルムアルデヒドの試験を行った．試験結  

果はいずれも基準値以下であった．ガラスクリーナー，  

塗料等の家庭用エアゾール製品20検体についてトリク  

ロロエチレン，テトラクロロエチレンを，家庭用洗浄  

剤5検体について水酸化カリウム又は水酸化ナトリウ  

ムの含有量を，住宅用洗浄剤3検体について塩酸又は  

硫酸の含有量をそれぞれ試験した．その結果，仝検体  

とも国の基準値以下であった．  

医薬品等検査  

1 収去検査   

厚生省の平成7年度医薬品等一斉取り締まりの一環  

として，塩酸プロプラノールを含有するカプセル剤2  

検体，錠剤3検体について塩酸プロプラノール試験を  

迅速分析法により行った．結果は，すべて規格基準に  

適合していた．さらに，血液比重測定用硫酸銅液24検  

体の比重測定を行ったが，すべて規格基準に適合して  

いた．  

2 健康茶の検査   

県薬務課の収去健康茶5品目について，医薬品であ  

るセンナの有無を検査した．その結果，光学顕微鏡下  

で，各健康茶にセンナ片が確認され，各試料抽出物の  

フォトダイオードアレイ検出器付高速液体タロマトグ  

ラフによる測定で得られたクロマトグラムは，局方セ  

ンナのクロマトグラムと類似し，センノシドA標準品  

と同じ保持時間のピークが認められた．そのピークの  

吸収スペクトルもセンノシドA標準品と一致した．更  

に，遊離及び結合型アントラキノン化合物の確認及び  

薄層クロマトグラフによるセンノシドAの確認等のセ  

ンナの局方確認試験でも，局方センナと同様な結果が  

得られた．  

表30 ミネラルウオーターの検査結果  
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薬用植物栽培事業   

県単事業として実施している薬用植物栽培の本年度  

対象品目は，種子島薬用植物栽培試験場から供与され  

たウコン及び本県農業総合試験場八女分場の協力で育  

苗したカミツレで，得られた収穫物の品質評価も行っ  

た．ウコンは，平成7年5月8日に植え付け，同7月  

3日発芽，同12月19日に収穫した．カミツレは，同11  

月1日に定植し，現在栽培中である．   

収穫したウコンの主根茎，側根茎の2試料について  

日本薬局方外生薬基準（局外生規）の確認試験，灰分，  

酸不溶性灰分及び高速液体クロマトグラフを用いてク  

ルクミン含量を測定した．いずれも，局外生現に適合  

し，クルクミン含量は，それぞれ，3．4％，2．5％で  

あった．  

その他  

1 ミネラルウオーターの検査   

県生活衛生課の依頼により，県内で収去されたミネ  

ラルウオーター25件の重金属検査を行い，並行して異  

物の混入がみとめられた14件について異物同定検査を  

実施した．これらの結果を表30に示した．ヒ素，鉛，  

カドミウム及びスズはすべての検体で不検出であった．  

異物のうち6件は電子顕微鏡法によりカルシウム化合  

物，4件は赤外吸光光度法によりポリエチレンテレフ  

クレートとそれぞれ同定した．  
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環境科学部  

大 気 課  

当課の業務は，大気汚染防止法に基づく排出基準監視調査，大気環境監視調査，排出状況及び大気環境  

状況把握調査，悪臭防止法に基づく調査並びに大気及び悪臭由来の苦情処理に係る調査であり，さらに，  

これらの業務以外の大気及び悪臭に係る調査研究である．   

当年度の業務のうち，大気関係での県環境整備局公害課から依頼された業務は，1）工場の排出基準監  

視調査として，ばい煙発生施設の立入調査，燃料中硫黄分調査，2）大気環境監視調査として，大気汚染  

測定車による環境大気調査，3）有機塩素化合物使用事業場濃度測定調査，4）環境保全基金事業の酸性  

雨・霧対策調査であった．県環境整備局公害課経由で環境庁から委託を受けた業務は，1）国設筑後小郡  

環境大気測定所の管理運営，2）酸性雨実態把握調査，3）固定発生源からの温室効果ガス排出係数調査，  

4）フロン破壊モデル事業及び5）未規制大気汚染物質発生源対策調査であった．市町委託業務は，1）苅  

田町，行橋市，豊前市及び水巻町における降下ばいじん及び硫黄酸化物調査，2）大牟田市における浮遊  

粉じん中の水溶性金属調査であった．   

悪臭関係での県環境整備局公害課から依頼された業務は，1）悪臭苦情に係る悪臭物質測定調査であっ  

た．以上の業務における測定件数は表31のとおりである．   

研究業務としては，福岡県における二次汚染質（エアロゾル）の動態に関する研究，酸性雨（湿性降下  

物）調査，薄膜法による乾性降下物の沈着評価，大気降下物による土壌影響に関する研究，福岡県におけ  

る大気中酸性ガス等濃度実態把握調査，簡易測定器による高濃度オキシダント現象の解明及び福岡県にお  

ける大気中ガス状化学物質に関する研究（塩素化炭化水素類及び芳香族炭化水素類）を実施した．   

その他，福岡県大気汚染村策協議会事業として浮遊粒子状物質調査，全国公害研協議会事業として第2  

次酸性雨共同調査，日韓海峡沿岸環境技術交流協議会事業としての日韓海峡沿岸酸性雨共同調査研究及び  

国立環境研究所との共同研究として二次生成エアロゾルに関する調査・研究を実施した．  

排出基準監視調査  

1 県内ばい煙発生施設立入り調査   

県内のばい煙発生施設からの排出状況を把握するた  

め，セメント焼成炉2施設，金属溶解炉1施設につい  

て立入り調査を実施した．測定項目はばいじん及び窒  

素酸化物であり，いずれの施設も排出基準値以下もし  

くは適用除外であった．  

2 燃料中硫黄分調査   

環境月間工場総点検た伴う燃料油中の硫黄分の調査  

を県下101施設について実施した．その結果，届出値  

を超えていたものは9施設であった．   

また，硫黄酸化物の総量規制を実施している苅田及  

び大牟田地域21施設の燃料油中の硫黄分の調査も実施  

した．その結果，届出億を超えたものはなかった．  

大気環境監視調査  

1 大気汚染測定車による環境大気調査   

大気汚染測定車“さわやか号”による環境大気調査  

を実施した．それぞれの測定期間及び測定場所は次の  

とおりである．また測定結果を表32一表37に示す．  

太宰府市：平成7年4月25日－5月8日  

太宰府市太宰府 君畑交差点   

新宮町：平成7年9月5日一9月18日  

新宮町上府 上府公民館   

苅田町 ：平成7年10月3日－10月16日  

苅田町富久町 苅田町中央公民館   

春日市 ：平成7年10月31日－11月13日  

春日市若葉台東 春日東小学校   

水巻町：平成7年11月28日－12月11日  

水巻町頃末 水巻町役場   

宮田町 ：平成8年1月17日－1月30日  

宮田町宮田 宮田町中央公民館  

2 国設筑後小郡環境大気測定所の管理・運営   

福岡県小郡市の田園地域に環境庁が設置する国設筑  

後小郡環境大気測定所の管理，同所における浮遊粒子  

状物質の輔集，酸性雨自動採取測定器の保守及び大気  

汚染測定データの確定等を行った．  

3 大牟田市における浮遊粉じん調査   

大牟田市にある亜鉛精錬工場と福岡県，大牟田市，  

熊本県，荒尾市との間には，工場周辺におけるカドミ   
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表31項目別県・市町別測定件数  

測 定 項 目  県  市 町   測 定 項 目  県  市 町   

排出基準監視調査   罫臭物質調査   
ばいじん  8   アセトアルデヒド  8   

窒素酸化物  48   プロピオンアルデヒド  8   

酸  素  48   ノルマルプチルアルデヒド  8   

水  分  8   イ ソプチルアルデヒド  8   

排ガス流量  3   ノルマルバレルアルデヒド  8   

温  度  6   イ ソバレルアルデヒド  8   

燃料中硫黄   116  プロピオン酸  7  

ノルマル酪酸  7  

大気環境監視調査  ノルマル青草酸  7   

二酸化硫黄  2016  イソ青草酸  7  

浮遊粒子状物質   2016  
一酸化窒素  2016  その他の調査   
二酸化窒素  2016   亜酸化窒素  43   
Ⅶ一酸化炭素  1680   一酸化炭素  43   
メ  タ  ン  1680   メ タ ン  43   
非メタン炭化水素  1680   水分  10   
オキシダント  2016   排ガス流量  10   

温  
度  

2016   温度  10   
鋸  2016   硫酸イオン  572   
風  向  2016   硝酸イオン  572   
風  速  2016   塩素イオン  520   
日 射 量  2016   アンモニウムイオン  572   
カドミ ウム  60   カルシウム  520   
鉛  60   マグネシウム  520   

亜  鉛  60   カリ ウム  520   
降下ばいじん総量  12  227   ナトリウム  520   
水溶性物質  12  227   フロン12  10   
水不溶性物質  12  227   フッ化水素  9   

貯 水 量  12  227   塩化水素  9   

硫黄酸化物   12  329  二酸化硫黄  9  

ダイオキシン  9  

大気環境把捉調査  クロロホルム  25   
pH  234   1．2－クロロエタン  21   

電気伝導度  234  アクリロニトリル  17  
硫酸イオン  234  
硝酸イオン  234  
塩化物イオン 234  
アンモニウムイオン 234  
カルシウム  234  
マグネシウム 234  
カリウム  234  
ナトリウム  234  
乾性降‾F物 12  
トリクロロエチレン 9  

テトラクロロエチレン 101  

合  計  32608   1417   

表32 太宰府市（君畑交差点）における  
環境大気測定結果   4月25日－5月8日  

表33 新宮町（上府公民館）における  
環境大気測定結果   9月5日－9月18日  

項  目  単位  最高  最低  平均  項  目  単位  最高  最低  平均  

二酸化硫黄 ppm O．023  0．002  0．006  
浮遊粒子状物質mg／ma O．143  0．000・0．050  
一酸化窒素 ppm O．167  0．004  0，039  
二酸化窒素 ppm O．072  0．O13  0．037  
光化学オキシデント ppm O．059  0．000  0．024  
一酸化炭素 ppm  2．1   0．2  0．9  

非メタン炭化水素 ppmC O．68  0．11  0．30  
メ  タ  ンppmC l．n3  1．70  1．82  

二酸化硫黄  

浮遊粒子状物質  

一酸化窒素  

二酸化窒素  

光化学オキシダント  

ー酸化炭素  

非メタン炭化水素  
メ   タ   ン  

0．000  0．OD4  

0．000  0．030  

0．007  0．028  

0．002  0．021  

0．000  0．028  

0．0  0．3  

0．06   0．18  

1．70  1．86   

ppm O．011  

mg／ma O．130  

Ppm O．097  

ppm O．057  

ppln O．060  

ppm l．1  

ppmC O．銅  

ppmC  2．02  
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表34 苅田町（中央公民館）における  

環境大気測定結果  10月3日－10月16日  

大気汚染調査（デポジットゲージ法及び二酸化鉛法）   

行橋市では9地点で硫黄酸化物及び降下ばいじんを，  

苅田町では13地点で硫黄酸化物を，豊前市では5地点  

で硫黄酸化物及び降下ばいじんを，水巻町では4地点  

で降下ばいじんをそれぞれ測定しており，当所はそれ  

らの検体の分析を行った．   

分析結果は表38のとおりで，前年度の結果と比較す  

ると，降下ばいじん降下量は水巻町と豊前市が減少し，  

行橋市は増加した．硫黄酸化物濃度は豊前市が前年度  

より増加した．   

表38 行橋市，苅田町，水巻町，豊前市大気汚染測定結果  

項  目  単位  最高  最低  平均  

二酸化硫黄 ppm o．018 0．002 0．006  
浮遊粒子状物質mg／m3 0．098  0．002  0．040  
一酸化窒素 ppm O．345  0．002  0．058  
二酸化窒素 ppm o．077  0．006 0．036  
光化学紳げント ppm O．肌1 0．002 0．017  
一酸化炭素 ppm 2．3   0．0  0．7  

表35 春日市（春日東小学校）における  

環境大気測定結果  10月31日－11月13日  

項  目  単位  最高  最低  平均  
砲観ヒ物脚。／100Ⅷ2／日）降下ばいじん（t／血2／月）  

二酸化硫黄 ppm o．016  
浮遊粒子状物質町g／m3 0．199  

一酸化窒素 ppm o．218  
二酸化窒素 ppm O．077  
光化学鼎シターント p叩 0．051  

一酸化炭素 ppm 3．9  
非メタン炭化水素 ppmC l．08  

メ  タ  ンp弼 1．97  

0．001  0，005  

0．000  0．043  

0．000  0．024  

0．001  0．023  

0．003  0．021  

0．1  0．7  

0．01  0．26  

1．81  1．87  

行儀市 苅田町 豊前市 行橋市 水巻町 豊前市  
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表36 水巻町（水巻町役場）における  

環境大気測定結果   11月28日－12月11日  

項  目  単位  最高  最低  平均  
平 均  0．髄 0．防 0．雅  3．91 2．肪 1．2  

二酸化硫黄 ppm o．015  
浮遊粒子状物質mg／Ⅲ3 0．006  

一酸化窒素 叩m O．180  
二酸化窒素 ppⅢ 0．056  
光化学耕げント ppm O．042  
一酸化炭素 ppm  3．6  
非メタン炭化水素 p弼 1．11  

メ  タ  ンppmC  2．01  

0．002  0．005  

0．000  0．030  

0．000  0．039  

0．001 0．026  

0．001  0．016  

0．1  0．7  

0．12   0．35  

1．80  1．86  

前年度平均 0．肪 0．怖 0．03  2．93 2．㌘ 1．81   

注）仝測定地点の平均値   

気環境把握調査  

1 酸性雨・霧対策調査   

本調査は福岡県の酸性雨・霧の実態を把握するため  

の基礎データを得ることを目的とし，環境保全基金に  

よる地球環境保全対策事業として平成2年度より実施  

しているものである．   

本年度の調査内容は，酸性雨調査として平成7年4  

月から平成8年3月まで県内5か所（田川，糸島，  

八女，京都の各保健所及び当研究所）でろ過式採取器  

により実施し，また，霧調査として三郡山山頂で弄水  

採取器により実施した，更にガス・エアロゾル調査を  

当研究所で，1年間実施した．  

2 酸性雨実態把握調査   

本調査は酸性雨等（湿性及び乾性の降下物）の成分  

分析を行い，酸性雨等の状況を常時把握すると共に酸  

性雨発生機構の解明並びに中距離シミュレーションモ  

デルの基礎資料とすることを目的として，平成7年4  

月から平成8年3月まで環境庁委託事業として国設大  

気測定所（小郡市）に設置された酸性雨自動採取測定器  

を用いて実施した．湿性降下物は2週間毎に，乾性   

表37 宮田町（中央公民館）における  

環境大気測定結果  1月17日－1月30日  

項  目  単位  最高  最低  平均  

二酸化硫黄 ppm o．014  
浮遊粒子状物質喝／爪3 0．096  

一酸化窒素 ppm O．007  
二酸化窒素 ppm O．043  
光化学オキシダント pp血  0．050  

非メタン炭化水素 pp虻 1．27  
メ  タ  ンppl虻  2．25  

0．002  0，005  

0．000  0．030  

0．000  0．014  

0．002  0．016  

0．001  0．018  

0．01  0．19  

1．85   1．91  

ウムの環境濃度0．1／∠g／m3以下を目標とする公害防止  

協定が締結されている．これに基づき，大牟田市内9  

カ所で平成7年4月から平成8年3月までの間にハイ  

ポリウムエアサンプラーで採取した浮遊粉じんについ  

て水溶性カドミウム濃度の分析を行った．  

4 行橋市，苅田町，水巻町及び豊前市における  
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降下物は1か月毎に採取し，乾性降下物については水  

溶性成分と不溶性成分に分けて分析した．また，本測  

定器により雨水のpH，導電率を0．5mm毎に，硫酸イ  

オン濃度及び硝酸イオン濃度を1mm毎に自動測定し  

た．併せて，自動採取測定器の精度を検討するため，  

統一精度管理調査を実施した．  

3 有機塩素化合物使用書業場濃度測定調査   

人の健康を保護するうえで維持されることが望まし  

い指針として，トリクロロエチレン及びテトラクロロ  

エチレンの大気環境指針（暫定値）が定められた．こ  

れにともない，県内のドライクリーニング店等の事業  

場において，敷地境界及び周辺環境における汚染状況  

を把握することを目的として，昨年度から3年間の予  

定で調査を実施している．本年度は14事業場について  

調査した．  

4 未規制大気汚染物質発生源対策調査   

大気汚染防止法で規制されていない物質であって，  

人の健康および環境に対し好ましくない影響を与える  

と考えられる物質が大気中から数多く検出されており，  

低濃度であっても，これらの物質に長期的に暴露され  

ることによる健康のリスクが懸念されている．本調査  

は，これらの未規制物質の発生源における排出実態，  

排出抑制村策，周辺環境大気への影響等について把握  

する目的で，平成7年8月から平成8年3月まで環境  

庁委託事業として実施した．調査対象物質は，クロ  

ロホルム，1，2－ジクロロエタン，アクリロニトリル  

の3物質であり，3事業場4施設について調査を行っ  

た．  

5 同定発生源からの温室効果ガス排出係数調査   

本調査は，わが国における温室効果ガス排出量推計  

の基礎資料とするため，固定発生源からの温室効果ガ  

ス排出の実態について調査し，固定発生源からの温室  

効果ガス排出係数を得る目的で，平成7年9月から平  

成8年3月まで環境庁委託事業として実施した．調査  

対象物質は，亜酸化窒素，メタン，一酸化炭素の3物  

質であり，これら3物質が多量に排出されていると思  

われる施設及び排出実態に関する知見が不足してい  

る施設，計10施設について調査を行った．  

悪臭調査  

1 悪臭苦情に係る悪臭物質調査   

小郡市のもみ殻炭製造工場について，排出される悪  

臭の実態を把握し周辺住民の生活環境の保全に資する  

目的で，敷地境界において公走法による調査を行った．   

その結果，アセトアルデヒドおよびノルマル酪酸が  

規制基準値を超える濃度で検出された．  

その他の調査  

1 フロン破壊モデル事業   

セメント焼成炉に回収フロン12を100J／分及び40J  

／分の流量で各々，8時間導入し，装置の運転状況を  

把握すると共に，排ガス中のフロン及び生成物質の濃  

度を測定した．フロン導入により，排ガス中のダイオ  

キシン，その他の反応生成物は認められず，フロンは  

破壊率99．9989～99．9996％の高効率で破壊された．  

2 浮遊粒子状物質調査   

浮遊粒子状物質（SPM）の環境基準達成率は，福岡  

県においても悪く，何らかの対策が必要となっている．  

そこで，福岡県での全体的なSPMの汚染状況を把握  

する目的で，福岡県大気汚染対策協議会事業として  

ローボリュームエアーサンプラ一による試料採取と成  

分分析調査を実施した．   

調査地点は，福岡市3地点（衛生試験所，西新，平  

尾），北九州市2地点（国設北九州，田代），大牟田市  

2地点（吉野，新地），苅田町，国設小郡，保健環境  

研究所屋上の計10か所である．平成7年4月～平成8  

年3月までの12か月間，1か月単位でSPMを採取し，  

金属成分，水溶性成分，炭素成分の分析を行った．  

3 臥韓海峡沿岸酸性雨共同調査研究   

平成5年10月に開催された日韓海峡沿岸環境技術交  

流会議において，九州北部3県と大韓民国南岸1市3  

道の間で，広域的に酸性雨共同調査研究を実施するこ  

とが合意された．この合意に基づき，平成7年4，7，  

10月，平成8年1月を調査月に定め，降水の採取・分  

析を行った．  
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水 質 課  

当課の主要業務は，公共用水域の環境基準監視調査，排水基準監視調査，環境状況把握調査，生活排水  

に係る調査，化学物質に係る調査，農薬に係る調査，水環境に係る調査研究，苦情処理調査及び飲料水，  

温泉に係る試験検査である．   

当年度は，新規事業として次の事業が加わった．  

（財）福岡県産業・科学技術振興財団の平成7年度産学官共同研究プロジェクトに「バイオテクノロジーを  

利用した有機塩素化合物の処理方法の開発」が採択され，水質課が，そのプロジェクトの一貞として参画  

するようになった．平成9年度まで3か年の予定である．また水質課として，初めて海外技術研修貞を，  

中国・江蘇省から約8か月間受け入れた．研修内容は，主として汚水処理技術であった．   

次に，業務を依頼者別に見ると，県環境整備局公害課の依頼による業務10，環境庁の補助及び委託業務  

9，その他9であった．当年度に誌上発表及び学会発表を行った調査研究は，それぞれ9編と21題であっ  

た．  

環境基準監視及び排水基準監視調査  

1 河川調査   

環境整備局公害課は，環境庁の補助事業として，河  

川環境基準監視調査を実施した．対象河川は，豊前海  

流入河川（17河川），遠賀川水系（5河川），筑前海流  

入河川（10河川），筑後川水系（15河川）及び大牟田  

市内河川（5河川）であり，その測定地点数は計57，  

検体数は計684であった．測定項目のうちpH，DO，  

BOD，COD，SS，電気伝導度の測定を毎月1回，  

TOC及びMBASの測定を年2回，健康項目に係る環  

境基準の監視項目及び要監視項目の測定を年1－2回  

実施した．その他，公害課が民間に委託している筑前  

海流入河川（20河川），矢部川水系（7河川）の32の  

測定地点について，健康項目に係る環境基準の監視項  

目及び要監視項目の測定を年1－2回実施した．調査  

結果は県環境整備局公害課に報告しており，福岡県環  

境白書で公表される予定である．  

2 海域調査   

県環境整備局公害課は，環境庁の補助事業として，  

海域の環境基準監視調査を実施した．対象海域は，豊  

前海，筑前海及び有明海で，その測定点は計15であっ  

た．検体採取は各所轄水産海洋技術センターが実施し，  

当課は，豊前海及び筑前海の検体について，健康項目  

に係る環境基準の監視項目及び要監視項目，n－ヘキ  

サン抽出物質，MBAS，トリプチルスズ化合物及びト  

リフユニルスズ化合物，有明海の検体については，更  

にフェノール類及び亜鉛を加えた項目の分析を担当し，  

年1－2回測定を実施した．調査結果は県環境整備局  

公害課に報告しており，福岡県環境自書で公表される  

予定である．  

3 湖沼調査   

県内6湖沼の水質調査を実施した．総貯水量1000  

万m3以上の湖沼のうち3湖沼（油木ダム，ます淵ダ  

ム，力丸ダム）については湖心の表層，中層及び底層  

の3層で，日向神ダム湖については湖心を含めた湖内  

2地点の表層，中層及び底層の3層で採取した検体に  

ついて，pH，電気伝導度，BOD，COD，SS，TOC，  

全窒素，全リン，仝鉄及び仝マンガンの測定を年1－  

4回実施した．同時に，湖沼への流入前及び流出後の  

河川で採取した検体のpH，DO，電気伝導度，BOD，  

COD，SS，TOC，全窒素及び全リンの測定を実施し  

た．なお，健康項目に係る環境基準の監視項目及び要  

監視項目の測定は湖心表層の検体について年1回実施  

した． 更に，貯水量1000万m3未満の2湖沼（久保  

白ダム，陣屋ダム）の湖心（表層，底層）で採取した  

検体についてpH，DO，電気伝導度，BOD，COD，SS，  

TOC，全窒素，全リン，全鉄及び仝マンガンの測定を，  

久保自ダムで年2回，陣屋ダムで年4回実施した．調  

査結果は県環境整備局公害課に報告しており，福岡県  

環境自書で公表される予定である．  

4 工場排水調査   

県環境整備局公害課と各保健所は特定事業場（延べ  

615事業場）に対して，水質汚濁防止法に基づく立入  

調査を行った．採取した検体の分析を当課が担当した．  

調査を実施した全事業場のうち，排水基準に適合しな  

かった事業場数は延べ23であり，不適合率は3．7％で  

あった．  

環境状況把握調査  

1 ′ト規模事業場排水調査   

県環境整備局公害課は，河川浄化対策事業の一環と  

して，水質汚濁防止法に基づく特定事業場のうち，排  
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出量50m3／日未満で有害物質を排出しない特定事業場  

排水の実態調査を実施した．各保健所が平成7年4月  

から同8年3月までの間に116事業場に立入調査を  

行った．当課は採取した検体の分析を担当した．その  

結果，当県の“小規模事業場排水水質改善指導要領”  

の指導基準を超える事業場は食料品製造業に多くみら  

れた．  

2 瀬戸内海栄養塩類削減対策調査   

本調査は，瀬戸内海環境保全特別措置法第12条の4  

に規定する指定物質削減指導等を実施することを目的  

に，平成7年4月から平成8年3月まで133事業場の  

検体について仝窒素，仝リンの測定を行った．調査結  

果については県環境整備局公害課に報告した．  

3 河川，湖沼及び海域の底質調査   

河川の測定点は，豊前海流入河川2，遠賀川水系1，  

筑前海流入河川2，筑後川水系4，矢部川水系1，大  

牟田市内河川2の計12測定点であった．湖沼は，4湖  

沼で，海域は，有明海2，筑前海1，豊前海1の計4  

測定点であった．検体は年1回採取し，年間総検体数  

は20であった．測定項目はpH，含水率，強熱減量，  

COD，硫化物，n－ヘキサン抽出物質，カドミウム，  

シアン，鉛，ヒ素，仝水銀，仝窒素，仝リン及び  

PCBであった．調査結果は県環境整備局公害課に報  

告しており，福岡県環境自書で公表される予定である．  

4 海水浴囁調査   

県内海水浴場のうち遠賀保健所管内では2海水浴場  

6地点，宗像保健所管内では5海水浴場12地点，粕屋  

保健所管内では1海水浴場3地点，糸島保健所管内で  

は3海水浴場8地点における海水中のCODを分析し  

た．調査はシーズン前（平成7年5月17日から5月30  

日）及びシーズン中（平成7年7月17日から8月8  

日）の2回行った．調査結果については県環境整備局  

公害課に報告した．  

5 瀬戸内海環境管理基本調査   

瀬戸内海底質中の金属汚染の実態を把捉するための  

調査を行っているが，本県は，本年度は分析方法の確  

立のためのインターキャリブレーションに参加した．  

なお，対象項目は，カドミウム，鉛，マンガン，亜鉛  

であった．  

6 湖沼の環境基準類型指定   

福岡県内には環境基準の類型指定をする上で湖沼に  

該当するダム湖が6か所存在する．その中で，湖沼の  

類型指定がなされているのは日向神ダム湖と寺内ダム  

湖である．他の4ダム湖は現在河川としての環境基準  

類型指定がなされている．しかし，ダム湖は閉鎖性水  

域であり，水質汚濁が懸念されることから，湖沼とし  

ての環境基準の類型指定を行ない，水質保全を図って  

いく必要がある．   

本年度は力丸ダム湖について，類型指定のための作  

業を行った，当課は県環境整備局公害課と，力丸ダム  

湖の現況水質，流域の発生負荷量等の調査を行い，  

COD及び仝リンについては将来水質予測を行った．  

この結果に基づき力丸ダム湖に環境基準指定がなされ  

た．  

ワ トリハロメタン生成能   

本調査は，県環境整備局公害課の依頼により，特定  

水道利水障害の防止のための水道水源水域の水質の保  

全に関する特別措置法の施行に際し，水道水源である  

河川等のトリハロメタン生成能の監視を目的に実施さ  

れた．平成7年5月から平成8年2月まで年4回，釣  

川水系の川端堰，大井ダム取水口，多礼ダム，吉田ダ  

ム及び大井ダムで採水した試料についてトリハロメタ  

ン生成能の測定を行った．調査結果については県環境  

整備局公害課に報告した．  

生活排水に係る調査  

1 生活排水対策モデル事業   

本事業は，生活排水が河川等の汚濁の主な原因と  

なっていることから，生活排水対策の効果的推進を図  

ることを目的に，立花町を対象として実施した．生活  

排水対策の重要性を認識してもらうためのエコ・クッ  

キング教室を平成7年7月3日に開催し，その結果を  

含めて平成7年7月20日に学習会が開かれた．事業結  

果は県環境整備局公害課に報告した．  

2 生活排水対策重点地域指定のための事前調査   

水質汚濁防止法第14条の6の規定により，生活排水  

対策の推進を緊急に実施する必要のある地域（重点地  

域）の指定を行うことを目的に調査を実施した．稲築  

町全域について，それぞれBOD排出負荷量を調査し，  

生活系排水に起因するBOD負荷量が稲築町における  

仝BOD排出負荷量に占める比率を推計した．調査解  

析結果については県環境整備局公害課に報告した．  

3 生活排水対策推進計画策定事業   

平成7年3月に生活排水対策重点地域に甘木市が指  

定された．本年度，甘木市から生活排水対策推進計画  

策走の委託を受け，「甘木市生活排水対策推進計画」の  

策定業務に係る報告書を作成し，甘木市長に提出した．  

4 河Jtl浄化運動（リフレッシュリバーふくおか）   

生活排水が河川等の水質汚濁の主な原因となってい  

る．このため，県環境整備局公害課は県民の環境への  

意識の高揚を図り，河川浄化の推進に寄与する目的で，  
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講演及びイベントを中心とした“リフレッシュリバー  

ふくおか”を実施した．‘‘第4回リフレッシュリバー  

ふくおが’は，平成7年5月28日，玄海町で開催され  

た．当課は‘‘理科の実験コーナー”を担当し，河川の  

汚濁と生活雑排水に関する啓発に努めた．  

化学物質に係る調査  

1 未規制項目監視調査   

本調査は，環境庁の委託により，水質汚濁防止法の  

規制対象外項目であるトリプチルスズ化合物及びトリ  

フユニルスズ化合物について，周辺環境汚染状況の実  

態を把握し，これら未規制項目による環境汚染を未然  

に防止するための基礎資料を得ることを目的に実施さ  

れた．調査対象は，3河川及び1海域であった．この  

調査の総検体数は4であった．調査結果については県  

環境整備局公害課に報告した．  

農薬に係る調査  

1 農薬残留対策調査   

本調査は，環境庁の委託により，水田から洗出した  

農薬の公共用水域に至るまでの挙動及び公共用水域等  

の水質及び水産動植物への農薬の残留性を把握するこ  

とにより，農薬取締法（昭和23年法律第82号）に基づ  

く水質汚濁性農薬の指定，農薬登録保留基準及び農薬  

使用方法の見直し等に必要な基礎資料を得る目的で実  

施された．当年度は調査対象農薬を殺虫剤フユノブカ  

ルブとし，浮羽町内の水田を対象として，流入，田面，  

小河川，大河川及び取水口近傍で採水した検体につい  

て，平成7年7月から11月まで，農薬の残留量を調査  

した．調査結果は県環境整備局公害課を通して環境庁  

に報告した．  

2 ゴルフ場農薬環境調査   

ゴルフ場で散布された農薬が周辺の環境へ与える影  

響を把握するために県内7ゴルフ場において調整池，  

排水口等で採取した35検体について，農薬及びpH等  

の一般項目の調査を実施した．調査対象農薬は“ゴル  

フ場で使用される農薬による水質汚濁の防止に係る暫  

定指導指針”に定められた30種類の農薬とした．調査  

は平成7年8月2日から8月8日の夏季と11月13日か  

ら11月16日の秋季の2回に分けて実施した．  

調査結果は，県環境整備局公害課に報告した．  

飲料水，温泉に係る試験検査  

1 水道原水及び浄水の精密検査   

水道原水及び水道法に規定される浄水の精密検査の  

総件数は12であった．その内訳は原水4，浄水8で  

あった．  

2 一般飲料水水質検査   

一般飲料水水質検査の稔件数は421であり，その  

うち理化学試験における不適合件数は28（不適合率  

6．7％）であった．  

3 鉱泉分析   

温泉法に係る検査は鉱泉分析11件，小分析18件，  

ラジウムエマナチオン試験9件であった．鉱泉分析の  

結果，判明した泉質及びその件数は，単純温泉1件，  

放射能泉2件，塩類泉4件であり，これらのほか，  

温泉法に規定する温泉に該当したものが1件であ  

った．  

苦情処理調査  

1 大牟田市堂面川筋保全等整備事業に伴う水質調査   

本調査は，県環境整備局公害課の依頼により，大牟  

田市堂両川筋保全等整備事業に伴う排水を対象に，健  

康項目等の追跡調査のため，平成7年9，10，12月及  

び平成8年2，3月に実施された．検体数は延べ7で，  

測定項目は，カドミウム，鉛，ヒ素，全水銀及び  

PCBであった．調査結果は県環境整備局公害課に報  

告した．  

2 魚類のへい死に係る原因調査   

当年度，魚類のへい死に係る原因調査は以下の5件  

であった．1）陣屋川におけるハヤ，フナのへい死事  

故（平成7年4月）．2）八女郡黒木町のため池におけ  

るコイ，フナのへい死事故（平成7年5月）．3）山田  

市ウナブシ池におけるフナのへい死事故（平成7年5  

月）．4）遠賀川水系相田川におけるフナのへい死事故  

（平成7年11月）．5）遠賀川水系流川におけるフナの  

へい死事故（平成7年12月）．これらのへい死事故の  

中で1）は有機物濃度が高い工場排水による可能性が  

高く，2）はpHの低下によるものと考えられた．そ  

の他の3件についてはその原因を特定することができ  

なかった．  

3 その他の苦情処理調査   

住民等の苦情に係る調査は次のとおりであった．  

1）花宗川における水質調査（平成7年8月）．2）排  

水中の硫化水素の分析（平成7年6月）3）排水中の  

鉛の分析（平成7年9月）．4）排水中のアンチモンの  

分析（平成7年12月）．  

その他  

1 広川ダム水質調査   

本調査は，アオコの発生が著しい広川ダム湖の水質  

の現況把握を目的として実施された．   

調査対象は，ダム湖表層水（1地点），流人河川水  

（1地点）及びダム湖流出水（1地点）であり，平成  

7年4月から平成8年3月の問に毎月1回測定を実施  

した．測定項目はpH，透視度，電気伝導率，DO，  
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COD，仝窒素，全リンであった．また，ダム湖集水域  

の全窒素，仝リンの負荷量について土地利用区分別に  

調査し，集水域の仝窒素，仝リンに占める各土地利用  

区分からの面積負荷量の比率を推計した．調査結果に  

ついては県環境整備局公害課に報告した．  

2 GEMS／WATER事業   

WHOが実施している事業で，目的は，世界的な水  

質監視網の確立及び水質変化の状況把握等である．県  

環境整備局公害課は筑後川の瀬の下において毎月1回  

採水し，当課は採水した検体の分析を担当した．   

その結果は県環境整備局公害課を通して環境庁へ報  

告した．  

3 検査課研修   

保健所の検査課職員の分析技術の向上を目的として  

行われている衛生検査技術研修のうち，当課は水質検  

査基礎研修と水質検査専門研修を担当した．   

平成7年6月5日，6日に実施した水質検査基礎研  

修では，原子吸光光度計，ガスクロマトグラフについ  

て装置の習熟を目的とした分析実習を行い，また，環  

境監視項目であるBOD，COD分析法の基礎的講習を  

行った．   

平成7年6月7日－9日に実施した水質検査専門研  

修では，ICP発光分析装置及びGC－MSについて，測  

定原理の講習と分析実習を行った．  

4 福岡県海外技術研修員受け入れ事業   

福岡県海外技術研修員として，福岡県が姉妹県とし  

て友好を結んでいる中国■江蘇省から母建華氏（江蘇  

省連雲港市）を，平成7年7月3日から平成8年2月  

19日までの期間水質課に受け入れた．研修内容は，主  

として汚水処理技術であり，水質課では，汚水の物理  

化学的処理■生物学的処理，水質分析等について研修  

を行い汚水処理は，福岡県下水道公社で，環境行政は，  

環境整備局環境保全課でそれぞれ研修を行った．  

5 バイオテクノロジーを活用した有機塩素化合物等   

の処理方法の開発   

福岡県産業・科学技術振興財団の産学官共同研究開  

発事業として平成7年慶一9年度の3年間にわたり本  

事業に参加している．本研究の目的は環境汚染物質と  

して問題になっている低沸点有機塩素化合物の中で，  

ドライクリーニングの溶剤として使用されてきたテト  

ラクロロエチレンによる土壌，地下水汚染の処理方法  

を開発しようとするものである．  

6 木炭及び竹康の有効利用   

木炭の多孔性を生かした新たな用途を開発し木炭の  

需用拡大を図る県水産林務部林政課の“木炭等需用拡  

大実証事業”に協力し，木炭及び竹炭の土壌施用によ  

る土壌の農薬吸着性への影響を検討することにより，  

木炭及び竹炭の環境保全機能の側面の評価を行った．  

7 酸性物質の生態系に与える影響に関する調査   

当研究は国立環境研究所の委託で行っているもので  

あり，当県の場合は当課及び環境生物課が共同で調査  

研究を実施した．   

当課では，酸性物質の起源について研究を実施した．  

九州山岳地帯では冬季に酸性の樹氷が認められており，  

酸性物質の長距離移流が示唆されている．そこで，福  

岡県内山間部を中心に樹氷及び大気粉じんを採取，分  

析し，酸性物質の起源を明らかにすることを目的とし  

た．  

一 37 －   



廃棄物課  

平成7年度の当課の業務は，行政調査では廃棄物の処理及び清掃に関する法律に基づいた産業廃棄物の  

最終処分場に係る監視調査，水質汚濁防止法に基づいたトリクロロエチレン等に係る地下水調査，並びに  

それらに係る苦情調査であった．その他の調査では，県水産林務部の委託による松くい虫防除に伴うフユ  

ニトロチオンの地下水調査を昨年同様に実施した．それら行政調査の項目別件数は4167件であり，その詳  

細は表39に示したとおりである．   

次に，研究業務では，埋立処分場に係る調査研究を国立環境研究所と共同で実施し，浸出水に含まれる  

化学物質の全容が明らかになってきた．当課は，1，4－ジオキサン，リン酸エステル類を担当した．一方，  

農薬の分解性に関する研究では，親水性農薬のピロキロン等について物理化学的諸条件下での挙動につい  

て検討した．当年度に誌上発表及び学会発表を行った調査研究はそれぞれ2編及び5題であった．  

廃棄物関係  

1 産業廃棄物最終処分場浸出水等の調査   

平成7年6月，9月及び11－12月に，県下の産業廃  

棄物処理業者が設置する管理型最終処分場及び安定型  

最終処分場36施設の浸出水等30検体，埋立廃棄物13検  

体について調査を実施した．浸出水の測定項目は，  

pH，COD，SS，n－ヘキサン抽出物質，仝シアン，  

仝水銀，カドミウム，鉛，ヒ素，六価クロム，有機リ  

ン，PCB，トリクロロエチレン，テトラクロロエチレ  

ン，1，1，トトリクロロエタン，ジクロロメタン，四塩  

化炭素，1，2－ジクロロエタン，1，1－ジクロロエチレン，  

ci∫一1，2－ジクロロエチレン，1，1，2－トリクロロエタン，  

1，3－ジクロロプロペン，チウラム，シマジン，チオペ  

ンカルブ，ベンゼン，セレンであり，また，埋立  

廃棄物については溶出後，浸出水と同じ項目について  

分析を行った．調査結果は県環境整備局整備課に報告  

した．  

2 産業廃棄物の不適正保管に係る周辺井戸水等の調   

査   

宮田保健所管内にある産業廃棄物処理業者の保管施  

設に係る周辺井戸及び農用ため池の水質並びにため池  

底質について昭和63年から継続して調査を行っている  

が，平成7年6月及び10月に周辺井戸水42検体，ため  

池の水2検体，ため池底泥6検体の調査を実施した．  

井戸水の測定項目は，pH，EC，トリクロロエチレン，  

テトラクロロエチレン，1，1，トトリクロロエタンで  

あった．ため池の水の測定項目は，pH，COD，SS，  

n－ヘキサン抽出物質，仝シアン，仝水銀，カドミウ  

ム，鉛，ヒ素，六価クロム，有機リン，PCB，トリク  

ロロエチレン，テトラクロロエチレン，1，1，トトリク  

ロロエタンであり，ため池底泥については溶出後，水  

と同じ項目（COD，SS，n－ヘキサン抽出物質を除く）  

について分析を行った．調査結果は県環境整備局整  

備課に報告した．  

3 廃棄物に係る苦情等調査  

3．1 土地造成に使用された鉱さい調査   

遠賀保健所管内で土地造成に使用された鉱さいの周  

辺環境への影響を調べるため，平成7年6月に鉱さい  

の溶出試験を行った．測定項目は，pH，仝シアン，  

全水銀，カドミウム，鉛，ヒ素，六価クロム，セレン  

であり，調査結果は県環境整備局整備課に報告した．  

3・2 産業廃棄物最終処分場浸出水等に係る調査   

八女及び黒木保健所管内の産業廃棄物最終処分場の  

浸出水及び処理水が泡立ち，更に，異臭がしたため，  

平成7年7月に浸出水及び処理水についての調査を  

行った．測定項目は，pH，COD，SS，n－ヘキサン抽  

出物質，全シアン，全水銀，カドミウム，鉛，ヒ素，  

六価クロム，有機リン，PCB，トリクロロエチレン，  

テトラクロロエチレン，1，1，トトリクロロエタン，硫  

化水素，メチレンブルー活性物質，非イオン系界面活  

性剤（パラオキシュチレン系）であり，調査結果は県  

環境整備局整備課に報告した．  

3・3 産業廃棄物処理業者の事業場において発生し   

た残土苛l査   

飯塚保健所管内の産業廃棄物中間処理業者の事業場  

の整地作業に伴って生じ，三井保健所管内の休耕地に  

搬入された残土の周辺環境への影響を調べるため，平  

成8年2月に残土について溶出試験を行った．測定項  

目は，pH，仝水銀，カドミウム，鉛，ひ素，六価ク  

ロム，セレンであり，調査結果は県環境整備局整備課  

に報告した．  

地下水関係  

1 地下水調査   

水質汚濁防止法に基づき，地下水の水質汚染監視の  

ための水質調査を，環境庁の補助事業として実施した．  

トリクロロエチレン等の分析検体数は，概況調査133  
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よ る 急性毒性試験  

一括性物質  4167  

検体，汚染井戸周辺地区調査34検体及び定期モニタリ  

ング調査217検体であり，概況調査ではカドミウム，  

クロム等の有害物質についても分析を実施した．その  

他に，1，2－ジクロロエタン，1，1－ジクロロエチレン，  

Cぬ－1，2一ジクロロエチレン，クロロホルム，p－ジクロ  

ロベンゼンを使用している事業場内井戸について概況  

調査19検体を実施した．調査結果は，県環境整備局公  

害課に報告した．  

2 平成7年度県南地域地下水調査   

県南地域で判明したヒ素汚染について，昨年度まで  

に実施した「汚染原因等調査」の補足調査を実施した．  

ヒ素が基準を超えて検出された井戸のうち，各市町1  

井戸を選定し，年2回（豊水期15検体，低水期13検  

体）調査した．調査結果は環境整備局公害課に報告し  

た．  

3 苦情処理調査   

平成7年8月，田川保健所管内で苦情があり，井戸  

水の調査を行った．大雨で屋敷内の傾斜地が崩れ落ち，  

埋まっていた電柱がむき出しになった．電柱に使用さ  

れている防腐剤（クレオソート）の臭気が強いため井  

戸水への汚染が懸念された．このためフェノール類，  

pH，EC，過マンガン酸カリウム消費量，魚類生存試  

験の分析を行い，調査結果は，県環境整備局公害課に  

報告した．  

農薬関係  

1松くい虫薬剤蛎除安全確認調査に伴う水系残留薬   

剤調査   

県水産林務部緑化推進課は，平成7年6月上旬から  

6月下旬にかけて松くい虫防除のため海岸地帯にフェ  

ニトロチオン（MEP）の空中散布事業を実施した．  

散布に伴う井戸水の薬剤汚染の有無を調べるため，市  

町村から当課に搬入された42検体の分析を実施した．  

調査結果は，県環境整備局を経由し緑化推進課に報告  

した．  

調査研究  

l 水道水源水域及び利水過程における親水性利水障   

害物質の適性管理に関する研究   

本研究は厚生省の委託研究で，実施期間は平成7年  

度から3か年であり，水溶性の利水障害物質（主に農  

薬等の化学物質）の利水過程における動態を明らかに  

し，水道水源における水溶性の利水障害物質の新たな  

監視体制を確立することを目的とする．なお，当年度  

はピロキロン及びフユノブカルブの物理化学的（pIi，  

温度，光，塩素，オゾン）分解性及びオオミジンコに  

対する急性毒性等を検討し，本研究の研究委貞会に報  

告した．  
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2 廃棄物嘩立地浸出水の化学成分共同分析プログラ   

ム   

本研究は，国立環境研究所及び地方環境研究所の共  

同研究であり，浸出水共通試料を用いて測定法の高度  

化を図ると共に，浸出水の化学的特性に関する知見を  

得ることを目的とする．当年度は，昨年度に引き続き  

浸出水中のリン酸エステル及び1，4－ジオキサンの測定  

を実施した．  

3 平成7年度要監視土壌汚染物賃基礎欄査（分析法   

確立調査）   

環境庁は，土壌環境基準が定まっていない項目で，  

今後，土壌環境基準の設定等の検討を行う必要がある  

と考えられる物質について，溶出試験の確認と含有量  

試験を確立することを目的に平成6年度から本調査を  

実施している．本年度の調査対象項目は，ホウ素，  

フッ素，ニッケル，モリブデン及びアンチモンであり，  

当課は，ホウ素及びフッ素については溶出試験及び含  

有量試験，その他の項目については溶出試験を検討し  

た．その結果は本調査の検討委貞会に報告した．  

4 平成7年度環境測定分析統一精度管理調査   

環境測定分析に関する信頼性の確保と精度の向上を  

図る目的で，環境庁の主導により全国都道府県，政令  

市及び一部民間の分析機関で実施されている本調査に  

参加した．当課では，参加各機関に送付された共通試  

料1（工場跡地土壌試料）については含有量試験（カ  

ドミウム，マンガン及びヒ素）及び溶出試験（同）を  

行った．また，共通試料2（模擬排水試料）について  

はテトラクロロエチレン及びシマジンを分析し，結果  

を環境庁に報告した．  
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環境理学課  

当課は，騒音振動，石綿（アスベスト）及び放射能関係の業務を担当しており，当年度に実施した業務  

は次のとおりである．   

騒音振動関係では，県環境整備局公害課の依頼により，自衛隊の芦屋，築城飛行場周辺及び福岡空港周  

辺における航空機騒音に係る環境基準達成状況調査並びに新幹線鉄道騒音振動調査を行った．これらの調  

査は恒常的監視業務として定着し，調査期間が長期にわたるため騒音振動関係の中心的業務となっている．  

また，県環境整備局公害課経由の環境庁委託業務である振動伝達特性実測調査を実施した．   

石綿（アスベスト）関係では，県環境整備局公害課の依頼による特定粉じん排出者に対する立入調査並び  

に県環境整備局公害課経由の環境庁委託業務であるアスベストを含む建設廃材等を処分している最終処分  

場におけるアスベスト排出実態調査及び未規制大気汚染物質（アスベスト）モニタリング調査を実施した．   

放射能関係では，科学技術庁の恒常的な委託業務である環境放射能水準調査を行った．   

また，当年度に誌上発表及び学会発表を行った調査研究は，それぞれ4編，4題であった，  

騒音振動関係  

1芦屋飛行場周辺における航空機騒音に係る環境基   

準達成状況調査   

福岡県は昭和60年3月に自衛隊芦屋飛行場周辺の地  

域について，航空機騒音に係る環境基準の地域類型の  

あてはめを行った．このため，環境基準の達成状況を  

把握する目的で年1回，飛行場周辺において航空機騒  

音調査を実施している．当年度は平成7年5月から6  

月にかけて芦屋町，遠賀町及び水巻町内の12地点で調  

査を行った．   

測定は“航空機騒音に係る環境基準について（昭和  

48年12月27日環境庁告示第154号）”に定める方法によ  

り，1地点連続14日間行った．   

その結果，各地点における測定期間内の平均  

WECPNL値は63－85であり，環境基準を超えた地点が  

2地点あった．なお，この2地点は“防衛施設周辺の  

生活環境の整備等に関する法律（昭和49年6月27日法  

律第101号）”に基づく第1種区域（住宅防音工事の助  

成区域）内であった．  

2 築城飛行場周辺における航空機騒音に係る環境基   

準達成状況調査   

福岡県は昭和60年3月に自衛隊築城飛行場周辺の地  

域について，航空機騒音に係る環境基準の地域類型の  

あてはめを行った．このため，環境基準の達成状況を  

把握する目的で年1回，飛行場周辺において航空機騒  

音調査を実施している．当年度は平成7年11月から12  

月にかけて行橋市，豊前市，豊津町，犀川町，築城町  

及び椎田町内の19地点で調査を行った．   

測定は“航空機騒音に係る環境基準について（昭和  

48年12月27日環境庁告示第154号）”に定める方法  

により，1地点連続14日間行った，   

その結果，各地点における測定期間内の平均  

WECPNL値は59－83であり，環境基準を超えた地点が  

2地点あった．なお，この2地点は“防衛施設周辺の  

生活環境の整備等に関する法律（昭和49年6月27日法  

律第101号）”に基づく第1種区域（住宅防音工事の助  

成区域）及び第2種区域（移転の補償等の区域）内で  

あった．  

3 福岡空港周辺における航空機騒音に係る環境基準   

達成状況調査   

福岡県は昭和58年12月に福岡空港周辺の地域につい  

て，航空機騒音に係る環境基準の地域類型のあてはめ  

を行った．このため，環境基準の達成状況を把握する  

目的で年1回，空港周辺において航空機騒音調査を実  

施している．当年度は平成7年7月から8月にかけて  

春日市，大野城市，太宰府市及び筑紫野市内の11地点  

で調査を行った．   

測定は“航空機騒音に係る環境基準について（昭和  

48年12月27日環境庁告示第154号）”に定める方法によ  

り，1地点連続7日間行った．   

その結果，各地点における測定期間内の平均  

WECPNL値は66－75であり，環境基準を超えた地点は  

なかった．  

4 新幹線鉄道騒音振動実態調査   

新幹線鉄道騒音振動の実態を把握し，必要に応じ関  

係機関に対策を要請するため，年1回，新幹線鉄道騒  

音振動実態調査を実施している．当年度は平成7年5  

月9日から9月14日までの期間中に直方市一久山町間  

の沿線5地区において調査を行った．騒音測定は1地  

区あたり，原則として軌道中心から軌道に対して  
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直角方向に12．5，25，50，100及び200mの5地点で，  

振動測定は同様に1地区あたり12．5，25m又は25，  

50mの2地点で行った．   

測定方法は“新幹線鉄道騒音に係る環境基準につい  

て（昭和50年7月29日環境庁告示第46号）”及び  

“環境保全上緊急を要する新幹線鉄道振動対策につい  

て（勧告）（昭和51年3月12日環大特第32号）”に定め  

る方法によった．その結果，騒音は12．5，25，50，  

100及び200mの各地点でそれぞれ77dB（A），75－78dB  

（A），72r75dB（A），68r72dB（A）及び65－67dB（A）で  

あった．   

また，振動は12．5，25及び50mの各地点でそれぞれ  

65dB，52－57dB及び46－60dBであり，仝測定地点とも  

新幹線鉄道振動対策指針値（70dB）以下であった．  

5 振動伝達特性実測調査   

振動の環境指針制定のための基礎資料を得る目的で  

家屋増幅等の振動伝達特性実測調査を実施した．   

調査は，鉄道沿線の家屋5件，道路沿線の家屋5件  

の計10件（いずれも木造2階建住宅）を対象に行った．   

調査項目は振動レベルの測定，周波数分析，家屋内  

での振動感覚，家屋状況（基礎構造，築年数，地質  

等）及び振動源の状況（車線数，交通量等）であった．  

振動レベルの測定は距離減衰及び家屋増幅を把握する  

ため，振動源（軌道敷地境界または道路端）から5m，  

10mの2点，並びに家屋においては家屋近傍の地表面，  

1階，2階の3点を測定点とし，合計5点で同時に  

行った．また，振動感覚については，振動測定と同時  

に，家屋内1階，2階において座位，立位及び臥位状  

態で行った．さらに，各測定点において，列車，大型  

車通過時のピークレベルの周波数分析を行った．   

なお，これらの調査結果は県環境整備局公害課経由  

で環境庁に報告した．  

石綿（アスベスト）関係  

1特定粉じん排出者に対する立入調査   

大気汚染防止法第18条の5に基づく，特定粉じん  

（石綿）の規制基準について，その遵守状況を把握す  

るとともに，改善・指導等に資する目的で，県環境整  

備局公害課の依頼により，事業場の立入調査（石綿製  

品製造工場の敷地境界における石綿濃度測定）を実施  

した．   

立入調査を行った事業場数は，6事業場であり，測  

定地点数は30地点，検体数94件であった．その結果，  

3日間の幾何平均値で石綿濃度の規制基準値10fハを  

超えた地点はなかった．これらの結果は，県環境整備  

局公害課に報告した．  

2 アスベストを含む建設廃材等を処分している最終   

処分唱におけるアスベスト排出実態調査   

本調査は，アスベストを含む建設廃材等を処分して  

いる最終処分場におけるアスベストの排出実態を把握  

し，最終処分場からのアスベスト飛散防止対策検討の  

基礎資料を得ることを目的とする．   

本県では，調査対象事業場として，最終処分場を持  

つ事業場（1事業場）を選び，最終処分前の一時保管  

所における，建設廃材等の選別作業に伴うアスベスト  

の排出実態を調査した．調査地点数は，6地点とし，  

1日4時間の測定を3日間にわたって行った．なお，  

測定は秋期と冬期に行った．この調査結果は，県環境  

整備局公害課経由で環境庁に報告し，後日，他県の調  

査結果と併せて公表される予定である．  

3 未規制大気汚染物質（アスベスト）モニタリング   

調査   

アスベストは建築物などに大量に使用されており，  

建築物の改修・解体工事が不適切に行われた場合には，  

アスベストが大気中に飛散すると予想されることなど  

から，アスベスト製品等製造工場以外から排出される  

アスベストによる大気汚染を防止するため，継続的な  

モニタリング調査を実施することが重要である．本県  

では，アスベスト製品等製造工場以外の発生源（蛇紋  

岩地域にある採石場）周辺及び一般環境（農業地域）  

のアスベスト濃度を測定することにより，アスベスト  

の地域に及ぼす影響を明らかにし，環境影響に係る所  

要の検討を行うことを目的としてモニタリング調査を  

実施した．この調査結果は，県環境整備局公害課経由  

で環境庁に報告し，後日，他県の調査結果と併せて公  

表される予定である．  

放射能関係  

1 環境放射能水準調査   

科学技術庁委託業務として，当年度は各種環境・食  

品試料についてゲルマニウム半導体検出器を用いた核  

種分析，降水の仝ベータ放射能測定並びにサーベイ  

メータ及びモニタリングポストによる空間放射線量率  

測定を行った．ゲルマニウム半導体検出器による核種  

分析の結果を表40に示した．ほとんどの試料から天然  

の放射性核種40Kが検出されたが，人工放射性核種で  

ある131Ⅰはまったく検出されなかった．137csは土壌，  

日常食，海底土及び鯛から検出されたが，過去3年間  

の値と大きく異なることはなかった．また，表41に示  

した降水の仝ベータ放射能及び空間放射線量率の測定  

結果は昨年とほぼ同じ値であった．   

このほか，分析結果の信頼性を確認するとともに  
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環境放射能分析技術の向上を目的とし，当県と放射能  ゲルマニウム半導体検出器を用いた核種分析の分析確  

分析の専門機関である（財）日本分析センターとの間で  認事業（分割試料3試料，標準試料7試料）を実施した．  

表40 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析結果  

試  料  単  位  件 数  40K   131I  137 
cs  備  考  

大型水盤による（1か月毎）  

源水及び蛇口水  

深さ0－5cm  

深さ5－20cm  

生産地及び消費地  

根  

葉  

原料及び市販乳  

隆 下 物 （MBq／km2） 12   ND－2．6  ND  

ND  

5．0  

1．7  

ND  

ND  

ND  

ND   

O．031－0．054  

ND  

l．3  

0．18  

D
 
D
 
D
 
D
 
D
 
D
 
D
 
D
 
D
 
D
 
D
 
D
 
 

N
 
N
 
N
 
N
 
N
 
N
 
N
 
N
 
N
 
N
 
N
 
N
 
 

上  水  （mBq／り  4  

土  壌 （Bq／kg乾土） 1  

土  壌 （Bq／kg乾土）  2  

精  米  （Bq／kg） 2  

大  根  （Bq／kg生） 1  

ほうれんそう   （Bq／kg生） 1  

生  乳  （Bq／り  6  

30－46   

930   

920   

28－29  

77   

260   

48－53  

日 常 食 （Bq／人・日）  4  43－68  

海  水  （mBq／り  1   11000  

海 底 土 （Bq／kg乾土） 1  420  

鯛  （Bq／kg生） 1   140  仝肉  

ND：計数値が計数誤差の3倍を下回る．  

表41降水の仝ベータ放射能及び空間放射線量率測定結果  

試   料  単  位 件  数  測 定 結 果  備  考  

定時採取による（降雨毎）  

サーベイメータによる  

モニタリングポストによる  

降水の仝ベー タ放射能 （MBq／km2）  

空 間 放 射 線 量 率  （nGy／hr）  

〃  
（cps）  

ND－26．0  

72－84   

13．0－22．7  

1
1
6
 
1
2
3
6
6
 
 

ND：計数値が計数誤差の3倍を下回る．  
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環境生物課  

当課の業務は，環境指標の森調査，酸性雨に係わる植物影響の調査・研究，大気汚染指標植物に関する  

調査・研究，湖沼水質の生物学的測定及び調査・研究，化学物質生態影響に関する調査・研究，河川水質  

並びに水域環境の生物学的評価に関する調査・研究や生物同定試験検査，水辺教室への講師派遣及び環境  

啓発イベントへの出展協力などである．これらの業務のうち行政依頼業務としては，県環境整備局環境保  

全課の依頼によるもの1，同公害課の依頼によるもの7であり，委託業務としては，県環境整備局公害課  

経由の環境庁の委託によるもの2，国立環境研究所の委託によるもの1であった．   

平成4年度から実施していた住民参加による水環境生物生息実態調査は本年度で終了し，4年間の住民  

モニター調査結果及び当課で実施した調査結果を基に，県内主要河川水質の生物学的評価を行うとともに，  

生き物からみた福岡県の河川水質マップを作成し，これらを冊子「生き物からみた福岡県の河川」としてま  

とめ，保健環境部環境整備局公害課より発行した．   

その他，環境庁の依頼により，環境庁および国際協力事業団による日中友好環境保全センタープロジェ  

クトに係るカウンターパート研修にともなう研修員の受け入れを行い，生物学的指標による水質判定の研  

修を平成7年9月26日から5週間行った．  

植物関係  

1 環境指標の森調査   

県環境整備局事業である“環境指標の森”調査の第  

3次要綱が，平成6年度から17年度までの12年計画で  

策定されている．第2年度である当年度は，森林モニ  

タリング調査として森林植生調査を5地点で，着生植  

物モニタリング調査を2地区で行った．  

1・1 森林モニタリング調査：森林植生調査   

第2次調査と同様の方法に基づき，表42に示す5地  

点の合計16方形区で植生調査を行い，調査資料をもと  

に階層構造，出現種数，種多様性，群落組成，樹勢度  

及び着生植生の変化等について解析し，植生状態を総  

合的に評価した．   

その結果を前回調査と比較して表43にまとめた．そ  

の要約は次のとおりである．  

1）大富神社では，平成3年の台風被害に起因する  

植生の変化が前回調査に引き続き見られた．特に，  

草本層の優占種が一年生草本のオオアレチノギク  

C仰卯狙5≠仙扉作槻血，ダンドボロギクE柁C加古お5九igmc才一  

舟血などから，小低木のクサイチゴ凡油触＝鯨閤止那や  

多年生草本のカラムシβ0β九刑gわα耽ゆ㈹㈹fγeαなどに変  

化した．   

2）その他の調査地においても，調査項目によって  

は数値の変動が見られたが，全体的に著しい変化は認  

められなかった．  

表42 平成7年度森林植生調査の調査地  

表43 平成7年度調査地における各調査項目の前回調査との比較  

調査地   帽膚 出現 種多 群落 樹勢 着生 総合  

構造 積数 様性 組成 虚 構生 評価  

福岡県議国神社  

大 宮 神 社  

春 日 神 社  

香 椎 宵  

宮田町日吉神社  

0 0 0 0 0 0  △
○
△
△
○
 
 

0  

0  

0  
0  

△
0
0
0
 
 
 

×
 
0
0
0
 
 
 

△
0
0
0
 
 
 

△
○
△
○
 
 

×
 
0
0
0
 
 
 

○：ほとんど変化なし   

△：一部方形区，階層で変化あり   
×：調査地全般的に変化あり   

1・2 着生埴物モニタリング調査   

第2次着生地衣・蘇苔特別調査と同様の方法で，本  

年度は福岡地区16地点及び豊前地区17地点で調査を  

行った．その結果，福岡地区の1部を除き，全体的に  

は評価クラス区分は両地区とも「やや良」であり，両地  

区の大気環境の良好さを反映していることがうかがえ  

た．しかし，IAP（大気清浄度指数）値は前回に比較  

し，やや低い借を示した．これは平成5年度の夏季の  

猛暑による環境変化によると考えられる．  

2 酸性雨に係る植物影響調査  

2・1地球環境保全対策事業（酸性雨調査）   

県環境整備局公害課が実施する標記調査のうち，当  

課は“酸性雨等森林生態系影響調査”に協力した．当  

年度は，脊振山（福岡市）のブナ林内に永久調査区と  

してのパイロットフィールドを設定し，植生調査及び  

樹木衰退度調査を行った．その結果，衰退木はほとん  

ど認められず，当該地域における過去の調査資料（平  

成3年）と比較して大きな変化はなかった．  

2・2 酸性物質の生態系に与える影書に関する研究   

国立環境研究所の実施する標記研究の一環として，  

同研究所の委託により，前年度に引き続き，酸性物質   

調査地  所在地 指定年度 細萱車 力形区数  

福岡県護国神社 福岡市 昭和亜牢 乎成4年  4  

大 富 神 社 豊前市 昭輌牢 乎成4年  3  

春 日 神 社 春日市 昭和鉾 平成4年  2  

香 椎 宮 福岡市 昭細牢 平成4年  

宮田町日吉神社 宮田町 昭和畔 平成4年  
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であり，検水は湖心（日向神ダムはこのほかに1測定  

点）から得られたものであった．なお，力丸ダム湖の  

クロロフィルa値測定は水質課が担当した．AGP試  

験用接種藻には，∫gJβ乃α5れ刑Cゆわco仰視一視例NIES－35  

を用いた．測定結果は，表45及び46に示すとおりで，  

クロロフィルa値は日向神ダム湖の第2回の表層水  

（22．5mg／m3）で高く，次いで同ダム湖のダムサイ  

トの第2回の底層水，同地点の第1回の表層水，日向  

神ダム湖の湖心の第1回の表層水でやや高かった．全  

体的に，前年度に比べ，やや低かった．クロロフィル  

a値の高いことは水域の富栄養化を意味しており，上  

記ダム湖については，今後注意が必要である．AGP  

値は日向神ダム湖のダムサイトの第2回底層水  

（16．1mg／り でかなり高く，次いで力丸ダム湖の第  

2回の中層水で高かったが，他のダム湖のAGP値は  

低かった．  

5・2 陣屋ダムプランクトン調査   

県環境整備局公害課の依頼により，同ダム水におけ  

る植物プランクトンの同定を4，7，11，3月に行っ  

た．全調査とも植物プランクトン数は少なく，著しい  

特長は見られなかったが，7月及び11月の検水で珪藻  

のq′Cわーβ助属がやや多かった．  

6 化学物質環境汚染実態調査   

標記の環境庁委託調査を県環境整備局公害課を通して  

実施した．当課は，そのうち“環境汚染物質の生態影響  

調査”を担当し，帝苔植物を用いた生態影響試験に関し  

て，供試種の選定，試験方法等の検討を行った．  

7 その他  

7・1 広川ダム水質調査   

県環境整備局公害課の依頼により，アオコの発生が  

著しい広川ダム湖の水質の現況把握を行った．当課は  

ダム湖表層水，流入水及び流出水のクロロフィルa量  

を測定した．結果は県環境整備局公害課に報告した．  

7・2 苦情処理に伴う調査   

県環境整備局公害課の依頼により，大牟田市手鎌南  

川での魚類へい死の原因究明のため，同河川3地点に  

おける植物プランクトンを調査した．結果は県環境整  

備局公害課に報告した．  

r7・3 GEMS／WATER事業   

世界的な水質監視網の確立及び水質変化の状況把握  

を目的としてWHOが実施している標記事業を，環境  

庁の依頼により県環境整備局公害課を通して実施した．  

当課は，対象河川である筑後川において1地点毎月1  

回採水した試料のクロロフィルa量を測定した．結果  

は，県環境整備局公害課を通して環境庁に報告した．   

の植物影響に関する研究を実施した．当年度も，数種  

の蘇苔植物を対象に，異なるpH条件下における成長  

実験を行った．その結果，pH3．5区ではほとんど茎葉  

体は伸長しなかったが，pH4．5，5．0区では，茎葉体  

の伸長が認められた．  

3 大気汚染指標植物に関する調査研究  

3・1 着生地衣・蘇苔植生の環境指凛性   

例年，着生地衣・帝苔植生による都市及びその近郊  

の大気環境評価を行うために，調査資料を改良IAP  

備により解析してきたが，平成6年度で調査を終了し  

た．なお，平成6年度調査した福岡地区及び久留米地  

区の調査成績を前回（各々平成元年度及び昭和63年  

度）の調査成績と比較し，その要約を平成7年版福岡  

県環境自書（p．61－63）に掲載した．  

3・2 植物による大気環境評価手法に関する研究   

大気浄化チャンバーを用いた植物による大気環境評  

価手法を検討するために，前年度に引き続き，ハッカ  

ダイコン点呼九α佃ざざα血ルざCV．Cometを供試植物とし  

た栽培実験を行った．栽培は3週間行い，終了後，乗  

数，菓面積，乾重量を測定した．浄化区と非浄化区に  

おける成長を比較した結果，両区の成長に有意差は見  

られなかった．  

4 生活排水対策重点地域指定のための事前調査に係   

る水生植物調査   

水質汚濁防止法第14条の6の規定により，生活排水  

対策の推進を緊急に実施する必要のある地域（重点地  

域）の指定を行うことを目的とした事前調査の一環と  

して，甘木市内を流れる小石原川，佐田川，桂川とそ  

の支流の荷原川，二又川の4水系で，水生植物の調査  

を行った．調査結果については県環境整備局公害課に  

報告した．  

5 湖沼水質の生物学的測定  

5・1湖沼宮栄華化実態調査   

県環境整備局公害課の実施する水質調査のうち，補  

足調査として例年どおり湖沼水のクロロフィルa量と  

AGP値測定を同課の依頼により行った．測定回数は  

大規模ダム湖では年4回，中規模ダム湖では久保自ダ  

ムが年2回，陣屋ダムが年4回（調査月は表44）  

表44 各ダム湖における調査月  

湖 沼 名  第l回 第2回 第3回 第4回  

油木ダム  
ます淵ダム  
カ丸ダム  
日向神ダム  
久保白ダム  
陣屋ダム  

Q
U
 
Q
U
7
9
0
7
 
 

4
4
5
6
5
4
 
 

l
1
3
2
 
 
3
 
 

－ 45 －  



表45 大規模ダム湖におけるクロロフィルa量及びAGP値測定結果  

クロロフィルa量（mg／m3）  AGP値（mg／J）  

湖 沼 名  測定層  

第1回  第2回  第3回  第4回   第2回  第3回  
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＊a：湖心，b：ダムサイト  

表46 中規模ダム湖におけるクロロフィルa量及びAGP値測定結果  

クロロフィルa量（皿g／血8）  AGP値（mg／り  

湖 沼 名  測定膚  

第1回 第2回  第3回 第4回  第1回 第2回  第3回  第4回  

久保：白ダム  
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た方形区内で行い，樹上性節足動物はすくい捕り法に  

より，土壌性節足動物はツルグレンフアンネル集虫法  

により採集した．各採集法の要点は以下のとおりであ  

る．   

すくい捕り法（樹上性節足動物）：地上50－200cm  

の低木・草本層を対象に，口径42cmのナイロン製捕  

虫網を用いて1方形区あたり連続10振り行いこれを1  

サンプルとし，1林分あたり5サンプル採集した．   

ツルグレンフアンネル集虫法（土壌性節足動物）：林  

内の林床に50×50cmの枠を置き，枠内の表層から深  

さ5cmまでの落葉・有機物・土壌を採取し，4mm  

目の飾を通過したものを試料とした．この試料からツ  

ルグレンフアンネル（条件：網目2mm，60W白熱電球  

による48時間照射）を用い節足動物を採集した．   

なお，護国神社では林内2か所で採取し，これらを  

合わせたものを1林分あたりの1サンプルとした．大  

富神社では樹木の優占する箇所と一年生草本の優占す  

る箇所から1試料ずつを採取，それぞれを1サンプ   

動物関係  

1 環境指標の森調査  

1・1 節足動物モニタリング調査   

県環境整備局事業である“環境指標の森”調査の第  

3次要綱が，平成6年度から平成17年度までの12年計  

画で策定された．第2年度である当年度は，節足動物  

調査として，下記の2林分で，6月および10月にそれ  

ぞれ1回調査を行った．  

調査月日  

6月7日  

10月2日  

6月19日  

調査林分  所在地  

護国神社  福岡市  

大富神社  豊前市  

10月17日   

第3次調査からは従来の樹上性の節足動物調査に加  

え，移動性が小さいため環境の変化をより的確に把握  

できると考えられる土壌性の節足動物調査を新たに実  

施した．調査は各林分で植生調査のために設定され  
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査結果から，例年どおり各調査地点の水質汚濁度を算  

出した．  

2・2 水生生物による河川環境評価のための調査・   

研究   

当年度は第4年次として主要20河川のうち，室見川  

4地点，穂波川3地点，割子川3地点，筑後川3地点，  

宝浦川3地点の計5河川17地点を，各地点年4回（冬  

季節1回）調査した．調査はDフレームネットを用い  

てキック・スイープ法により行い，各地点4サンプル  

を採取した．これらのサンプルはできる限り種まで同  

定し，水生生物相のリストを作成するとともにスコア  

法で水域環境を評価した．   

調査結果の→部は本誌学術事績p．74－105に示した．  

3 酸性雨に係る節足動物影響調査   

県環境整備局公害課が実施する地球環境保全対策事  

業（酸性雨調査）のうち，当課は“酸性雨等森林生態  

系影響調査”に協力した．当年度は，脊振山（福岡  

市）のブナ林の”植物影響調査”のために設定された  

永久方形区内で土壌性節足動物調査を実施するととも  

に，脊振山山頂近くの那珂川源流部（高度800m）で  

水生生物（大型底生動物）調査を実施した．土壌性節  

足動物調査では尾根や谷などの地形の相違による種類  

相の変化は認められたが，酸性雨によると思われる兆  

候は認められなかった．また，水生生物調査では，過  

去に実施した調査結果（平成5年度）と変化なかった．  

4 生活排水対策重点地域指定のための事前調査に係   

る底生動物相調査   

水質汚濁防止法第14粂の6の規定により，生活排水  

対策の推進を緊急に実施する必要のある地域（重点地  

域）の指定を行うことを目的とした事前調査の一環と  

して，甘木市内を流れる小石原川，佐田川，桂川とそ  

の支流の荷原川，二又川の4水系で，大型底生動物相  

の調査を行った．調査解析結果については県環境整備  

局公害課に報告した．  

5 化学物質環境汚染実態調査   

標記の環境庁委託調査を県環境整備局公害課を通し  

て実施した．当課は，そのうち“環境汚染物質の生態  

影響調査”を担当し，水生昆虫類を用いた生態影響試  

験に関して，供試種の選定，試験方法等の検討を行っ  

た．  

6 生物同定依頼検査   

当年度内に依頼された検査は，計24件で，全て一般  

依頼であった．検査内容別では，住居・事業所内外  

に発生した不快生物13件，食品中異物11件であり，以  

上の成績は表47のとおりである．  

ルとした．   

調査結果は以下のとおりである．  

1）樹上性節足動物調査   

コウチエウ目，ハチ日アリ科の種類数および個体数，  

クモ目の個体数は護国神社よりも大富神社のほうで多  

く，種多様度も後者の林分において高い借を示した．  

これらの結果は護国神社では大富神社に比べて，高  

木・亜高木による林内の密閉度が高く，従って林内は  

より暗いことを反映していると考えられる．   

両調査林分では昭和63年度に樹上性節足動物調査を  

実施し，昆虫綱ハチ目アリ科およびクモ綱クモ目につ  

いては今年度と同様群集の類似性および群集の多様度  

について解析している．両年間の群集構成の類似性の  

変化についてみると，ハチ目アリ科，クモ日とも類似  

していた．他方，多様度については大富神社では両年  

間で大差なかったが護国神社ではハチ日アリ科，クモ  

目とも多様度はかなり減少している．このことは昭和  

63年度は樹幹部の開けた箇所で調査を実施したのに対  

し，今年度は樹幹部の密閉した植生調査永久方形区で  

調査を実施したことによると考えられる．  

2）土壌性節足動物調査   

平成3年に到来した台風によって森林植生が大きく  

変化した大富神社では，樹木によって覆われだ’林  

内”と一年生草本で覆われだ’林外”とでは土壌動物  

相にかなりの差異が見られた．植生の変化と土壌動物  

相がどのように変化していくか今後の経過が注目され  

る．  

2 水環境生物生息実態調査   

当事業は，県民参加による水生生物調査を実施し，  

生物学的水環境マップを作成することにより，河川水  

質の汚濁度及び周辺環境についての県民の理解・知識  

向上を図るとともに，不詳である県下の水生生物生息  

状況を把握することを目的として，県環境整備局公害  

課が平成4年度から7年度までの4年間の計画で，県  

下20河川の流域において実施しているものである．   

当課は，前年度に引き続き住民モニター調査の指導  

及び調査結果のとりまとめに協力した．また上記河川  

での水生生物相の詳細な調査として，水生生物による  

河川環境評価のための調査・研究を行った．   

なお，本事業が当年度で終了したのに伴い，4年間  

の調査結果を基に，県内主要河川水質の生物学的評価  

を行うとともに，生物学的河川水質マップを作成し，  

これらを冊子「生き物からみた福岡県の河川」としてま  

とめ，保健環境部環境整備局公害課より発行した．  

2・1 住民モニター調査   

参加機関数17，調査河川数18，調査地点数57の調  
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表47 生物同定依頼検査結果  

検査番号  検査理由  件数  成  績  

住居内発生  
住居内発生  
住居内発生  
食品中異物  
住居内発生  
事業所内発生  
食品中異物   

事業所内発生  
住居周辺発生  
住居内発生  
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1  ネコノ ミ  

3  チリダニ類  

3  ケシキスイムシ科の一種．ニクバエ科の一種．  

ハエ亜目の一種  
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受賞研究  

浮遊粒子状物質の汚染予測手法と動態に関する研究  

岩本 真二  

（第22回環境賞受賞：平成7年6月7日）   

大気中の粉じんは，大きく降下ばいじんと浮遊粉じ  

んに分けられ，浮遊粉じんの中でも10／∠m以下の大き  

さのものは浮遊粒子状物質（SPM）と定義されている．  

これら微少の粒子は呼吸によって肺まで到達する危険  

があることから，大気汚染質の重要な項目の一つとし  

て環境基準が設けられている．しかし，従来より，  

SPMの環境基準達成率は50％程度と悪く，改善の兆し  

がみえていない．それは，SPMでは汚染の実態把握  

においても多くの未解明の部分が残されていることが  

原因の一つとなっている．SPMは，発生源が自動車，  

工場，自然源など多様である，物理的・化学的に構成  

成分が多種である，二次生成物など挙動が複雑である，  

寿命が長く気象の影響を強く受けるなどの特徴があり，  

これらの特性がその挙動解明を難しくしている．   

本研究は，SPMの汚染実態を明らかにするために，  

発生源寄与率の算出方法やSPM拡散シミュレーショ  

ン手法などの汚染予測手法の検討から，二次生成粒子  

の挙動や気象とSPM高濃度との関係など動態の解明  

までを，十数年間続けてきたものである．  

1．SPMの汚染予測手法の検討   

研究は，最初，汚染予測手法の検討からスタートし  

た．SPMは様々な困難さから，発生源寄与の推定法  

として，ガス成分で広く使われている拡散シミュレー  

ションによる方法ではなく，環境での成分濃度から寄  

与を推定するリセプターモデルが1970年頃からアメリ  

カで使われ始めた．この方法の中でもChemicalMass  

Balance（CMB）法はE）本でも使われてきたが，1980  

年当初，その同定率は50％程度であった，そこで，  

CMB法の精度を上昇させ推定率を高めるために，  

SPM全体の成分把握をおこない，その中の多量に存  

在する成分を中心に発生源推定を行うという方法を  

とっが）．この中で，まず，SPMの化学成分を，炭素  

系成分，金属酸化物，水溶性イオン化合物の大きく3  

つのグループに分類し，それらが1／3～1／4ずつで構成  

されていることを示し，これらの成分をCMB法に取  

り入れることにより，発生源寄与の同定率を85％程度  

まで上昇させることができるようになった．この研究  

では，更に，炭素成分や二次生成による粒子の存在割  

合が高いこと，ディーゼルを中心とした自動車寄与の  

大きいことを示している．また，リセブターモデルの  

統計手法を使い，カドミウムの発生源推定も行ってい  

る2）．   

CMB法は発生源寄与の推定においては一定の役割  

を果たしてきたが，個々の発生源に対する対策，地域  

内の汚染分布の把握，将来予測などには，ガス成分で  

実績のある拡散計算による方法を取らざる得ない．し  

かし，SPMの拡散計算は，発生源種の多さ，自然源  

の把握の難しさ，二次生成の計算手法が確立していな  

い等の理由から極めて困難な状況にあった．そこで，  

前述のCMB法と拡散シミュレーションを組み合わせ  

て，両手法の長所を生かした形でSPM濃度の地域分  

布予測手法（ハイブリッド法）を開発しが）．ここで  

は，炭素系成分排出発生源，土壌成分発生源といった  

グループ毎にSPMの拡散計算を行い，結果をCMB  

法で算出した結果と化学成分毎に比較し，誤差の要因  

を明らかにした．また，計算結果に組み入れにくい海  

塩粒子や二次生成粒子の発生源についてCMB法で得  

た値を上乗せしている．その結果，SPMの拡散予測  

精度はかなりの程度向上した4）．cMB法は簡便で，  

比較的使い易いことから，多くの地域で使われるよう  

になってきたが，その適用については，精度，結果の  

信頼性において，まだ十分ではない．環境庁では1989  

年に汚染予測手法検討作業部会が設置され，各地での  

CMB法の通用状況や，寄与率の誤差要因の検討，  

CMB法適用における問題点などについて議論が行わ  

れた．その検討では，CMB法に誤差を及ぼす原因に  

ついて，発生源の選択，1指標元素の選択，計算方法の  

違い等に分けて考察し，それぞれの影響度を明らかに  

している．このような作業の結果CMB法を使用する  

上での注意点が具体的は明らかにされた，この検討内  

容は，分析法の種類など他の委員の内容も含めて，環  

境庁で冊子としてまとめられ，全国の自治体へ配布さ  

れが）．  
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2．SPMの動態の解明   

研究を進める過程で，SPMに関しては大気中での  

変化や高濃度発生原因など基本的な点に未解明な部分  

が多く，これが汚染予測の手法などで十分に信頼でき  

る結果をいまだ出し得ていない原因になってい 

えるようになってきた．そこで，次は，SPMの動態  

を明らかにするという方向に重点をおいて研究を進め  

ることにした．まず，福岡市を対象として，主に都市  

における二次生成粒子の様子を観察しが）．その結果，  

光化学反応により，NO，NO2は0Ⅹの上昇とともに  

その濃度が減少すること，有機炭素には硝酸塩や0Ⅹ  

と強い相関がみられ二次的に生成されたものが多量存  

在することなどが明らかになった．また，その他の水  

溶性物質では，海塩粒子が海からの強い風によって内  

陸30km位まで入り込んでいることや，硫酸塩が滞留  

によって蓄積し濃度上昇する様子を併せて解明するこ  

とができた．   

一方，SPMの場合，都市ばかりでなく“バックグラ  

ウンド”といわれる地点でも比較的高い濃度が検出さ  

れることがしばしばある．これらがどのような要因に  

よるものかをみるために，田園地帯と標高920mの山  

頂での調査を行い，秋から冬の時期の稲わら焼きの影  

響の程度と広がり，火山を発生源とする粉じんの長距  

離輸送による影響を観察し，その結果をまとめてい  

る7）．田園地帯でのSPM高濃度原因は，炭素成分，  

カリウム濃度の上昇から稲わら焼きによるとし，その  

寄与率は最高50％まで達することが判明した．また山  

頂での高濃度は，九州南部に位置する桜島から排出さ  

れた粉じんが，移動性高気圧後面による上空での南風  

の形成，高気圧に伴う空気の沈降，逆転層の形成と  

いった条件下で移流し，生じていることを示した．さ  

らに，火山噴煙特有の不溶性カルシウム濃度から，桜  

島からの火山噴煙の影響は多い時で40％程度にまで達  

していることを推定することができた．このように，  

本研究から九州地域のSPM汚染の特性七全体像を明  

らかにした．また，SPMの場合，長距離輸送による  

ものや非定常的な発生源についても注意が必要である  

ことが示唆されている．   

SPMの高濃度については気象が大きく関与してい  

るらしいというのは分かってきていたが，その具体的  

な程度については，まだ十分に知られていなかった．  

そこで，SPMの高濃度と気象との関係を観察し，次  

のような結果を得が）．2年間の高濃度日（環境基準  

日平均値を超えた日）を抽出し，気象条件の違いによ  

り，黄砂型，夏型，移動性高気圧型の3つに大きく分  

けられることを示した．更に，それぞれの特徴や影響  

度の違いについて考察し，春の黄砂型では到来回数は  

さほど多くないが汚染の広がりが環境基準超過に大き  

な意味を持っていること，夏型では硫酸塩が増加し光  

化学反応の影響がみられること，秋から冬に多い移動  

性高気圧型では仝成分の濃度が平均して上昇し逆転層  

が大きく関与していることを示している．移動性高気  

圧型は，SPMの高濃度では最も頻度が高いため，そ  

の汚染の構造についてさらに詳細に検討を加えている．   

以上の研究を通して，福岡県保健環境研究所ではコ  

ンピュータシステムの中に，大気汚染関わるデータ  

ベースと，SO2，NOx，SPMの拡散シミュレーショ  

ンシステムが構築された9）．現在，このシステムを使  

い，上記のハイブリッド手法の発展と，都市構造の相  

違によってSPM濃度，成分濃度にどのような違いが  

生じているかについての研究を進めているところであ  

る．   

本研究を進めるにあたり，調査地域で試料採取等を  

手伝って頂いた市，県の職員の皆様，また，分析・解  

析に助言を頂いた関係各位には，多大な御協力を頂き  

ました．深く感謝いたします．  

以上の詳細については，下記の文献に記載している．  

1）岩本真二，宇都宮彬，石橋龍吾，武藤博昭：浮遊粉   

じん中多量成分による発生源の推定と評価，大気汚   

染学会誌．22，4，286－300（1985）  

2）岩本真二，宇都宮彬，石橋龍吾，武藤博昭：浮遊粉   

じん中の特定成分による発生源の推定，環境技術，  

15，（5）404－409（1986）  

3）岩本真二，宇都宮彬，下原孝幸，武藤博昭，加来秀   

典：CMB法と結合した浮遊粒子状物質拡散手法の   

検討，大気汚染学会誌，22，4，260－268（1987）  

4）岩本真二：CMB法による浮遊粒子状物質発生源寄   

与の推定と評価，公害と対策，25，14，1415－1420   

（1989）  

5）環境庁浮遊粒子状物質削減手法検討会汚染予測手法   

検討作業部会：浮遊粒子状物質の発生源寄与評価に   

係るリセブターモデル適用の現状と課題，環境庁   

（1993）  

6）岩本真二，宇都宮彬，大石輿弘，下原孝幸：都市お   

よびその周辺における浮遊粉じんの挙動，大気汚染   

学会誌，25，2，170－179（1990）．  

7）岩本真二，宇都宮彬，大石輿弘，下原孝幸，石橋龍   

吾：清浄地域における浮遊粉じん濃度に及ぼす稲わ   

ら焼きと火山の影響，大気汚染学会誌，27，3，  

142～152（1992）  
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8）岩本真二，下原孝幸：浮遊粒子状物質の高濃度と気   

象要因との関係，大気汚染学会誌，28，6，330－   

340（1993）．  

9）岩本真二，小村知子，佐伯芳：福岡県における大気   

環境管理システムの構築，資源環境対策，30（8）   

729－735（1994）  
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福岡県保健環境研究所年報第23号，56－58，1996  

市販ミネラルウオーターの生物由来異物混入実態調査  

世良暢之，村上光一，竹中重幸，堀川和美，大津隆一，  

井手 修＊，田代隼士＊1，佐野正妃＊2，玉井恒典＊  

市販ミネラルウオーターの異物混入状況を把握するため，流通・販売されている18966本（74銘柄，99種  

類）について，実態調査を実施した．目視検査で102本（7銘柄，14種類）に異物混入が認められ，そのうち，  

生物由来と思われる異物混入が認められた34本（7銘柄，8種類）について直接鏡検，培養検査を行い，4本  

（3銘柄，4種類）から真菌を検出した．同定された菌種（属）はマイコトキシン非産生のC血蝕卯血川属，胞  

子未形成菌であり，大腸菌群，腸球菌および緑膿菌は其菌の混入していたすべての銘柄で陰性であったこ  

とから，直接健康への影響はないものと考えられる．  

［キーワード：ミネラルウオーター，異物，真菌］  

肉眼で異物の確認を行った．目視検査で確認した異物  

は無菌的に取り出し，光学顕微鏡を用いた直接鏡検法  

で真菌，細菌などの生物由来異物，プラスチック片な  

どの素材由来異物および無機物の結晶などの天然由来  

析出物であるかを観察した．  

2．3 美菌検査   

異物が直接鏡検において比較的均一な糸状構造をと  

り，帽2～5／∠mで，綿状組織の外側に向かって糸状  

構造が伸びており，糸状構造の先端部が指のようにや  

や丸みを帯びている場合は，糸状菌であると推定した．  

糸状菌と推定した異物は無菌的に取り出しポテトデキ  

ストロース寒天平板（PDA平板，栄研化学）の表面に  

のせ，25℃，1週間静置培養を行った．毎日，試料の  

表面を観察しながら，取り出した異物を中心に，純培  

養かそれに近い状態で糸状菌が発育している場合は；  

その数を計測するとともに菌種（属）の同定を行った  

1，Z）．なお，真菌の発生を認めない場合でも，少なく  

とも10日間までは観察を続けた．   

糸状菌と推定される異物が確認されなかった場合，  

試料100mJをメンプランフィルター（直径47mm，ポア  

サイズ0．45／∠m，日本ミリポア）で濾過し，そのフィ  

ルター上の異物を光学顕微鏡で観察した後，無菌的に  

PDA平板にのせ，25℃，1週間培養した．平板上の  

フィルター部に明らかな糸状菌を認めた場合，その数  

を計測するとともに菌種（属）の同定を行った．  

1 はじめに   

平成7年，東京都内の保健所でミネラルウオーター  

中に異物混入の苦情が寄せられ，真菌の菌糸塊である  

ことが確認されて以来，全国において様々な銘柄の国  

産および輸入ミネラルウオーターから異物が発見され，  

世間の関心を集めた．異物としては，真菌，細菌，植  

物片およびダニの死骸などの生物由来異物，プラス  

チック片，テフロン片および繊維片などの素材由来異  

物，塩類などの天然由来析出物が報告され，平成7年  

12月現在，福岡県での3銘柄を含め，全図で42銘柄が  

食品衛生法違反として行政指導されている．そのうち，  

このように関心を集めたミネラルウオーター中の生物  

由来異物混入について実態調査を実施したので，その  

結果について報告する．  

2 材料および方法  

2．1ミネラルウオーター   

平成7年9月から10月までに県内21保健所の食品衛  

生監視員がミネラルウオーター類の製造施設5箇所，  

流通・販売業延べ354店舗の18966本について目視検査  

を実施した．その内訳は，国産品が10200本（53銘柄，  

61種類），輸入品が8766本（21銘柄，38種類）であった．  

2．2 直接鏡検   

真菌の菌糸が切断されないように，過度の撹拝は避  

けて容器に入った状態の試料をゆるやかに振とうして，  

福岡県保健環境研究所  （〒818－01太宰府市大字向佐野39）  

＊  福岡県保健環境部生活衛生課 （〒812 福岡市博多区東公園7－7）  

＊1現 福岡県田川保健所  （〒825 田川市大字伊田字松原通り3294－13）  

＊2 現 福岡県遠賀保健所  （〒807 遠賀郡水巻町大字吉田字麻生開2363－18）  

－ 56 －   



2．4 細菌検査  

2．4．1大腸菌群   

試料10，1および0．1mJを滅菌ピペットを用いて，  

手早く乳糖ブイヨン培地に接種し，35℃，48±3時間  

培養後，培地の黄変，ガス産生の有無を観察し，以下  

は公走法（清涼飲料水の成分規格試験法）に準拠し  

た．  

2．4．2 腸球菌   

試料10および1mJを滅菌ピペットを用いて，手早  

くAC培地10血に接種し，35℃，48±3時間培養後，  

菌増殖による培地の混濁を確認し，以下は公走法に準  

拠した．  

2．4．3 緑膿菌   

試料10および1mJを滅菌ピペットを用いて，手早  

くアスパラギンブイヨン培地に接種し，35℃，48±3  

時間培養後，菌増殖による培地の混濁および紫外線灯  

下（365nm）での蛍光の有無を確認し，以下は公走  

法に準拠した．  

3 結果  

3．1異物の混入   

食品衛生監視員による目視検査により，表1に示す  

ように市販ミネラルウオーター18966本（74銘柄，99  

種類）中，102本（7銘柄，14種類，0．54％）に異物  

混入が認められた．そのうち，生物由来と思われる異  

物混入が認められた34本（7銘柄，8種類）について  

検査を行い，真菌が4本（3銘柄，4種類）から検出  

された．異物混入が認められた銘柄数を地域別にみる  

と，輸入品であるヨーロッパ産が最も多く認められた．   

これら異物の混入していたミネラルウオーターはす  

べて，ろ過，オゾン処理，紫外線照射および加熱処理  

などの殺菌・除菌処理が行われていた．  

3．2 生物由来異物の混入  

3．2．1真菌の混入   

異物として検出された糸状構造物は，絹状の中央部  

が塊状で周辺部がゆるみをもって膨らんだ構造をとっ  

ており，均一な形態で，糸状構造が等間隔の隔壁で仕  

切られており，帽がほぼ5／∠m前後，色調が無色で，  

糸状構造物が分枝しており，先端部がやや丸みを帯び  

ていることから，真菌の菌糸塊であると考えられた．  

同定された菌種（属）はマイコトキシン非産生のCJα一  

血幼血川属および胞子未形成菌であった．また，試  

料中のこれらの真菌数はすべて1mJあたり10個未満  

であった．  

3．2．2 細菌の浪人   

街生管理上問題があり，人の健康に影響を与える恐  

れのある大腸菌群，腸球菌および緑膿菌は，真菌の混  

入していたすべての銘柄で陰性であった．今回，ミネ  

ラルウオーターのほとんどは殺菌・除菌処理が施され  

ていたにも関わらず，製品中に生物由来異物の混入が  

認められたことから，消費者，販売者のミネラルウ  

オーターに対する関心を高め，今まで以上に製品を注  

意深く調べることとなった．その結果，我々の一般生  

活環境中に広く分布する真菌が全国で検出され，食品  

産業に対して安全性の確保が厳しく求められる結果と  

なった．   

異物混入が認められた輸入品の銘柄数を地域別にみ  

ると，ヨーロッパ産が最も多く認められたが，このこ  

とは平成6年の鉱水・炭酸水輸入総量16821kJの国別  

輸入比率が，フランス（63．9ヲ‘），ベルギー（15．9％），  

アメリカ（9．0％），カナダ（5．1％），オーストラリア  

（1．6％）などと全体の約80％がヨーロッパから輸入  

されていることから3），目視検査の村象となる流通・  

販売量が圧倒的に多かったためと考えられる．   

汚染源としては，ミネラルウオーター自体が最初か  

ら真菌によって汚染されていたとは考えにくく，パイ  

プライン等の製造ライン，ボトルおよびキャップの洗  

浄・殺菌不足，キャップ締め不良など充填・打栓工程  

における環境中からの汚染，不衛生なボトルの保管管  

理など，製造工程で汚染された可能性が高いと考えら  

れる．これは充填ボトルの無菌製造処理が行われてお  

らず，また未使用の充填ボトルから真菌が検出された  

報告例4）もあることから，一般にミネラルウオーター  

の充填・打栓は微生物による汚染がしばしば起こる工  

程であると考えられる．   

今回，検出した真菌の菌種はCJαd吋0血刑属（タロ  

カビ）であるが，これは既に報告されているように4）   

表1 市販ミネラルウオーターの検査総数  

原産国  銘柄数 種類 松本数  

53   61 10200  

1
 
6
 
5
 
1
 
3
 
2
 
2
 
1
 
1
 
 

2
 
 

e
U
 
1
 
7
 
9
 
3
 
5
 
6
 
4
 
5
 
 

6
 
亡
U
 
7
 
0
0
 
4
 
3
 
7
 
1
 
 

7
 
1
 
5
 
1
 
2
 
2
 
1
 
 

8
 
6
 
1
 
1
 
 

8
 
5
 
8
 
4
 
3
 
3
 
3
 
1
 
1
 
 

3
 
1
 
 フランス産  

アメリカ産  
ベルギー産  

カナダ産  
産
 
 

ア
 
 

ー
ノ
 
 

ラ
 
産
産
 
 

ト
 
 
ア
ス
 
 

ス
産
リ
リ
 
 

ー
国
タ
ギ
 
 

オ
韓
イ
イ
 
 

－ 57 －  



委員会で定めたナチュラルミネラルウオーターのヨー  

ロッパ地域食品規格を参考とし，これに豊かで良質の  

水に恵まれ，水を商品としてとらえる習慣のほとんど  

ない日本人の食生活を踏まえた上で，国際流通食品に  

ふさわしい規格を取り入れていく必要がある．  

凸彿わ招伽仰属，Ac作例㈹i≠刑属についでミネラルウ  

オーター中に多いばかりか，土壌，河川などに広く分  

布し，多くの食品や生活環境などに通常存在しており，  

マイコトキシン非産生であることから，摂取しても直  

接健康への影響はないと考えられる．しかし，ナチュ  

ラルミネラルウオーターのヨーロッパ地域食品規格に  

も「原水に人為的な環境汚染物質が含有されているこ  

とは望ましくない」とされていることから，ミネラル  

ウオーター中の異物（ミネラル含量の高いミネラルウ  

オーターで見られる炭酸カルシウムを主成分とする析  

出物は除く）が目視検査で確認される程度の大きさで  

ある場合には，その製品が食品衛生学的に適したもの  

とは言い難く，消費者に安全な製品を提供するという  

立場からも改善する必要があると考えられる．  
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なお，本調査は福岡県保健環境部生活衛生課依頼の  

平成7年度食品収去検査として実施した．  
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5 まとめ   

近年，ミネラルウオーター類の国内消費量は健康志  

向の高まりやグルメブームなどにより家庭を中心に生  

活必需品の一部として飛躍的に伸びてきており，昭和  

61年度には82179kJ（輸入量1200kり にすぎなかった  

ものが，平成6年度には559121kJ（輸入量130000kり  

と約7倍（輸入量約100倍）近くの伸びを示してい  

る引．このような状況の中，多くの業者が海外から多  

種多様のミネラルウオーターを大量に輸入しているが，  

ミネラルウオーターの分類，規格およびガイドライン  

は国によってかなり異なっており，またミネラルウ  

オーターに対する考え方や衛生確保対策に対する伝統  

的相違があることから貿易障壁となる可能性がある．  

これらの問題を解決するため，国連食料農業機関  

（FAO）と世界保健機関（WHO）の合同食品企画  

Microbial contamination in mineral water 

NobuyukiSERA，KoichiMURAKAMI，ShigeyukiTAKENAKA，KazumiHORIKAWA，RyuichiOHTSU，  

OsamuIDE，HayatoTASHIRO，MasakiSANOandTunenoriTAMAI  

ハIA〃り山J几＼J〟〃Jl・り／－Jル〟JJ／J（…（ノ上力l・f′りJ＝汀〃仙J．†（・f川祀＼、  

j夕〟〟たαfz〟〃0，か〟Zα拘，凡止〟0た〟βJβ一朗，ノ呼α〝  

Weexamined18966bottles（74blands，99kinds）ofmineralwaterforforeignmatter，Foreignmatter  

wasfoundinlO2bottles（7brands，14kinds），andmicrobialforeignmatterin34bottles  

（7brands，8kinds）．Fungalforeignmatterwasfoundin4bottles（3brands，4kinds），andinsomebrands，thegenus  

CladosPorium wasfound，butnoneofthebottlesexaminedwasfoundtobeeontaminatedbybacteria．  

［Keywords：Mineralwater，Foreignmatter，Fungi］  
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残留農薬分析におけるゲル浸透クロマトグラフィーの適用  

一非塩素系溶出液による予備的検討一  

掘 就英・中川礼子・飯田隆雄  

残留農薬分析における食品試料の前処理行程の簡便化・効率化を目的として，ゲル浸透クロマトグラ  

フィーの導入が進んでいる．我々は，溶出液として繁用されるジクロロメタンの代替溶媒としてテトラ  

ヒドロフランを用い，残留農薬分析への適用性を検討した．有機リン系農薬22種類と牛脂肪及び色素（カ  

ロチノイド，クロロフィル）の溶出挙動よりカラム特性を評価した．その結果，有機リン系農薬の回収率  

は総じて75％以上，脂肪及び色素溶出画分との分離性も良好で，本法の実務的適用性が示唆された．  

［キーワード：残留農薬，ゲル浸透クロマトグラフィー，テトラヒドロフラン］   

近年，農薬による環境汚染や人体への影響に対する  

社会的関心が高まりを見せるなか，農薬の残留基準値  

の設定は1995年8月現在108農薬に及び，今後も順次  

追加される見通しである．また測定対象農作物は食生  

活の多様化を反映して約130種を数え，測定成分数と  

同様今後も増え続けるものと考えられる．これをうけ  

て農薬分析の現場では，時間と労力及びコストの限ら  

れた実情から，従来の単成分分析法から効率的かつ簡  

便な多成分一斉分析法への転換が指向されている．   

今回，我々は将来の多成分一斉分析法の構築と導入  

にむけて，試料の前処理行程の自動化も可能なゲル浸  

透クロマトグラフィー（GPC）の残留農薬分析への適  

用性を検討した．特に塩素系有機溶媒を操作系から排  

除し，効率性と安全性が両立する前処理法の開発をめ  

ざした．  

1実験方法  

1．1試料および試薬  

1．1．1対象試料   

植物性色素としてクロロフィル（春菊抽出物）とカ  

ロチノイド（ニンジン抽出物）の2種類，動物性脂肪  

として牛脂肪を用いた．  

1．1．2 対象農薬   

有機リン系農薬標準品22種類を用いた［表2参照］．  

回収実験用標準液としてこれらを各々混合し酢酸エチ  

ル溶液を調製した．  

1．1．3 試薬   

酢酸エチル，アセトン，n－ヘキサンは各々和光純薬  

（株）製残留農薬試験用を，テトラヒドロフラン（THF），  

シクロヘキサン，n－ノナンは同特級を用いた．  

1．2 装置及び測定集件  

1．2．1ガスクロマトグラフ   

FPD検出器付きガスクロマトグラフはHew11et  

Packerd社5890，カラムは，＆W社製DB－210（0．32mm  

i，d．×30m，膜厚0．25FLm）を使用した．測定条件を以  

下に示す；昇温条件：80℃（1min）－25℃／minT160℃  

（1min）－3℃／min－240℃（10min）；キャ1）ヤーガス  

（庄）：He（10psi）；水素圧1．40kg／cm2；空気圧  

2．95kg／cm2；注入口及び検出器温度240℃；注入方法  

（量）：スプリットレス（2／‘J）  

1．2．2 GPC装置   

BioBeadsS－X3（200－400mesh，Bio－LadLaboratories）  

約60gをあらかじめ十分量の使用溶出液で膨潤させ，  

内径2．5cm，長さ50cmのガラスカラムへ充填した．  

このカラムと溶媒リザーバ，液体クロマト用ポンプ  

（島津LC－6A）及びサンプルループ付きインジェク  

ションバルブ（Rheodyne Mode15020）をテフロン  

チューブで連結した．さらに必要に応じてラインの末  

端にフラクションコレクターを設けた［国1］．  

1．3 実験操作  

1．3．1脂肪頬の溶出実験   

あらかじめ溶離液で溶かした脂肪（それぞれ0．1g）  

をGPC装置へ負荷し，3．Oml／minで5mlずつ分画・  

回収した．植物性色素の溶出挙動は分光光度法（測定  

波長：660nm（クロロフィル），450nm（カロチノイ  

ド））により，牛脂肪については重量法で調べた．  

1．3．2 農薬の回収実験   

農薬標準品の混合溶液（1ppm）1．OmJをサンプルル  

ープを介してGPCへ導入し溶出を行った．分取した  

福岡県保健環境研究所  （〒818－01福岡県太宰府市向佐野39）  
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溶出液にノナン数滴を加えて減圧濃縮し，酢酸エチル  

で走容し（5．Omヱ），回収率測定用のサンプルとした．  

さらに，リン系農薬20種類について添加回収実験（ク  

ロロフィル0．1gに標準品混合液2ppmを1ml添加）  

を行い，同様に回収率を求めた．  

2 結果及び考察  

2．1溶出溶媒の選択   

GPCは残留農薬のみならず環境汚染物質の分析に  

おける前処理法として多くの検討と適用がなされてい  

る1）・2）．一般にGPCの分離能は充填ゲルの膨潤度に  

対応する．すなわちゲルの膨潤に優れた溶媒を選択す  

ることにより，カラムの理論段数は高くなる．現在の  

ところGPC溶出液として繁用されているのは，ゲル  

の膨潤と農薬の転溶に優れるジクロロメタン（DCM）  

とシクロヘキサンの混合溶媒である3）・4）．しかしこ  

れらは環境保全に向けて塩素系溶媒を排除するという  

趨勢に沿った手法とはいえない．従って，非塩素系溶  

出液への転換は，GPCの適用性向上に大きく寄与す  

るものと考えられる．実際に酢酸エチル系混合溶媒の  

適用報告5）‾7）もあるが，我々の行った実験では妨害  

物質と農薬成分との分離に良好な結果が得られなかっ  

た．この最大の原因はゲルの膨潤度の不足にあると考  

え，代替溶媒に求める条件として第一にゲルの膨潤に  

優れること，さらに分取後の濃縮操作を簡便にするた  

めに低沸点であることを挙げ，溶媒の検討を行った．   

THF・シクロヘキサン混合溶媒におけるゲルの膨潤  

性は，混合比3：2付近で最大となり，その膨潤率は  

従来用いられているジクロロメタン系及び酢酸エチル  

系混合溶媒の値と比較しても遜色の無いことがわかっ  

た［表1］．そこでこの混合溶媒を用い，GPCカラ・ム  

からの植物性色素と動物性脂肪及び農薬の溶出挙動を  

調べ，その適用性を検討することとした．  

2．2 脂肪頬の溶出挙動   

THF・シクロヘキサン（3：2）を用いて調製した  

GPCカラムに対して，測定上の妨害物質を想定して  

植物性色素2種と動物性脂肪1種計3種の溶出実験を  

行った．   

残留農薬分析の前処理法としてのGPCの流速は4  

～5mJ／minで最適とされているが），当該流速では  

カラム内圧の上昇によるゲルの収縮とラインの継ぎ目  

で溶出液の若干のリークが観察されたことより，低め  

の3．Oml／minに設定した．   

囲2に植物性色素及び動物性脂肪のそれぞれ0．1g  

相当をGPCへ負荷したさいの溶出パターンをまとめ  

た．まず牛脂肪の溶出は溶出量にして70mJ付近から  

始まり，最大溶出位置は85mJ付近であった，植物性  

色素の溶出開始位置は牛脂肪のそれとほぼ同じで，溶  

出の最大ピークはクロロフィルで90mJ，カロチノイ  

ドで95mJにみとめられた．3成分はいずれも100mJま  

でにほぼ全量が溶出した．各成分の100mJまでの溶出  

量はそれぞれの仝溶出量に対して，クロロフィルで  

96．9％，カロチノイド98．0％，牛脂肪98．2％であっ  

た．この溶出パターンより，溶出開始から100mJまで  

表1 GPC充填ゲルの膨潤率  

溶  媒  膨潤率（％）  

ジクロロメタンーシクロヘキサン（1：1）  272  
酢酸エチルーシクロヘキサン（3：7）  242  
テトラヒドロフランーシクロヘキサン（3：2） 268   



れる8）．またMPPの低回収の原因としては，標準物  

質のマトリックスやゲルへの吸着，さらに溶出過程で  

表3 添加回収実験における有機リン系農薬  
20種類の回収率（n＝1）．  

を脂肪類溶出画分，100mJ以降を農薬溶出画分とした．  

2．3」農薬の溶出挙動   

農薬標準品の回収実験では，標準品の混合希釈液  

1ml（1ppm）をカラムへ負荷し，溶出を開始して  

100m慮までとそれ以降の100mJを分画した．脂肪類溶  

出画分及び農薬溶出画分における農薬標準品の回収率  

を表2に示した．ダイアジノン，テルブホス，フェン  

スルホチオンの回収性が若干低かったが，農薬画分に  

おける回収率は総じて75％以上と良好であった．また  

脂肪画分における農薬の溶出はほとんど認められず，  

良好な分離性が示された．特にダイアジノンは溶出位  

置が色素類と近く，分離性の悪さが指摘されていた  

が） ，農薬画分において約80％回収されることがわ  

かった．   

次に，本法の適用性を精査するために添加回収実験  

を実施した．実験は我々の実務に即した20項目の農薬  

について行った．表3に示すようにマトリックスの存  

在下における回収性は，さきの回収実験と同様に良好  

であった．ところで回収率をみると多数の項目で  

100％を超えており，精度を欠いた結果となっている．  

このような回収率の超過傾向は，マトリックスが標準  

物質のキャピラリーカラムへの吸着を抑制しピークが  

増強されるという機器分析上の原因によるものと思わ  

No． 農薬  回収率（％）  
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HPP  

マラチオン  

HEP  

パラチオン  

EPN  

ホサロン  

エトプロホス  

105．3  

11g．7  

125．2  

40．8  

107．4  

109．7  

100．7  

93．O  

127．2  

128．g  

クロルピリホスメチル  101．9  

クロルピリホス  100．0  

キナルホス  104．5  

エディフェンホス  119．6  

フェンスルホチオン  123．6  

ジメトエート  152．6  

プロチオホス  115．2  

PAP  120．8  

エトリムホス  106．7  

ビリミホスメチル  102．2  

表2 有機リン系農薬22種類のGPCカラムからの回収と溶出挙動（n＝3）  

No．  農薬名  回収率（％）  

0～100m1  100～200ml  計  

1  DEP  

2  DDVP  

3  ダイアジノン  

4  MPP  

5  マラチオン  

6  MEP  

7  パラチオン  

8  EPN  

9  ホサロン  

10  エトプロホス  

11  テルプホス  

12  サリチオン  

13  クロルビリホスメチル  

14  クロルピリホス  

15  キナルホス  

16  エディフェンホス  

17  フェンスルホチオン  

柑  ジメトエート  

19  プロチオホス  

20  PAP  

21  エトリムホス  

22  ビリミホスメチル  

一
．
2
．
8
．
7
一
 
 

4
 
3
 
3
 
 

1．9  
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が知られ9），試料の濃度や粘性にも影響を受ける10）．  

今回，脂肪類のカラム負荷量は，我々の日常的分析の  

スケールに合わせて全て0．1gとしている．しかし牛  

脂肪の負荷量を1．Ogに増した場合，溶出パターンは  

0．1gの場合と明らかに異なり，溶出位置は後方ヘシ  

フトして全体的にブロードな挙動を示し，このとき充  

填ゲルの収縮が確認された［図4］．農薬分析の実際で  

は，脂肪含量は測定対象となる農作物によって様々で，  

測定感度の向上のため検体量を増すこともあり，自ず  

とカラムヘ負荷される脂肪量も変化してくる．このさ  

いの試料の過負荷（オーバーロード）による分離能の低  

下により，農薬成分の溶出挙動も当然変化しうると考  

えられる．またゲルの膨潤度に優れた溶媒を用い，そ  

の膨潤性を高めるほど，このような負荷もかかりやす  

くなるものと考えられる．ゲルの性状変化にともなう  

溶出パターンの変化については，実務での適用中に注  

意が必要と思われる．   

これまでに残留農薬分析におけるGPCの適用につ  

いては様々な検討例があるが，今回は環境への安全性  

と高分離・高回収性を第一義的に考え，ゲルの膨潤に  

優れるTHFを選択した．1検体あたり溶出溶媒を  

200mJ，時間にして約70分を要する本法には，今後の  

検討と改善が望まれる点もあるが，今回の結果は残留  

農薬分析における食品試料の効率的かつ安全な精製法  

として，その発展性を十分に期待させるものと思われ  

る．  

の分解が考えられる．  

2．4 残留農薬分析への適用性   

THF系混合溶媒を用いて調製したGPCカラムに対  

して実施した脂肪類及び有機リン系農薬の回収実験結  

果は，残留農薬分析への高い適用性を示した．今回の  

検討を通じ，本法を実務的手法とするために解決され  

なければならない課題が明らかになるとともに，これ  

らに対して若干の知見も得られている．   

まず第一にTHFの化学的性質に関する問題である．  

THFのもつ独特の強いエーテル臭や吸入・皮膚毒性  

の強さはよく知られているが，GPC溶出液として最  

も考慮されなければならないのはその化学的不安定性  

にある．THFは容易に空気中の酸素と反応し過酸化  

物等を形成するとされている．今回の検討を通じ，こ  

の不純物が分析上の妨害となることが懸念されたが，  

クロマトグラム上著しい妨害や爽雑等の出現は全くみ  

とめられなかった［図3］．しかし，実際に分画を加熱  

濃縮すると不揮発性の残直が確認された．これは検液  

の濃縮率を上げて測定感度を高め，低濃度の領域をみ  

るさいには分析精度に影響することも考えられる．安  

定剤含有溶媒を使用し，不純物の生成を抑制するのも  

ひとつの方策と考えられるが，安定剤と測定成分等と  

の相互作用については未知である．いずれにせよ  

THFをGPC溶出液に用いるさいは溶媒純度の確保に  

十分留意する必要がある．   

第二にカラム負荷量の設定である．GPCではカラ  

ム負荷量が異なると溶出パターンが多少変化すること  
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The gelpermeation chromatography（GPC）has been widely usedin multiresidue pesticide analysis to make the  

CleanLup Step Simpler and more rapidly．However，enVironmentalhazardous dichloromethaneis now widely used as a  

GPC eluate．   

Weexaminedtheapplicabilityoftetrahydrofuran（THF）assubstitutiveeluatepreliminarily．Thecolumnperformance  

WaS eValuated byinvestigating elution patterns of220rganOphosphorus pesticides and of3representative matrices，  

1ipids，CarOtenOidandchlorophyll．   

Allpesticides were recovered morethan70％and those separations from thefraction containing matrices wereexcel－  

1ent．Therefore，GPCincludingTHFmaybeapplicabletoroutinepesticideanalysis．  

［Keywords：Pesticideresidue，Gelpermeationchromatography，Tetrahydrofuran］  
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福岡県保健環境研究所年報第23号，64－67，1996  

福岡県内河川水中のイオン濃度  

馬場義輝・中村融子  

福岡県内河川の43の測定点で1994年11月から1995年10月まで，毎月，主要イオン成分（Ca2＋，Mg2＋，  

Na＋，K＋，NH4＋，Cl‾，SO42p，NO3．，アルカT）度）の調査を行なった．測定期間を降雨量の少ない時  

期（A）と降雨量の多い時期（B）に分けて比較したところ，K十，SO42‾，Cl‾アルカリ度（CaCO3として）は  

A期に高い傾向にあったが，Ca2＋とMg2＋はA期もB期もほぼ同じ値であった．また，今回調査した福  

岡県内河川における各イオンの濃度は，SO42‾は2．5～85．2mg／l，Crは2．3～107mg／l，アルカリ度は  

19．5－189mg／l，Na十は0．8～125mg／l，K十は0．02～18．3mg／l，Ca2＋は5．9－60．2mg／l，Mg2十は0．40～  

12．4mg／Jであった．  

［キーワード：河川水，イオン，福岡県，降雨量］  

2－2 調査方法   

試料は1地点について1上のポリエチレン製のびん  

1本に採水した．分析項目のうち，pHは堀場製M－12  

型pHメータで，電気伝導度は東亜電波CM－30ET電  

気伝導度計で測定した．Ca2＋とMg2＋は希釈した後，  

5％硝酸，0．5％塩化ランタンになるようにそれぞれ  

を加えフレーム原子吸光分光分析計（日立製作所，  

Z－8200）で定量した．Na＋，K＋，Cl‾，SO42r，  

NO3r，NH4＋はメンブランフィルター（ADVANTIC  

東洋株式会社，0．20〝m）で濾過した試料をイオンク  

ロマトグラフ（YOKOGAWAANALYTICALSYSTEMS，  

IC7000P）で分析した．アルカリ度はpH4．8滴走法で行  

なった．なお，イオンクロマトグラフに使用した分離  

カラムは陽イオンがEXCELPAKICSTC15カラム，陰  

イオンがEXCELPAKICS－A23カラムである．イオン  

標準液は和光耗薬製イオンクロマト用を使用した．硝  

酸は和光耗薬製の金属測定用を，塩化ランタンは和光  

純薬製の原子吸光分析用を使用した．  

3．結果と考察   

河川水中のイオン濃度の時期特性及び流域特性につ  

いて比較検討した．福岡県の平均降雨量を気象月報6）  

に基づき県内の15の測定点の降雨量から計算し図2に  

示した．時期特性は図2の降雨量から雨の少ない時期  

（A期：1994年11月－1995年4月）と雨の多い時期（B  

期：1995年5月－1995年10月）に分けて比較した．A  

期の合計雨量は440mJ，B期の合計雨量は1457mJで  

あった．A期とB期の各イオン濃度の最小値，最大値，  

平均値を表2に示した．平均値を比較すると陽イオン  

1．はじめに   

環境水中のイオン濃度は地質，乾性・湿性降下物，  

人間活動の影響等を受けるため，それぞれの観点から  

調査研究が進められている．森井ら1）は琵琶湖流人河  

川の水質と水源地質との関連について，封馬ら2）は津  

軽十二湖湖沼群の水質の類似性，各湖沼群の成因及び  

水質形成に関する機構について検討を試みた．また，  

寺岡3）は降水の化学成分と河川水，地下水のイオン成  

分を調査し，森林生態系の変化への影響を調べた．福  

岡県内においては井上4）らは農作物への被害の未然防  

止の立場から農業用水のイオン成分を検討している．  

松尾ら5）は，茶畑周辺の溜他の青変現象に着目し，溜  

め池の青変現象と溜め池に流人するイオン成分と密接  

な関係があることを明らかにした．   

本調査では河川水中のイオン濃度の基礎資料として  

福岡県内の河川水の主要イオン成分を把握するため県  

内43地点で1年間調査した．河川水中のイオン濃度の  

広域的な調査は福岡県内の河川の水質を把握する上で  

の基礎的な知見となるものと考えられる．  

2．調査方法  

2－1 調査地点及び時期   

本調査では福岡県内の43地点を対象とした．調査時  

期は，1994年11月から1995年10月であり，延べ試料数  

は512であった．採水地点を図1及び表1に示した．  

採水地点は感潮域を除く地点とし，河川系としては博  

多湾流入河川，筑後川水系，豊前海流入河川，遠賀川  

水系及び大牟田市内河川である．採水地点は水質監視  

のための環境基準点とした．  

福岡県保健環境研究所  （〒818－01太宰府市大字向佐野39）  
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ではCa2＋，Mg2十は大きな違いは認められないが，  

K＋，Na十はA期がイオン濃度がそれぞれ，1．25倍，  

1，62倍高く，陰イオンはSO42－，Cl‾，アルカリ度  

ともにA期がそれぞれ1．26倍，1．62倍，1．17倍高かっ  

た．また，最大値もNa＋，Cl‾，アルカリ度でA期に  

著しく高い場合が認められた．次に，各イオン濃度毎  

に度数分布を調べた結果を図3及び図4に示した．  

A期とB期の最大度数を示す濃度範囲を比較すると  

SO42‾，Cl‾，K＋及びアルカリ度ではA期がB期よ  

り高い濃度範囲に最大度数があり，それぞれ15－  

20mg／l，15～20mg／l，2－3mg／l，50～60mg／lで  

あった．Na＋はA期，B期ともに最大度数は5－  

10mg／′であったが，A期に高濃度側の度数が多いの  

が明らかである．著者ら7）は大渇水の年だった1994年  

の7，8，9，10月と1995年の7，8，9，10月を比  

較して降雨量が河川水中のイオン濃度に大きく影響す  

ることを確認した．イオン濃度が高くなる原因の一つ  

は雨量が少ないためと考えられ，さらに，福岡県は北  

面を海に囲まれ，A期が冬の北風が吹く時期で風送塩  

の影響が大きくなることも可能性として考えられる．  

Ca2＋はA期よりB期に高い濃度範囲に最大度数が認  

められた．Mg2＋は最大度数の濃度範囲は等しいがB  

期に高い濃度側の度数が多くCa2＋と同様の傾向で  

あった．平均値，度数分布の測定結果から，Ca2＋，  

Mg2＋は他のイオンとは異なる動きをするように見え  

る．Ca2＋，Mg2＋の由来は岩石の風化に伴い，Ca2＋，  

Mg2＋が炭酸を含む水により溶出されるといわれてい  

る2）が，アルカリ度はかならずしもB期が高いわけで  

はない．Ca2＋，Mg2十と他のイオンの動きの違いは  

さらに詳細な検討が必要でろう．   

今回の調査結果に基づく福岡県内の河川水中のイオ  

ン濃度の範囲は表2の最大値，最小値から，SO42‾  

は2．5～85．2mg／ヱ，Cl‾は2．3－107mg／‘，アルカリ度  

は19．5～189mg／l，Na＋は0．8－125mg／l，K＋は  

表1 調査地点  

流 域  軋 定 点  

遠賀川水系  1．樋口橋 2．脇野橋 3．天道橋 4．鴨生浄水取水口 5．三ヶ瀬橋 6．花の木堰  
博多湾流入河川  7．朱雀大橋 8．大野橋 9．瓦田橋10．今光楠  
筑後川水系  11．岩本橋12．永岡桶13．永代橋14．大書寺橋15．古賀坂水門16．下川原橋  

け高良川河口18一太刀洗川河口19．轄城橋 20．屋形原橋 21．佐田川橋 22．鬼川原橋  
23．高成橋 24．陣屋川橋 25．中原桶 26．柳野橋 27．瀬の下  

大牟田市内河川 28．御幸返橋 29．三池電力所横井堪 30．塚崎橋  

豊前海流入河川  31．新川橋 32．貴船橋 33．佐井川橋 34．橋の上堰 35．滝の本橋 36．吾妻橋 37．西の橋  

38．神本橋 39．祓郷橋 40．野口橋 4l．今川汐止堰 42．長音寺格 43．松原橋  
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表2 A期及びB期のイオン濃度の最大値、最小値及び平均値  

流域  Ca2十   Mg2＋  K→ Na＋  NH4十  SO42▲▲  Cl▼  7ルかノ度  NO。‾‾  

最小値  5．9  0．65  0．02  
A期  最大値  60．2 12．4   1臥3  

平均値  20．1  3．60  2．96  

0．8   く0．1  2．5  2．6   24．5   く0．02  

125  17．7・ 82．2  107  柑9  17．7  

16．7  1．03  21．4  19．7   60．1  3．99  

最小値  6．1  0．40  0．44  

B期  最大値  50．0  8．00  12．0  

平均値  21．0  3．69  2．35  

l．7   く0．1  2．5  2．3  19．5  0．03  

45．2  15．0   85．2   56．9  122  24．0  

10．3  0．39 16．g  12．1  51．2  3．97  

単位：mg／′  

表3 流域毎のイオン濃度の最大値、最小値及び平均値  

陶2十 半 NO3■  

2．0   0．44  1．7  く0．1  2．5  2．3   30．5  0．89  

12．4   4．72   36．3   2．12  85．2   30．9  151  7．61  

5．5  1，80  13．4   0．35  33．9  11．7   66．1  3．67  

流域  Ca2＋  
遠賀川  般小値  12．4  

水系  最大値  5臥2  
平均値  27．0  

博多湾  最小値  6．1   0．85  0．73  4．3  0．03  4．90  5．0  20．0   1．23  

流入河  最大値  32．3  3．85  5．8g  3臥2  5．05  20．4  44．8  g4．5  6．58  

川  平均値  20．8  2．54  2．30  16．1  1．02 13．10 18．9  60．5  3．32  

筑後川  最小値  7．1  1．Og O．44  

6．55  18．3  

3．40   3．79  

1．20  1．22  

4．gO   6．86  

3．63   3，10  

2．8  く0．1  4．26   2．7  19．5  0．11  

125  17．7   61．6  107  189  24．0  

16．3  1．2  1臥40 19．5   52．6  5．70  

6．9   0．10   8．8  7．4   39．0  0．03  

73．6   4．40  35．2   40．5  101  7．91  

20．7  1．33  20．7  18．6   65．9  4．17  

水系   

大牟田  
市内河  
川  

最大値  43．5  
平均値 1臥2  
最小値  8．9  
最大値  28．9  
平均値  21．7  

豊前海  最小値  5．9  0．40  0．02  

流入河  最大値  60．2  11．6  5．43  

川  平均値  20．3  3．37  1．69  

0．8  く0．1  4．1  4．5   24．5   く0．02  

24．2   0．88  35．2   56．9   g8．5  12．0  

8．2   0．09  14．0  12．5   5l．5  2．10  

単位：mg／J  
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0．02－18．3mg／l，Ca2＋は5．9－60．2mg／l，Mg2＋は  

0．40～12．4mg／上の濃度範囲となった．   

流域毎に分けて，イオン濃度の最大値，最小値，平  

均値を表3に示した．K十の平均値が高いのは筑後川  

水系であり3．75mg／lを示した．Na＋，NH4＋の平均  

値が高いのは大牟田市内河川でそれぞれ20．7mg／ヱ，  

1．33mg／Jであった．NO3‾の平均値が高いのは筑後  

川水系で5．70mg／Jであった，また，NH4＋も  

1．20mg／ヱと比較的高い傾向にあった．これは常に  

NH4十，NO3‾が高い測定点があり，その影響を受け  

るためである．Ca2＋，Mg2＋，SO42‾，アルカリ度  

については平均値が最大値を示したのは遠賀川水系で  

27．Omg／l，5．5mg／l，33．9mg／l，66．1mg／lであった．  

井上ら4）は福岡県における農業用水の水質を調査し，  

遠賀，筑豊地域の八木山川の用水ではECが高く  

SO42‾，Ca2＋，Mg2＋の無機の陽イオン，陰イオン  

が異常に高いことを示し，遠賀・筑豊地域でSO42‾，  

Ca2＋，Na＋の濃度が高いのは旧炭坑の湧水が流入し  

ているためとも考えられると指摘している．   

さらに遠賀・筑豊地域では炭鉱操業の盛んな時代に  

はかんがい水のSO42‾が1000mg／Jを超す地点もみら  

れたが，炭鉱の閉山によりSO42‾濃度も低下傾向に  

あると述べている．今回の結果は井上らの結果と同様  

の傾向を示した．  

4．まとめ   

福岡県内の43の測定点で河川水の主要9成分  

（Ca2＋，Mg2十，Na＋，K＋，NH4＋，Cl▼，SO42．，  

NO3‾，アルカリ度）のイオン濃度の測定を実施した．  

測定期間は1994年11月から1995年10月であり，毎月調  

査した．得られた結果をA期（1994年11月から1995年  

4月）とB期（1995年5月から1995年10月）に分けて比  

較するとK＋，Na十，SO42‾，Cl▼，アルカリ度の濃  

度はA期が高く，この原因は降雨量，風送塩の影響等  

が考えられた．また，Ca2＋，Mg2＋はこれらのイオ  

ンとは異なる動きおした．今回の調査結果に基づくイ  

オンの濃度範囲はSO42‾は2．5－85．2mg／l，Cl‾は  

2．3～107mg／l，アルカリ度は19．5－189mg／l，Na＋は  

0．8～125mg／l，K十は0．02～18．3mg／l，Ca2十は5．9  

－60．2mg／l，Mg2＋は0．40～12．4mg／lであった．  
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5）松尾ら（1992）：用水と廃水．34．2．120－125  

6）福岡県気象月報（1993．1～1996．2）：福岡管区気象台  
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集  

Ionic Concentration ofRiver Watersin Fukuoka Prefecture  

Yoshiteru BABA and Yuko NAKAMURA  

仙人…′山J′川〟〃J‥1／、JJ川JJ／川／J‘JF′∫l－f…′…－川仙J・†‘五′汀几  

・拍仙′山た‘川り、JJ（に可／i′、石山…人‘∫、砧ヾイJJ．ノ岬‘肌  

Theconcentrationofninemajorinorganiccomponents（Ca2＋，Mg2＋，Na十，K＋，Cl‾，SO42‾，NH4＋，NO3‾andalkalin－  

ity（ascaco3））wereinvestigatedat43sitesbetweenNovember1944andOctober1995inFukuokaPrefeeture．  

Theinvestigationperiodwasseparatedintotwogroups：（A）thedrymonthesand（B）therainymonths．  

1）K＋，SO。2‾，Clr，alkalinity（ascaco3）wasdominantin groupA．  

2）ca2十andMg2＋werefoundtobealmostequalinbothgroups．  

IntheriverwatersofFukuokaPrefecturetherangeofinorganicconcentrationofSO42‾，Cl‾，alkalinity（ascaco3），  

Na＋，K＋，Ca2十andMg2＋were2．5～85．2，2．3－107，19．5～189，0．8～125，0．02～18．3，5．9～60．2andO．40～12．4mg／1，  

respectively．  

［Keywords：riverwater，majorion．Fukuokaperfecture，rainfall］  
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誘導結合プラズマ（IC P）発光分析法による工場排水中の金属類の実体把握  

中村融子・松尾 宏  

様々な業種の事業場排出水中に含まれる金属元素（Cd，Pb，Cu，Zn，Fe，Mn，Cr，Ni，Mo，Al，Na，  

Mg，Ca，Co，Bi，Sr，Ba及びK）を誘導結合プラズマ（ICP）発光分析法によって測定した．金属製品製  

造業は，特にNiが他の業種と比較して多く検出されたことが特徴であった．ガラス製品製造業の排出水中  

には，Fe，Al及びBaが比較的多く含まれていた．食料品製造業には，様々な業種があり，事業場によっ  

て検出された元素及びその濃度が異なっていた．これらの結果は，水質管理及び汚濁発生源の推定に寄与  

するものと考えられる．  

［キーワード：金属元素，誘導結合プラズマ発光分析，工場排水］  

測定元素は，（D水質汚濁防止法で排水基準値の設定  

されているカドミウム（Cd），鉛（Pb），銅（Cu），亜鉛  

（Zn），鉄（Fe），マンガン（Mn）及びクロム（Cr），②水  

質環境基準の要監視項目であるニッケル（Ni）及びモリ  

ブデン（Mo），（卦水道水質基準値の設定されているア  

ルミニウム（Al），ナトリウム（Na）並びに硬度成分の  

マグネシウム（Mg）及びカルシウム（Ca），④その他コ  

バルト（Co），ビスマス（Bi），ストロンチウム（Sr），  

バリウム（Ba）及びカリウム（K）の18種類である．ただ  

し，Fe，Mn及びCrについては，環境中の再溶解等  

を考慮して仝Fe，Mn及びCrを測定した．各基準値  

については，表1に示す．   

表1 金属元素の測定波長と排水準及び水道水質基準値  

1．はじめに   

我が国では，過去，産業の発展に伴い，事業場から  

の排出水にカドミウム，鉛，クロム等の有害物質が多  

量に含まれ，河川等を汚濁した1ト2）．現在では，施  

策の進展，関連事業者における対策の徹底等により，  

これら有害物質の環境基準の達成率は，99．8％3）に  

至っている．しかし，科学技術の進展に伴い，多種多  

様な元素が生産に使用されるような社会状況から，環  

境水中の低濃度レベルの金属類についても把握し，水  

域全体の水質管理が必要となる．環境水の汚濁源の一  

つの要因である事業場排出水について，排水基準値の  

設定されている元素はもちろんのこと，それ以外の元  

素についても十分把握する必要があると考えられる．  

従来の原子吸光法では、急速に変化する生産工程から  

生ずる事業場排出水の把握には、分析の効率性の面か  

ら無理があった．そのような中で，平成5年「水質汚  

濁に係わる環境基準について」の一部改正に伴い，金  

属元素の測定方法としてICP発光分析法が公定法と  

して新たに採用されが）．ICP発光分析法は，多元素  

を同時に効率よく分析することができるため，現在  

様々な分野においてその適用が検討されるようになっ  

た4ト11）   

本調査は，ICP発光分析法を用いて，福岡県内の事  

業場排出水中に含まれる種々の金属元素について測定  

し，その結果を業種別にまとめ，その特徴を把握する  

ことを目的とした．  

2．実験  

2．1測定対象金属元素  

元素  測定波長（nm）  排水基準（mg／1）  水道基準（mg／1）   

Zn  202．548   5   

Pb  220．353   0．1   0，05   

Cd  228．802   0．l   0．01   

Ni  232．003  0．01   

Fe  238．204  （溶解性）10  （溶解性）0．3   
Co  230．786  

Hn  257．610  （溶解性）10  （溶解性）0．05   

Cr  267．716   （6価）0．05   

Cu  324．754   3   

Al  30臥487  0．2   

Ho  203．844  0．07   

Bi  223．061  

Hg  27g．07g  （硬度）   

Ca  317．g33  300   

Sr  407．771  

Ba  455．403  

Na  589．5g2  200   

K  766．491  

福岡県保健環境研究所（〒818－01福岡県太宰府市大字向佐野39）  
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された業種（施設）は，廃棄物処理場とセメント製品製  

造業であった．廃棄物処理場については，一般ごみ処  

理施設のみならず産業廃棄物処理施設も含まれており，  

そのため，多くの元素が検出されたものと思われる．  

セメント製品製造業では，他の業種ではほとんど検出  

されていない金属元素Mo及びCrがそれぞれ平均値  

1．43mg／l及び0．08mg／lと比較的低濃度ではあるが検  

出されたことが特徴である．   

図2より，アルカリ及びアルカリ土類金属は，ほと  

んど全ての業種について検出された．ただし，Sr及  

びBaについては，NaやK等と比較して非常に低濃  

度であった．アルカリ及びアルカリ土類金属が全体的  

に比較的低濃度であった業種は，製材・木材製造業，  

砕石業，鉄鋼業及び飲食店関係であった．   

食料品製造業については，重金属類では，Al，Zn，  

Fe，アルカリ及びアルカリ土類金属では，Na，K，  

Ca，Mgが多く検出されたが，事業場によって検出さ  

れた元素及びその濃度が異なっていた．  

表2 事業場の業種分類と主要事業場数  

2．2試料   

標準溶液は，関東化学製ICP発光分析用標準液を  

使用した．試料は，福岡県内の主要事業場，172事業  

場の排出水である．さらに，比較のため，福岡県内河  

川で，環境基準AまたはAA類型に指定されている環  

境基準点から27地点（27河川）を選び、分析対象とした．  

2．3装置及び装置条件   

装置は，超音波ネブライザーを付設したICP発光  

分析装置（PERKINELMER；OPTIMA3000）である．各  

元素の測定波長を，表1に示す．なお，Alは，干渉  

を考慮して，2番目の発光強度を示す波長を選択した．  

2．4事業場の業種   

調査対象事業場（172事業場）を水質汚濁防止法に該  

当する業種及び施設に対応させ，15業種12）に分類し  

た．事業場の業種分類とそれに対応する福岡県内の事  

業場数（ただし，福岡市及び北九州市を除く）及び今回  

の調査対象事業場数を表2に示す．  

3．結果及び考察   

各元素の測定結果を業種別にまとめ，その平均値を  

図1及び図2に示す．また，最大値及び最小値につい  

ては，表3及び表4に示す．ここで，図1及び表3は，  

重金属類で，図2及び表4は，アルカリ及びアルカリ  

土類金属の結果である．排水基準及び環境基準値の設  

定されている金属元素については，基準値を超える検  

体はなかった．  

3．1業種別特徴   

全検体について業種別特徴をみると，図1に示すよ  

うに，金属製品製造業では，一般的にめっき等に使用  

される重金属（Fe，Zn，Ni，Cu，Cr）が多く検出され  

た．また，比較的低濃度であるが，多くの元素が検出  

業種及び施設   事業場数■  純摘事業鼎   
食料品製造業   2163   団   
繊維製晶製造業   94   
製材、木材製造業   四   田   
パルプて紙、紙加工品製造業  35   m   
化学工業   14   6   

ガラス製晶製造業   咽   
セメント製品製造業   164   
砕石業   田   n   

鉄鋼業   
金属製晶製造業   125   33   
飲食店関係   1303   m   
洗たく業   744   4   

病院・理化学系研究所   137   
廃棄物処理場   50   2   

その他   592   24   

＊福岡市及び北九州市を除く   



Coは，ほとんどの検体で検出されておらず，また，  

濃度は河川水とほぼ同レベルで，非常に低濃度であっ  

た（図1，表3）．  

3．2．2アンモニア属（Fe，Cr，Al）   

Feは，凝集剤，素材，試薬等，多方面に使用され  

るため12），ほとんど全ての検体で検出された．多く  

検出された業種は，ガラス製品製造業，次いで鉄鋼業，  

食料品製造業であった．特にガラス製品製造業では，  

最大値6．35mg／ヱで，これは，排水基準値の約60％で  

あった（表3）．また，最小値でも0．21mg／Jと，他の  

業種と比較して，この業種の排出水中には，Feが比  

較的多く含まれていた．食料品製造業で高濃度に検出  

された業種をみてみると，野菜・果実保存食料品製造  

業及び飲料製造業であった．しかし，全体的に，河川  

水の平均濃度（0．17mg／J）よりも低いものが多かった．   

Crは，ニクロムやステンレス等の合金の原料や，  

クロムめっき，電池，防腐剤等に使用される15）金属  

である．環境中のCrは，ほとんどが3価で存在して  

いるが，セメント製品製造業等の排水中で6価で存在  

するものもあるため，仝Crを測定した．金属製品製  

造業で最大値0．98mg／ヱ検出した．ほとんどの検体が  

0．01mg／J以下であり，検出されたのは全体の3％で  

あった．河川水は全て0．01mg／ヱ以下であった．   

Alは，クラーク数7．56％で第3番目の存在量を示  

し，ケイ素に次ぎ金属としては第1位である13）．環  

境水中のAlの存在量は，海水で1／∠g／J，河川水で約  

3mg／l15）であり，自然界でFe同様，非常に高い濃度  

で存在する金属元素であるが，本調査での河川水の測  

定結果は平均値0．07mg／Jで非常に低濃度であった．  

しかし，Alは，原子吸光法等で測定する場合，化学  

的干渉を非常に受けやすいため，報告は少ない．本調  

査では，干渉の少ないICP発光分析法を用いること  

により，低濃度まで測定することができた．工業的に  

は，Al及びその化合物は，原料や凝集剤だけでなく，  

防腐剤，インキ，医薬品等様々なものに利用されてい  

るが12） ，排水基準値は設定されていない．今回の調  

査では，ほとんどの業種について，その平均値は，河  

川水の平均値（0．07mg／J）を上回った．Alが比較的高  

濃度検出された業種は，他の重金属の場合とは異なり，  

パルプ・紙・紙加工品製造業，出版・印刷産業及びガ  

ラス製品製造業であった．食料品製造業では，ほとん  

どの検体が河川水と同レベルの低い濃度であったが，  

豆腐・煮豆製造業で比較的高く検出された検体があり，  

平均値は0．15mg／Jであった．  

3．2．3アルカリ金属（Na，K）   

Naは，浄水または地下水等にも含まれているが，  

3．2金属別特徴  

3．2．1亜鉛属（Mn，Ni，Zn，Cd，Cu，Co）   

Mnは，排水基準及び水道水質基準値では溶解性マ  

ンガンの濃度で規制しているが，環境水中での再溶解  

を考慮して，ここでは全マンガンを測定した（表3）．  

一方，河川水は，最大値0．07mg／l，平均値0．02mg／l  

であった．河川水の最大値0．07mg／Jを超える検体は，  

全体で16％で，ほとんどの検体がほぼ河川水レベルで  

あるといえる．最大値0．91mg／Jを示した業種は，パ  

ルプ・紙・紙加工品製造業であるが．平均値で比較す  

ると，砕石業，鉄鋼業及び廃棄物処理場で多く検出さ  

れている．   

Niは，自然界の水域では検出下限値0．01mgハ以下  

の濃度であり15），測定した福岡県内の河川水でも最  

大で0．01mg／Jと，濃度は非常に低いものであった．  

高濃度に検出された業種は，金属製品製造業（平均値  

0．18mgハ）で，他の業種と比較して平均値で2－10倍  

以上であった（表3，図1）．これは，Niは主にステ  

ンレス鋼やニクロム線等の合金，金属めっき等に使用  

される15）ためと考えられる．また，Niは水道水質基  

準0．01mg／上が設定されているが，現在のところ排水  

基準は設けられてない．なお，0．1mg／＝以上検出され  

た検体数は8（いずれも金属製品製造業）であった．   

Znは，クラーク数4×10‾3％で，第31番目の存在  

量を示し，ジルコニウム，バナジウム，チタン等より，  

はるかに少ない元素である13）．しかし，工業的には  

頻繁に使用され，金属としては，CuやAlに次いで多  

量に生産されている金属元素である14）．今回の調査  

では，金属製品製造業の排出水中に特に多く含まれて  

いたが，これは，金属めっき等に使用されている14）  

ためと考えられる．繊維製品製造業で平均値  

0．22mg／Jで，最大で0．95mg／J検出された検体があっ  

た．これは，Znが，染料や合成繊維等に利用されて  

いる14）ためと推定される．他の業種の平均値は，0－  

0．05mg／Jの範囲にあり，河川水の濃度レベルとほほ  

同じであった．   

Cdは，イタイイタイ痛の原因として考えられて以  

来，注目されてきた金属元素で，排水基準（0．1mg／J  

以下）及び水道水質基準（0．01mg／J以下）が設けられて  

いる．本調査における排出水の検出濃度は0．02mg／J  

以下であり，一方，河川水では0．01mg／L以下であっ  

た．   

Cuは，極めて古代より知られていた元素で，天然  

に非常に広く存在する13）金属元素である．金属製品  

製造業で0．31mg／J検出されているが，これは，排水  

基準値（3mg／りの1／10であった．  
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3．2．4アルカリ土類金属（Mg・Ca（硬度），Sr，Ba）   

Ca及びMgは，NaやKと同様に自然由来であると  

考えられるが，工業的には，Caは，医薬品や試薬，  

肥料等幅広く利用され，Mgも，高級ガラスやインキ，  

試薬等に使用されている14）．caについては，特に，  

化学工業，パルプ・紙・紙加工製造業，金属製品製造  

業等の業種で多く検出された．Mgは，数mg／仁一十  

数mg／ヱ程度含まれていた検体が多く，ほぼ河川水（平  

均値3．24mg／りと同レベルの濃度であった．Mg濃度  

が検体数の97％でCa濃度を上回っていたが，Ca濃度を  

上回ったのは，廃棄物処理場，食料品製造業（冷凍調  

理食品製造業）及びその他（地方卸売市場）で各1検体，  

ガラス製品製造業で3検体であった．その他，化学工  

業，病院・理化学系研究所，パルプ・紙・紙加工製造  

業でも比較的多くMgが検出された．CaとMgを硬度と  

して換算すると，河川水の平均値（56．9mg／りの2倍  

工業的には，合金，紙，ガラス，医薬品，水処理，食  

品加工，調理や，カセイソーダによるpH調整，次亜  

塩素酸ナトリウムによる消毒処理，軟化処理等で使用  

されるため，2000mg／～（水道水質基準値の10倍）を越  

える非常に高濃度含まれる検体が，金属製品製造業及  

びその他（地方卸売市場及びし尿処理施設）の業種で  

あった（表4）．平均値を比較すると，Naの比較的高  

濃度に含まれる業種は，化学工業373mg／ヱ，金属製品  

製造業358mg／ヱ，その他の業種256mg／J，繊維製品製  

造業251mg／Jの順であった（図2）．   

Kについても試薬，防腐剤等様々な用途があり14），  

Na同様，環境水等に多く含まれている元素で，ほと  

んどの検体で検出されたが，濃度は全体的にNaより  

低かった．しかし，食料品製造業の中で，野菜・果実  

保存食料品製造業では，約半数の事業場でKとNaの  

濃度が逆転しているのが特徴であった．  

表3 重金属の最大値及び最小値  

Fe  Z凸  馳  恥  R）  8l  n）  Cr  Cu  8i  

融個  勤」    静」    最州  最梱  最／」  放」     静」    静」  還］  静J    最／」    放」    凱  j、ご－  数J   
食料品製造業   1．71  ＜0．01  2．鴨  ＜0．01  0．a  ＜0．01  0．01  ＜0．01  0．刃  ＜0．01  0．01  ＜0．01  0．01  ＜0．01  0．01  ＜0．01  0．（椙  ＜0．01  0．01  ＜0．01  0．（B  ＜0．Ol  0．00  ＜0．Ol   

縮縫製品製追業  0．防  ＜0．01  0．槌  0．02  0．鉱  ＜0．Ol  ＜0．01  ＜0．01  0．01  ＜0．01  0．01  ＜0．Ol  ＜0．Ol  ＜0．Ol  ＜0．01  ＜0．Ol  ＜0．01  ＜0．Ol  0．01  ＜0．01  0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．Ol   

製材こ 木材製近業  0．遥  ＜0．Ol  0．罰  0．01  0．伍  ＜0．Ol  0．（6  ＜0．Ol  0．14  ＜0．01  仇01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．Ol  ＜0．Ol  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．Ol  ＜0．Ol  0．Ol  ＜0．01  ＜0．01  ＜mOl   

ノウレナ紙紙虹Ⅰ］品  15．8  ＜0．Ol  0．五  ＜0．01  0．糾  ＜0．Ol  0．Ol  ＜0．01  0．別  ＜0．01  0．11  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．Ol  0．01  ＜0．01  ＜0．Ol  ＜0．Ol  0．01  ＜0．Ol  0．01  ＜0．Ol  ＜0．Ol  ＜0．Ol   

出数日葡L産業   2．91  agl  0．低  ＜0．01  0．【8  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．Ol  0．01  ＜0．Ol  0．01  0．Ol  ＜0．Ol  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．Ol  ＜0．01  ＜0．01  0．Ol  0．01  ＜0．Ol  ＜0．01   

化学：Ⅰ業   0．43  ＜0．01  1．∞  ＜0．01  0．14  ＜0．01  0．ひl  ＜0．01  0．雄  ＜0．01  0．01  ＜0．01  0．Ol  ＜0．01  0．Ol  ＜0．Ol  ＜0．01  ＜0．01  0．02  ＜0．Ol  0．伯  ＜0．Ol  ＜0．Ol  ＜0．01   

ガラス製品魁遊楽  訂．0  0．臨  8．五  0．21  0．01  ＜0．01  0．陀  ＜0．Ol    0．Ol  0．Ol  ＜0．Ol  0．03  ＜0．01  0．01  ＜0，Ol  0．01  ＜0．01  0．Ol  ＜0．Ol  0．【け  ＜0．Ol  ＜0．01  ＜0．01   

セメント製崩処遇紫  0．（冶  0．03  0．花  0．10  0．Ol  ＜0．01  0．（6  0．01  0．03  0．01  2．釦  0．鴎  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．Ol  ＜0．0】  0．（光  ＜0．01  0．17  ＜0．01  0．Ol  ＜0．0】  0．Ol  0．01   

砕6梁   0．12  0．12  0．（E  0．02  0．Ol  0．Ol  ＜0．01  ＜0．01  0．14  0．14  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．Ol  ＜0．Ol  ＜0．01  ＜0．Ol  ＜0．01  ＜0．0】  ＜0．Ol  ＜0．Ol  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．Ol   

畝鋼業   0．〔氾  0．06  0．あ  0．鉱  ＜0．01  ＜0．Ol  ＜0．01  ＜0，Ol  0．15  0．15  0．陀  0．乾  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．Ol  ＜0．Ol  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  0．Ol  0．01  ＜0．01  ＜0．01   

金仙脱出莱  0．組  ＜0．01  l．茂  ＜0．0】  2．朗  ＜0．Ol  】．帥  ＜0．01  0．78  ＜0．01  0．40  ＜0．01  0．17  ＜0．Ol  0．01  ＜0．0】  0．防  ＜0．Ol  0．組  ＜0．Ol  0．31  ＜0．Ol  ＜0．01  ＜0．01   

飲鮒鳩係   0．（冶  ＜0．01  0．誌  ＜0．Ol  0．（沿  ＜0．0】  0．0】  ＜0．Ol  0．（6  ＜0．Ol  0．02  ＜0．Ol  0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．0】  ＜0．01  ＜0．01  0．（妃  ＜0．01  0．01  ＜0．01   

紺＝く業   0．∝）  0．0】  0．13  ＜0．0】  0．【蛤  0．01  ＜0．01  ＜0．01  0．朋  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．0】  ＜0．Ol  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  0．02  ＜0．01  0．0】  ＜0．01  0．12  ＜0．Ol  ＜0．Ol  ＜0．0】   

J税謝酬所  0．24  ＜0．01  0．扮  ＜0．Ol  0．鴎  0．Ol  0．Ol  ＜0．0】  0．Ol  ＜0．0】  0．10  ＜0．01  0．（旧  ＜0．Ol  0．Ol  ＜0．01  0．01  ＜0．01  0．01  ＜0．Ol  0．01  ＜0．Ol  ＜0．01  ＜0．01   

ニナま∴捌：；S≡   0．叩  0．10  0．a  ＜0．01  0．瓜  ＜0．01  0．（B  ＜0．Ol  0．詑  ＜0．Ol  0．Ol    0．耶  ＜0．01  0．01  ＜0．01  ＜0．Ol  ＜0．01  0．01  ＜0．Ol  0．（6  ＜0．Ol  ＜0．01  ＜0．Ol   

その他   0．遥  ＜0．01  1．14  ＜0．0】  0．13  ＜0．01  0．（沿  ＜0．01  0．（冶  ＜0．0】  0．01  ＜0．Ol  0．02  ＜0．01  0．02  ＜0．8l  0．佗  ＜0．Ol  0．（袷  ＜0．Ol  0．03  ＜0．01  0．瓜  ＜0．01   

河lし水   0．46  ＜0．01  0．位    0．瓜  ＜0．01  0．01  ＜0．01  0．田  ＜0．01  ＜0．Ol  ＜0．Ol  0．02  ＜0．01  ＜0．0】  ＜0．01  0．伍  ＜0．Ol  ＜0．0】  ＜0．01  0．01  ＜0．01  0．01  ＜0．0】   

単位：mg／J  

表4 アルカリ及びアルカリ土類金属の最大値及び最小値  

Ca  Mg  Sr  Ba  
最大値  最小値  最大値  最小値  最大値  最小値  最大値  最小値  最大値  最小値  最大値  最小値   

食料品製造業   779   8．70  131   3．62  58．0  2．19  301   1．10  0．42  0．03  0．31  ＜0．01   
繊維製品製造業   548  58．1  36．3  3．76  3．29  ＜0．01  33．7  2．61  0．19  0．03  0．02  0．01   
製材，木材製造業   13．6  5．28  16．0  10．4  5．24  2．73  10．2  1．21  0．21  0．07  0．04  0．01   

ノ毀レプ紙．紙加工品  133   11．9  648  9．22  17．3  1．82  8．77  0．98  0．53  0．06  0．09  0．01   
出版．印刷産業   135  135   13．3  13．3  3．27  3．27  64．5  1．47  0．09  0．09  0．02  0．02   
化学工業   603   7．84  875  11．9  60．0  3．99  137  137  29．0  0．08  0．27  0．01   
ガラス製品製造業  599  23．0  40．8  3．32  45．0  2．38  15．9  4．12  0．39  0．04  0．53  0．03   
セメント製品製造業  208  鋸．4  173  167   2．41  0．24  168  35．5  1．37  0．61  0．08  0．08   
砕石業   8．45  8．45  15．7  15．7  6．09  6．09  1．11  1．11  0．07  0．07  0．01  0．01   
鉄鋼業   12．2  12．3  22．8  22．8  4．57  4．57  2．柑  2．18  0．15  0．15  0．01  0．01   
金属製晶製造業   3670   7．72  257  0．31  9．68  0．05  ：●  1．36  0．46  ＜0．01  0．05  ＜0．01   
飲食店関係   123  16．8  23．0  8／18  6．49  2．42  17．6  2．01  0．21  0．07  0．05  ＜0．01   
洗たく業   238  131   22．2  4．13  4．17  0．76  7．41  3．51  0．13  0．03  0．01  ＜0．Ol   
病院．理化学系研究所  117   14．5  65．3  15．9  15．0  2．13  10．4  2．38  0．46  0．08  0．23  0．01   
廃棄物処理場   211  122   75．7  48．7  63．0  7．17  158   17．1  0．60  0．45  0．08  0．03   
その他   6． 6 4  159   2．67  398   0．91  0．06  0＿13  ＜0．0 
は璽川水   

2310  1l  g＿只  12．        l．74        1  
13．6  4．12  25．7  7．80  4．53  1．28  5，67  0．94  0．16  0．05  0．03  ＜0．01   

単位：mg／ヱ  
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以上であった業種は，パルプ・紙・紙加工製造業（平  

均値348mg／L），廃棄物処理場（平均値300mg／l），そ  

の他（平均値155mg／り，金属製品製造業（平均値  

134mg／りの順であった．   

Srは，クラーク数0．02％で，存在量は第22番目で，  

Zn，Cu，Ni等の重金属より，多く存在する13）．srの  

用途は，金属精錬，光学レンズ，半導体，試薬等14）  

様々である．河川水では，最大値0．16mg／J，最小値  

0．05mg／Jで，平均0．10mg／J含まれており，他のアル  

カリ土類金属と同様に環境水にある程度含まれている  

元素といえる．また，事業場排水のほぼ全ての検体に  

ついても検出され，極端に濃度の高い事業場（化学工  

業の1事業場で29．Omg／Jを検出）を除くと，最大値  

0．09～1．37mg／l，平均値0．07－0．99mg／lであり，事  

業場排出水のSrの濃度レベルは，全体的に河川水の濃  

度（平均値0．1mg／りより若干高い値であった．   

BaについてもSrと同様ほとんどの検体で検出され  

たが，濃度レベルはSrの約1／10であった．Baは医薬  

品をはじめ，光学ガラスや製紙，金属熱処理剤等様々  

な用途があり12），病院・理化学系研究所や化学工業  

だけでなく，ガラス製品製造業でも最大値0．53mg／J，  

平均値0．19mg／lを示し，今回測定したBa濃度の中で  

は，最も高値であった．  

3．2．5その他の金属（Pb，Mo，Bi）   

Pb，Mo及びBiの測定結果は，本調査では，Pbが  

金属製品製造業で最高値0．17mg／J，Moがセメント製  

品製造業で最高値2．80mg／Jを示した以外は，  

0．01mg／J以下の検体が全体の94～99％を占め，河川  

水と同レベルの濃度であった．  

4．まとめ  

ICP発光分析法を用いて，172事業場の排出水中の  

18種の金属元素（Cd，Pb，Cu，Zn，Fe，Mn，Cr，Ni，  

Mo，Al，Na，Mg，Ca，Co，Bi，Sr，Ba及びK）につ  

いて測定をおこなった．その結果，排出水に含まれる  

金属元素の業種別特徴がわかった．金属製品製造業で  

は，ZnやFe等の重金属が検出されたが，中でもNi  

は他の業種と比較して多く検出されていることが特徴  

である．低濃度ではあるが，多種の金属元素が検出さ  

れた業種は，廃棄物処理場及びセメント製品製造業で  

あった．また，ガラス製品製造業では，特に，Fe，  

Al及びBaが多く検出された．事業場数の多い食料品  

製造業では，業種によって排出水中に含まれる金属の  

種類及び濃度がかなり異なるため，今後，業種をさら  

に細かく分類して検討する必要があると思われる．パ  

ルプ・紙・紙加工製品製造業は，全体的にAl及びCa  

が他の業種と比較して高濃度を示した事業場が多かっ  

た．鉄鋼業ではFeが多く検出された以外は測定した  

全ての金属元素について河川水と同レベルもしくはそ  

れ以下であった．このようにICP発光分析を用いて  

様々な事業場排出水中の多種の金属元素の特徴を把握  

することにより，河川等の水質管理及び汚濁発生源の  

推定が可能になるものと考えられる．  
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DeterminationofMetalsinIndustrialWastewaterSamples  

byInductivelyCoupled PlasmaAtomicEmissionSpectrometry  

YukoNAKAMURA，HiroshiMATSUO  

nJ人肌止IJJ／Ⅲ血拍－（け〃…JJ／J‘川（ノ仁／汀f′（椚川ビ〃mJ．†ぐfビ〃【、ぐ∫、  

j夕〟〟たαgZd〝0，βαZd拘，凡た〟0たα，βJβ一朗，∫呼α乃  

Metals（Cd，Pb，Cu，Zn，Fe，Mn，Cr，Ni，Mo，Al，Na，Mg，Ca，Co，Bi，Sr，Baand K）invariousindustrialwastewater  

samplesweredeterminedbyinductivelycoupledplasmaatomicemissionspectrometry（ICP－AES）．Niwasfoundtobe  

discharged from hardware factories．Fe，Aland Ba were containedin the wastewaters of glassware factoriesin  

COmparatively highconcentrations．Sineethere are manytypesoffood processingfactories，different metalswerefound  

inthewastewatersofdifferentfaetories．Thesefindingswillbeusefulinthewaterqualitycontrolandtheestimationof  

pollution sourees．  

［Keywords：Metals，ICP－AES，IndustrialWastewater］  
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福岡県保健環境研究所年報23号，74－83，1996  

福岡県下の河川における大型底生動物相  

一10．室見川一  

杉 寿昭・緒方 健・山崎正敏  

博多湾に流入する室見川において，1995年5月一1996年2月まで4季節，大型底生動物相を調査した．  

下流域では，有機汚濁水域に出現する種がやや多かったが，仝流程を通じて生物学的にほぼ良好な水域で  

あると考えられた．  

［キーワード：大型底生動物相，有機汚濁，室見川］   

果（瀬サンプル）を表3－1から3－4に，岸における採  

集結果（岸サンプル）を表3－5から3－7に，底生動物  

による水域環境評価値（ASPT値）を表4に示す．   

水質項目のうち，生物学的酸素要求量（BOD），電気  

伝導率（EC）および仝窒素（T－N）は流程を下るにした  

がって高くなる傾向が見られたが，BODが示す河川  

水質の有機汚濁の程度は下流域でやや悪かった  

（1．2mg／lSt．1）以外は良好であった（0．2－0．6mg／l）．   

各調査地点の代表的なあるいは特徴的な種類は以下  

のとおりであった．  

著者らは，県下における河川の底生動物の分布に関  

する詳細な情報を蓄積，整備し，リストとして残して  

おくことが必要と考え，1992年度から福岡県下主要河  

川についての大型底生動物相の調査を行っている．第  

4年次である当年度は5河川について調査を実施した．   

本報では博多湾に流入する室見川の調査結果を報告  

する．  

1 方法   

採集方法，水質測定方法，分類・同定方法及び底生  

動物による水域環境の評価法（ASPT値の算出方法）は  

杉ら1）と同様である．  

1・1 調査対象河川及び地点   

室見川は，井原山（983m）の中腹に源を発し，福岡  

市西部を貫流，博多湾に流入する全長約15kmの二級  

河川である．調査は図1に示す4地点で実施した．  

St．1（橋本八幡）は福岡市早良区の水田や住宅地の近  

くに，St．2（伊田尻橋）は水田や住宅の近くに，St．3  

（八丁橋）は曲淵ダム上流の住宅の点在する樹林地に，  

St．4（市ノ瀬川橋）は国道263号線三瀬トンネル入り口  

付近の樹林地（高度約400m）に位置する（表1）．  

1・2 飼主年月日   

春期 1995年5月12日   

夏期 1995年8月3日   

秋期 1995年10月25日   

冬期 1996年1月19日  

2  結果及び考察   

水質の3季節平均値を表2に，瀬における採集結  

lOlrm 

図1 室見川における調査地点の位置  

福岡県保健環境研究所（〒818－01福岡県太宰府市向佐野39）  
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St．1：サホコカゲロウβαgf五ぶざα如β彿ざイざは春・夏・  

秋の瀬に，GコカゲロウB．sp．Gは夏・秋の岸に，  

Hコカゲロウβαβ如叩．Hは春・夏・秋の瀬に，マダ  

ラカゲロウ属の1種旦夕九β肌β作肋sp．1は夏の瀬に，コ  

ガタシマトビケラ属Cheu刑atqP乎Chespp．は夏・秋・  

冬の瀬に，ユスリカ科（腹鯉なし）は全季節の瀬，春の  

岸に，イトミミズ科は春の瀬，ミズミミズ科は春・秋  

の瀬に多かった．   

その他，ナベブタムシ4痛油祓血倣＝加加那が全季  

節を通じて瀬で採集された．   

St．2：底生動物相は瀬，岸とも，St．1のそれと大  

きく変化しなかった．しかしカゲロウ目のうち，St．  

1で多かったサホコカゲロウ，Hコカゲロウは減少，  

シロハラコカゲロウβ．伽〝托五c祝ざ（春の瀬），フタバコ  

カゲロウPざβル加cわβ彿ノα♪㈹icα（秋の瀬），シロタニガ  

ワカゲロウEゆ彿ル勒ぶグロざイ血β（秋の瀬）の個体数が増  

加した．トビケラ目ではSt．1で多かったコガタシマ  

トビケラ属は当地点で減少し，逆にオオヤマシマトビ  

ケラ均，d呵）乎C九gd封αねね（秋の瀬）の個体数が増加した．  

また，ミズムシAざβ肋∫柚ggれdoゆが春の瀬に特に多  

かった．   

この他，St．1で比較的多数採集されたヒルの仲間  

は，当地点でほとんど採集されなくなった．   

St．3：St．1St．2で多かったHコカゲロウ，フタ  

バコカゲロウ，シロタニガワカゲロウ，マダラカゲロ  

ウ属の1種，コガタシマトビケラ属は，当地点で個体  

数を激減あるいは採集されなかった．かわって，ナミ  

ヒラタカゲロウ旦夕COⅢ5触れ弼ぬ（冬の瀬），ウルマー  

シマトビケラ巧か砂那加〃吻血血（冬の瀬）の個体数  

表1  

が増加した．また，シロハラコカゲロウは瀬で，全季  

節多数採集され，好清水性のカワゲラ目Plecopteraは，  

種類数，採集個体数とも当地点の瀬で急増した．この  

他，好清水性であるヘビトンボP和わ如門外ggg和彿diざや  

ヨコエビG馴棚抑≠＝鴫妙肋抑止，サワガニGβ〃助β妙九一  

視ざαdβ九αα乃iの個体数が当地点で増加した．  

St．4：科別に見た場合の種類構成はSt．2－3とSt．  

4で大差ないが，幾つかの目内での種の交代あるいは  

新たな種の出現は明瞭でその傾向は岸よりも瀬で特に  

顕著であった．すなわち，カゲロウ目のうち，St．1  

からSt．3の水城に出現したサホコカゲロウ，Hコカ  

ゲロウ，フタバコカゲロウ，シロタニガワカゲロウに  

代わって，マエグロヒメフタオカゲロウA〝lβJgf混ざ  

co扉αヱイぶ，ミヤマタニガワカゲロウの彿g例規血ん血ざα彿α，  

オオクママダラカゲロウの靴薇制由比＝南川血の個体  

数が増加した（冬の瀬）．また，シマトビケラ科のうち，  

St．2－3で多かったウルマーシマトビケラやオオヤマ  

シマトビケラに代わって，イカリシマトビケラ  

均励噌印加”呼肌頭痛が多数採集された．この他，フ  

サオナシカワゲラ属A〝ゆ九i彿g例規和Spp．が冬の瀬に特  

に多かった．  

室見川での底生生物相は下流から上流に行くにした  

がって，好汚濁性の種から好清水性の種へとおき代  

わっていった．このことは底生生物による水域環境の  

総合的な評価であるASPT借が5．3から7．0へと増加  

していることと良く一致している．ただし，最下流  

St．1で好汚濁性種の比率が高いが，他河川の都市域  

の同様な地点のそれに比べれば1）・3）‾14）なお良好で  

あり，全流程にわたって比較的水質が良好な河川と言  

える．   

室見川の概況  

地点名  標高  源流から  川幅（m）  水深◆  流速■ 河川形態＝  周辺環境  
（m） の距離（km）（）内は流水部 （cm） （cm／秒）  
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＊＊可児2）に従った  

表2 室見川の水質  
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表4 室見川の各調査地点のASPT値＊  

地 点 名  春  夏  秋  

St．1 橋本八幡  

St．2 伊田尻橋  

St．3 八丁橋  

St．4 市ノ瀬川橋  

3
 
5
 
5
 
0
 
 
 

5
 
5
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7
 
 

0
 
3
 
5
 
1
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5
 
ご
U
 
7
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2
 
7
 
2
 
0
 
 
 

5
 
5
 
6
 
7
 
 

1
 
0
 
0
q
 
9
 
 

5
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6
 
 

■ASPT値は瀬サンプルの結果より算出した．  
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Macrobenthic faunain the riversin Fukuoka Prefecture  

－10．Muromiriver－  

YasuakiSUGI，TakesiOGATA，MasatoshiYAMASAKI  

n山＝人（JJJ…〟仙，・イJJ川／J／川仙J上／‖血り洲川MJ∫（イ川（…．  

、叩．仰山一た〟／＝、J山こ〟小、仙人川′山、M・≠〃／、J叩州／J  

The macrobenthic faunain Muromiriver was studiedin relation to the organic po11ution of stream water．Four  

Stations were arranged throughoutthe watercourse．Samplingwas earried outin spring，Summer and autumn of1995  

and winter of1996．The water examinations revealed that Muromiriver was slightly po11utionin thelowest reach  

（BOD＝1．2mg／lat St．1）．Muromiriver was richinthemacrobenthic fauna（exceptthe faunaatSt．1）andwas  

composedmostlyofintoleranttaxa（saproxenoustaxa）．  

［Keywords：Macrobenthicfauna，Organicpollutionofstreamwater，Muromiriver］  
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福岡県保健環境研究所年報第23号，84－94，1996  

福岡県下の河川における大型底生動物相  

一11．筑後川・宝浦川 一  

山崎正敏・緒方 健・杉 泰昭  

筑後川・宝浦川において1995年度実施した河川大型底生動物相の調査結果を報告する．筑後川のいずれ  

の調査地点も出現種類数，ASPT借，水質測定値も調査地点間の変動は季節を通してほとんどなかった．  

主な出現種は平地流に出現するものが多く，清涼な水域に出現する種類特にカワゲラ類はほとんど採集さ  

れなかったが，ASPT値の評価では，調査地点が本河川の中下流域に位置しているにもかかわらず比較的  

良好な生物学的環境を示していた．  

宝浦川の下流域のSt．1は有機汚濁が進行しており，生物相は貧弱であり，水域環境の評価値である  

ASPT倦も低く，生物学的状況はあまり良好ではなかった．St．2は，St．1に比べ有機汚濁状況はかなり  

良好であったが，出現生物は依然好汚濁性の生物が多かった．St．3は，水質の有機汚濁状況は良好では  

あったが，好汚濁性の生物も若干採集されており，ASPT値は上流域にしては低かった．  

［キーワード：大型底生動物相，ASPT値，福岡県，筑後川，宝満川］  

1995年度に実施した河川大型底生動物相調査の内，  

筑後川，宝浦川における調査結果を報告する．  

1 方法   

採集方法，水質測定方法，分類・同定方法及び底生  

生物による水域環境評価法（ASPT催の算出方法）は，  

杉ら1）と同様である．  

1・1 調査河Jtl及び地点   

調査河川及び地点を図1に，各地点の概況を表1に  

示す．   

筑後川は，熊本県南小国町の阿蘇外輪山に源を発し，  

大分県日田市を経て，筑後平野をとおり，佐賀県との  

県境を蛇行しながら，有明海に注ぐ全長約143kmの  

一級河川である．筑後川の福岡県内を流れる部分は本  

河川の中・下流部にあたり，調査地点St．1（恵利堰），  

St．2（朝羽大橋），St．3（千年）は，いずれも田園地帯  

を流れる開けた平地流に位置する。宝浦川は，筑後川  

の支流で，三郡山南斜面中腹に源を発し，山間部，筑  

紫野市及び小郡市の田園地帯をとおり，久留米市近辺  

で筑後川に合流する全長約32kmの河川である。St．1  

（士島橋）は，筑紫野市の住宅街を流れる平地流に，  

St．2（池田橋）は，三郡山山麓近くの水田地帯を流れ  

るやや早瀬状になった平地流に，St．3（竜岩）は，三  

郡山山麓の山地渓流に位置する．  

1・2 Il査年月日  

筑後川  宝浦川  

春期 1995年5月18日  1995年5月17日  

夏期  7月23日  7月21日  

秋期  10月20日  10月19日  

冬期 1996年1月23日  1996年1月24日   

なお，宝浦川のSt．1の夏期は，下流の堰の閉鎖に  

より調査地点が湛水状態となり水深があり，流水部で  

のサンプリングは不能であったので，岸辺におけるサ  

ンプリングのみとした．  

図1 筑後川及び宝浦川における調査地点の位置  

福岡県保健環境研究所（〒818－01福岡県太宰府市向佐野39）  
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（冬期），最小5．4（春期），平均5．6であった．岸サンプ  

ルでは，サホコカゲロウが夏期，冬期に，Gコカゲロ  

ウβ．sp．Gが，夏期，秋期に，Hコカゲロウが夏期  

に，ユスリカ科（腹艦なし）が，夏期，冬期，秋期に，  

ミズミミズ科が，冬期に多かった．   

St．2：瀬サンプルでは，アカマダラカゲロウが春  

期に，ウルマーシマトビケラ月∵の東研虎汀ねが春期に，  

ヒメトビケラ属靭γ砂地spp．が冬期に，ユスリカ  

科（腹偲なし）が冬期，春期に，イトミミズ科，エラミ  

ミズ科が冬期に多かった．ASPT借は最大5．6（春期，  

夏期），最小4．9（秋期），平均5．3であった．岸サンプ  

ルでは，Gコカゲロウが，春期，秋期に，ユスリカ科  

（腹腺なし）が冬期，夏期に，ミズミミズ科が冬期に多  

かった．   

St．3：瀬サンプルでは，エルモンヒラタカゲロウ，  

シロタニガワカゲロウEcdッ㈹保勒ざプ8ざイdαβ，アカマダ  

ラカゲロウ，ナカハラシマトピケラが冬期に，オオヤ  

マシマトビケラガ．飢血加ゎが秋期に，ユスリカ科（腹  

腺なし）が冬期，夏期に，ナミウズムシが冬期に，ミ  

ズミミズ科が春期，冬期に多かった．ASPT値は最大  

5．9（冬期），最小5．5（春期），平均5．8であった．岸サ  

ンプルでは，サホコカゲロウが秋期，冬期に，Gコカ  

ゲロウ，Hコカゲロウが秋期に，ユスリカ科（腹胆な  

し）が，冬期，秋期に多かった．   

以上のように，いずれの調査地点も主な出現種は平  

地流に出現するものが多く，清涼な水域に出現する種  

類特にカワゲラ類はほとんど採集されず，また，出現  

2 結果及び考察   

水質測定結果を表2に，両河川の瀬における採集結  

果（以下瀬サンプル）は表3－1から3－4に，岸におけ  

る採集結果（以下岸サンプル）は表3－5から3－7に，  

底生生物による水域環境評価値（ASPT値）は表4に示  

す．   

筑後川   

水質汚濁状況は，溶存酸素量（DO），電気伝導度  

（EC），生物学的酸素要求量（BOD），全窒素量（T－N），  

全リン量（T－P）のいずれの値も調査地点間に大きな差  

はなく，いずれの調査地点も同様な水質状況であった，  

しかし，EC，BOD，T－N，T－Pの各値とも他河川の上  

流部のそれに比べ高く，これは調査地点が平地流に  

あったためと考えられる．   

St．1：瀬サンプルでは，サホコカゲロウ助βぬ  

∫αん彿ざイざが冬期，春期に，Hコカゲロウβ．sp．Hが  

秋期に，P∫β祝docわβ㈹祝摘例規削が秋期に，エルモンヒ  

ラタカゲロウ身goⅢ5加ゆ血削が冬期に，アカマダラ  

カゲロウUm相加んβ此れtわが冬期，春期，夏期に，ナ  

カハラシマトビケラ均′dγ卸町C九gざg土用∫五ざが冬期，秋期  

に，コガタシマトビケラ属Chema坤SyChespp．が秋期  

に，ユスリカ科（腹偲なし）が仝季節に，ナミウズムシ  

ガ祝ggざiαノ呼㈹通が冬期，秋期に，ミズミ ミズ科が春  

期，冬期に多かった．上記以外では，過去の調査した  

福岡県内河川1）－3）・5卜11） では採集されなかったオオ  

シマトビケラ肋c和ざね例1刑和d血沈削が年間を通して  

採集され，特に秋期に多かった．ASPT値は最大5．7  

表1 筑後川・宝浦川の概況  

河川名  地点名  棟高  源流からの 川幅（鵬  調査地点 流速■  河川形態…  周辺環境  
（鵬   距離（血） 0内は流水部 水深■（cm）（e〟秒）  

水田・畑地  
水田・住宅地  
水田・樹林・住宅地   

住宅地  
水田・住宅地  
水田・樹林地   

筑後ノII St．1恵利堰  10（20） 隠5  800（250）  

St．2 朝羽大橋 10（28） 92．0  480（110）  

St．3 千年  28（36） 86．5  480（70）  

（全長143km）  

宝鵜川   St．1士島橋  25  13．0  70（20）  

St．2 池田橋   59  7．0  25（4）  

St．3 竜岩  220  2．5  10（8）  

（全長32km）  

16  68．4  馳  
16．3   42．6  Bc  
26．7   47．4  Bb一晩  

39．7   34．6  Bc  
16．  46．1  Bb  
25．7   6g．8  Bb  

＊水深・流速は瀬サンプル地点の平均  

＊＊可児2）に従った  

表2 筑後川・宝浦川の水質  
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表4 筑後川・宝浦川の各調査地点のASPT値＊  

河川名  地点名  春  夏  秋  冬  平均  

筑後川  St．1恵利堰  
St．2 朝羽大橋  
St．3 千年  

5．7   5．6  
5．1  5．3  
5．9   5．8   

4．0   4．0  
6．3   6．0  
7．0   6．7  

5．4   5．6   5．5  
5．6   5．6   4．g  
5．5   5．8   5．8   

4．7  3．4  
5．6   6．3   5．8  
6．6   6．5   6．6  

St．1士島橋  
St．2 池田橋  
St．3 竜岩  

宝満川  

＊ASPT値は瀬サンプルの結果より算出した   

種類数，ASPT値，水質測定値も調査地点間の変動は  

季節を通してほとんどなかった．これは，調査地点が  

全長143kmの本河川の中・下流域にあたり，周辺は  

広大な筑後平野に位置するため，調査地点の周辺環境  

による差異がなかったためと考えられる．福岡県での  

他河川の調査例1）‾3），5）‾11）と比較すると種類数，個体  

数とも多いとは言えないが，ASPT値は，5．3－5．8であ  

り，調査地点が中・下流域に位置しているにもかかわ  

らず比較的良好な生物学的環境を示していると言える．  

なお，福岡県内の他河川では採集されなかったオオシ  

マトビケラ及び福岡県内の他河川では多数は採集され  

なかったナカハラシマトビケラが本河川では多く採集  

されたが，これが河川規模の相違によるものか今後検  

討を要する．   

宝浦川   

水質汚濁状況は，最下流部のSt．1はいずれの測定  

値も3調査地点中最高であり，若干の有機汚濁の進行  

が伺えた．St．2は，BOD，T－N，T－Pのいずれの倦  

もSt．1よりは低く，比較的良好な水質と考えられ，  

最上流部のSt．3は，BOD，T－N，T－Pのいずれの倦  

も低く，良好な水質と考えられた．   

St．1：種類数は，瀬サンプル，岸サンプルともに  

3調査地点中最も少なく，特に秋期は夏期の湛水の影  

響のためか極端に少なかった．また，瀬サンプル，岸  

サンプルともに汚濁した水域や，やや汚濁した水域に  

出現する種類が大部分を占めており，清涼な水域に出  

現する種類は出現しなかった．瀬サンプルでは，シロ  

ハラコカゲロウが冬期，春期に，サホコカゲロウが春  

期に，Hコカゲロウが春期，冬期に，ユスリカ科（腹  

腺あり）が春期に，ユスリカ科（腹胆なし）が冬期，春  

期に，イトミミズ科，ミズミ ミズ科が春期，冬期に，  

ミズムシ血溺山ん恒例加炉が春期に多かった．  

ASPT値は最大4．7（春期），最小3．4（秋期），平均4．0  

と3地点中最も低かった．岸サンプルでは，ヒメトビ  

ケラ属が冬期に，ユスリカ科（腹服なし）が秋期，冬期  

に，ミズミ ミズ科が冬期，春期に多かった．このよう  

に本調査地点は，有機物汚濁の進行が伺えた．  

St．2：種類数はSt．1より多かったが，瀬サンプル，  

岸サンプルともに汚濁した水域や，やや汚濁した水域  

に出現する種類が多かったが，清涼な水域に出現する  

種類も採集された．瀬サンプルでは，シロハラコカゲ  

ロウが冬期，秋期に，フタバコカゲロウP5β混血cわβ㈹  

ナα♪彿icαが冬期に，オオクママダラカゲロウC血c掠05－  

ね〃α（濾M肌αが冬期に，マダラカゲロウ属の一種  

旦夕九β刑g柁〃αSp．1が春期に，コガタシマトビケラ属が  

秋期，冬期に，ユスリカ科（腹腺なし）が秋期，冬期，  

夏期に多かった．ASPT値は最大6．3（夏期，冬期），  

最小5．6（春期），平均6．0であった．岸サンプルでは，  

シロハラコカゲロウが冬期に，Gコカゲロウが春期，  

秋期，夏期に，マダラカゲロウ属の一種が春期に，ユ  

スリカ科（腹胆なし）が秋期，夏期，冬期に多かった．   

St．3：瀬，岸サンプルとも種類数，個体数も  

St．1，2より多くなり，St．1，2では，採集されること  

が少なかった清涼な水域に出現するカゲロウやトビケ  

ラ類も多く採集された．瀬サンプルでは，シロハラコ  

カゲロウが全季節に，エルモンヒラタカゲロウが秋期，  

冬期に，シロタニガワカゲロウが冬期，秋期に，ヒラ  

タカゲロウ科の一種が冬期に，ヨシノマダラカゲロウ  

かⅢれg肋cり少わ肌g血が春期に，ヒメカゲロウ属C以肌由  

spp．が春期に，オオヤマシマトビケラが秋期に，ヒ  

メドロムシ科が春期に，ユスリカ科（腹肥なし）が冬期  

に多かった．ASPT値は最大7．0（冬期），最小6．5（夏  

期），平均6．7であった．岸サンプルでは，ヨシノマダ  

ラカゲロウ，マダラカゲロウ属の一種，ヒメカゲロウ  

属が春期に，ユスリカ科（腹胆なし）が冬期に多かった．   

以上のように本調査河川のASPT値は最上流で最高  

であり下流になるにつれ低くなる一般的傾向を示した．  

しかし，St．1では，採集種類数は少なく，採集され  

た生物も好汚濁性の種類であり，本地点の平均の  

ASPT値も著者らの過去に調査した河川の下流域の  

値1）‾3）・5卜11）と比較すると低い値であり，本地点の  

生物学的環境はあまり良好ではないと言える．これは，  

本地点の水質有機汚濁状況を反映しているものと言え，  

河川水質の改善が望まれる．St．3では，最も水質が   
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良好であり，清涼な水城に出現するカワゲラ類，トビ  

ケラ類や源流域に生息する種類も採集されたが，やや  

汚濁した水域に出現する種類も採集され，ASPT値も，  

過去に調査した河川上流部での値1）‾3），5）‾11）と比較  

して，ヤや低い値を示した．このように本地点は河川  

上流部に位置しているにもかかわらず，生物学的な環  

境があまり良好ではなく，この原因を明らかにして行  

くことが必要であろう．  
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Macrobenthic faunain the riversin Fukuoka Prefecture．  

－11．ChikugoandHomanrivers－  

MasatoshiYAMASAKI，TakeshiOGATA，YasuakiSUGI  

仙人仙一人〟J／…上川Jぐ・イJJ川JJ／川′∫（J仁′両〝〃…J州仙J・†（★J汀ハ．  

、マり仙†人山二‘川′，．J）‘に‘∫坤、仙人仙心J、〃J≠′〃‥J岬‘…．  

The macrobenthicfauna at3stationsinChikugo and Homan riversinFukuokaPrefecturewasinvestigatedinspring，  

Summer and autumn of1995and winter of1996．At3stationsin Chikugo river，thewater quality and the biological  

conditions ofthe river environment determined from average score pertaxon（ASPT）values weregood althoughthe  

stationswerelocatedinthelowerreachoftheriver．InHomanriver，atalowerreach（St．1），thewaterqualityand  

thebiologicalconditionsoftheriverenvironmentdeterminedfromASPTvaluewerebad．Atmiddlereaches（St．2），the  

water quality was better than that at alower reach（St．1）but the biologicalconditions of the river environment  

determined from ASPT value tended to be poor．At upper reach（St．3），the biologicalconditions of the river  

environmentdeterminedfromASPTvaluewas somewhat badalthoughthewaterqualitywasbestinallstations．  

〔Keywords：Macrobenthicfauna，ASPTvalue，FukuokaPrefecture，Chikugoriver，Homanriver〕  
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福岡県保健環境研究所年報第23号，95－105，1996  

福岡県下の河川における大型底生動物相  

－12．割子川・穂波川一  

緒方 健・杉 泰昭・山崎正敏  

北九州市洞海湾に流人する割子川及び遠賀川の支流である穂波川において，1995年5月一1996年1月ま  

で，4季節，大型底生動物を調査した．割子川は，河川規模が小さく，調査した地点はいずれも市街地中  

心部およびその郊外にある．下流域で底生動物相は貧弱であったが，中一上流域は好清水性の種が多くな  

り，生物学的にほぼ良好な水域であると考えられた．  

穂波川では，水質汚濁の程度は軽度であるにもかかわらず，底生生物相はやや貧弱であった．下流部で  

は堰の開閉による影響が認められた．また上流部では，山地性の底生生物は比較的少なく，周辺及び上流  

の地形が平坦な高原であることを反映したものと考えられた．  

［キーワード：大型底生動物，ASPT値，福岡県，割子川，穂波川］   

1995年10月18日  

1996年1月17日  

秋期 1995年10月26日  

冬期 1996年1月25日  

本報では洞海湾に流入する割子川及び遠賀川支流穂  

波川の調査結果を報告する．  

1 方法   

採集方法，水質測定方法，分類・同定方法及び底生  

動物による水域環境の評価法（ASPT値の算出方法）は  

杉ら1）と同様である．  

1・1 訴査対象河川及び地点   

割子川は，帆柱山（460m）の西山麓に源を発し，北九  

州市八幡西区の市街地を貫流，洞海湾に流人する全長  

約7kmの二級河川である．調査は囲1に示す3地点で  

実施した．St．1（若葉二丁目）およびSt．2（溝の口橋）は  

北九州市八幡区の市街地に，St．3（鷹見神社）は上記市  

街地郊外の樹林地（高度150m）に位置する（表1）．   

穂波川は，夜須町夜須高原に源を発し，筑穂町の水  

田地帯を流下，飯塚市内で遠賀川に合流する全長約  

26kmの小規模河川である．調査は図1に示す3地点  

で実施した．St．1（天道橋）は穂波町の水田・畑地の  

点在する住宅地に，St．2（阿恵橋）は水田地帯に，St．  

3（桑曲）は筑穂町と夜須町の境の樹林地に位置する  

（表1）．なお，St．3より上流には地形が平坦な夜須  

高原があり，いくつかの公園・宿泊施設が点在する．  

1・2 調査年月日  

割子川  穂波川  

春期 1995年5月19日 1995年5月11日  

夏期 1995年8月1日 1995年7月19日  

2 結果及び考察   

水質の3季節平均値を表2に，両河川の瀬サンプ  

匡＝ 割子川及び穂波川における調査地点の位置  

福岡県保健環境研究所（〒818－01福岡県太宰府市向佐野39）  
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ルの結果を表3－1から3－4に，岸サンプルの結果を  

表3－5から3－7に，底生動物による水域環境評価値  

（ASPT値）を表4に示した．   

割子川   

水質項目のうち，電気伝導度（EC），生物学的酸素  

要求量（BOD）および全室素（T－N）値及び仝リン（T－P）  

値は流程を下るにしたがって高くなる傾向が見られた．  

このうちBODは最高0．9mg／l（St．1），最低で0．2mg／l  

であり，顕著な有機汚濁の兆候は認められない．   

各調査地点の代表的なあるいは特徴的な種類は以下  

のとおりであった．   

St．1：有機汚濁の指標種であるサホコカゲロウ  

月那加ぶα加gれざi∫が秋の瀬に多かった．その他，複数の  

種を含み広い分布を示すユスリカ科（腹鯉なし）（春・  

秋の瀬，春の岸）及びミズミミズ科（冬の瀬）が多かっ  

た．   

当地点の底生生物は仝季節・瀬・岸合わせて51種類  

で，地形および水質の類似する他地点と比べて1），3ト  

14），やや貧弱であった．   

St．2：種類数は51から67へ増加した．St．1でも多  

かったサホコカゲロウ（秋の瀬）のほか，St．1ではほ  

とんど採集されなかったシロタニガワカゲロウ  

Ec4yonuntsyosidae（秋・冬の瀬），ブユ科Simuliidae  

spp．（冬の瀬），ミズムシA鰍肋はぁ玖㌍那加舛（春の  

瀬），ヨコエビCα刑刑αm∫彿伽β耶イ∫（春の瀬），カワ  

ニナ滋仰山正明画Ⅶ汀k血糊（春の瀬）及びサカマキガ  

イ創卵m捌血（春・秋・冬の岸）の個体数が多かった．   

St．3：St．2とSt．3では主要構成種に若干の変化  

が見られた．St．2の岸に多かったサカマキガイ，ミ  

ズムシは当地点では全く採集されなかった．またカゲ  

ロウ目のうち，St．2に多かったサホコカゲロウ及び  

シロタニガワカゲロウは当地点で激減し，クロタニガ  

ワカゲロウ励㊥仰卿購わ抽加血（秋・冬の瀬）及びキ  

ブネタニガワカゲロウE∴紬如裾湘南（春の瀬）が多数  

採集された．   

St．1及びSt．2ではほとんど採集されなかった好清  

水性のカワゲラ日が当地点では多数種採集された．こ  

の他，落葉を張り合わせて巣を作るコバントゼケラ  

A止別馴加ゆ相加醐㍑血が採集された．   

割子川での底生生物相は下流から上流に行くにした  

がって，好汚濁性の種を含む広適応性の種から好清水  

性の種へとおき代わっていった．このことは底生生物  

による水域環境の総合的な評価であるASPT値が4．2  

から6．6へと増加していることと良く一致している．  

ただし，当河川全体を通じて，水質が比較的良好であ  

るにもかかわらず，種類数は少なく，最下流St．1で  

は他河川の都市域の同様な地点のそれに比べれても1）  

・3）‾14）好汚濁性種の比率が高い．これは河川規模が小  

さく，流量が少なく，低質が砂であることなどによる  

ものと考えられる．  

表1 割子川・穂波川の概況  

河川名 地点名  標高 源流からの  川幅（m）  水深■  流速■ 河川形態＝周辺環境  
（m） 距離（km）（）内は流水部 （c爪）   （cm／秒）  

9（2）   

6（3）   

2．5（1）   

100（50）  

11（3．5）  

20（2）  

割子川 St．1若葉二丁目  
St．2 溝の口橋  

St．3 鷹見神社   

穂波川 St．1天道橋  
St．2 阿恵橋  

St．3 桑 曲  

25  3．0  

50  1．5  

150  0．3   

22  16．5  

51   11  

270  2．5  

住宅・公園  
住宅・水田  
樹林   

住宅地  
水田・畑地  
樹林地   

12．7  10．5  Bc  
13．3  11．2  Bc  

5－7  17．9  Aa   

23．7  28．6  Bc  

22．3  112．O  Bb  

20．0  61．9  Aa  

＊水深・流速は瀬サンプル地点の平均  

＊＊可児2）に従った  

表2 割子川・穂波川の水質  

河川名  地点名  pIl   DO  EC  BOD  T－N  TLP  

（mg／1） （〟S／cm） （mg／1） （mg／1） （mg／1）  

St．1若葉二丁目  
St．2 溝の口橋  

St．3 鷹見神社   

St．1天道橘  
St．2 阿恵桶  
St．3 桑 曲  

臥0  12．6  

7．4  9．3  

7．4  9．7   

7．2  10．8  
7．4  10．9  
7．5  10．5  

324．0  0．9  

207．6  0．6  

153．2  0．2   

220．7  1．0  
106．4  0．8  
8臥9  0．6  

割子川  1．49  0．039  

1．54  0．021  

1．81  0．012   

l．51  0．031  
1．67  0．027  
1．54  0．086  

穂波川  
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表4 割子川・穂波川の各調査地点のASPT値＊  

河川名   地点名  春   夏   秋   冬  平均  

割子川  

§至三皇統壷目  

穂波川  

2．9   4．3   4．8  
5．1  5．2   5．5  
6．5   6．4   6．5  

5．1  4．6   3．6  
5．7   5．9   5．4  
6．1  6．4   6．5  

4．7   4．2  
5．7   5．4  
6．9   6．6   

5．2   4．6  
6．6   5．9  
6．6   6．4  

★ASPT値は瀬サンプルの結果より算出した  

なお，上流（St．3）で採集されたコバントピケラは  

著者らがこれまでに調査した20河川ではほとんど採集  

されておらず1）・3ト14），この地点が社寺林の中をゆる  

やかに流れる小河川であることを反映しているものと  

思われる．   

穂波川   

水質項目のうちECおよびBOD値は，流程を下る  

に伴い，高くなった．このうちBOD値は0．6mg／l  

（St．3）－1．O mg／l（St．1）へと漸増した．   

各調査地点の代表的，あるいは特徴的な種類は以下  

のとおりであった．   

St．1：当地点では種類数の明瞭な季節変化を示し，  

その傾向は岸よりも瀬で明瞭であった．瀬における種  

類数は春に最も多く（32），夏，秋に低かった（それぞ  

れ，13，7）．これは，6月に，調査地点より下流の水  

門閉鎖により，夏期から秋期にかけて調査地点が湛水  

状態になったことを反映している．   

当地点では，サホコカゲロウ，Hコカゲロウβαg高ぶ  

SP．H，ヒメカゲロウ属Caenis spp．，モノアラガイ  

飢血＝抑血止血り㊥彿加の個体数が春の瀬に多かっ  

た．このほかユスリカ科（腹紙なし）は春の瀬，春・夏  

の岸で多数採集された．   

St．2：St．1で多かったカゲロウ目3種（サホコカ  

ゲロウ，Hコカゲロウ及びヒメカゲロウ属Cαg邦イ5  

spp．）は当地点で個体数が減少あるいは消滅し，シロ  

ハラコカゲロウ助gfjざ助g門ル血∫（秋・冬の瀬），オオ  

マダラカゲロウβ用邦β肋むα∫αねざ及びオオクママダラ  

カゲロウの血龍城由肋＝南川皿（ともに冬の瀬）の個体  

数が増加した．このほか，A邦ねぐんαSpp．（冬の瀬），カ  

ワニナ5g刑iぶ祝Jco呼i和地β〟血α（春・秋の岸）の個体数  

が多かった．   

St．3：有機汚濁の指標生物でSt．1で特に多く，  

St．2でも出現したサホコカゲロウ，Hコカゲロウは  

当地点ではほとんど採集されず，ユミモンヒラタカゲ  

ロウ句旭川描CMⅥ血沈那（冬の瀬），フサオナシカワゲ  

ラ属血呵勅晰晰肌Spp．（冬の瀬・岸），コカクツツト  

ビケラ Cog和dgざノ呼㈹血ぶ（冬の瀬），ヨコエビ  

G馴伊仙肌＝頑動職猟由（冬の瀬）の個体数が多かった．  

この他，オオクママダラカゲロウ（冬の瀬），コガタシ  

マトビケラ属C九β祉刑α坤即C加spp．（春・冬の瀬）及び  

ヒメドロムシ科（春の瀬）が比較的多数採集された．   

穂波川の下流（St．1）においては，水門の閉鎖は  

夏・秋の底生生物相に明らかに影響していた．このこ  

とは生物による水域環境評価であるASPT備にも反  

映した．すなわち春・冬のASPT値は5．1－5．2である  

のに対して夏は4．6，秋は3．6であった．したがって，  

水質は比較的良好であったにもかかわらず，ASPT値  

の平均は4．6であった．上流にゆくにしたがって，好  

清水性の種類は増加し，上流のSt．3ではASPT値は  

6．4となった．この値は水質から期待される値よりも  

低く，清水性のカワゲラ目およびトビケラ目の種類数  

が少なかったことによる．このことは，上流には平坦  

な夜須高原があり，当調査地点が源流からすでに2．5km  

の地点にあることを反映していると考えられる．  
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Macrobenthic faunain the riversin Fukuoka Prefecture  

－12．Wariko and Honamirivers－  

TakesiOGATA，YasuakiSUGI，MasatoshiYAMASAKI  

爪J加′血JJJ…fMJ＝イJJ川／J／川JJ‘JJ：…イ〝〃…け〃仙／・†ぐ山汀ハ．  

j9〃〟んαfzα搾0，βαZ〟拘，凡た〟0たα，βJβ－〃，ノ呼肌  

The macrobenthic faunain two streamsin Fukuoka prefecture（Wariko river and Honamiriver）were studiedin  

relation to the organic pollution of stream water．Three stations were arranged throughout the watercoursein each  

Stream．Sampling was carried outin spring，Summer and autumn of1995and winter of1996．The results of water  

examinationsrevealedthatwaterpollutionwas，nOtSignificantineitherbothriver（BOD＝0．2－0．9mg／linWarikoriver  

andO．6－1．Omg／linHonamiriver）．   

Warikoriverwasrelatively poorin macrobenthic funawhichwascomposed mostlyoftoleranttaxainthelowerreach  

but of moreintolerant taxain the middle－upper reaChes．The charactable cadiss fly（Trichoptera）Anis  

immuniswasfoundonlyneartheorigin（St．3）ofthisstream．   

Thelower・reaCh ofHonamir・iverwas poorin macrobenthic faunain summer and autumn，and relatively richinitin  

Spring and winter．Thistendency was dueto the change ofcurrentvelocity andofwater depth with watergate．The  

macrobenthic faunain upperreacheswere composedmostlyofintoleranttaxa．However，Stonefly（Plecoptera），allof  

Which wereintolerant and foundin the mountain stream，have only two taxa：NemourtlSpP，and A〝ゆhi粥emura  

Spp．Thismaybeduetothe topographicalconditionsurroundingSt．3．  

［Keyword：Macrobenthicfauna，Organicpollutionofstreamwater，Warikoriver，Honamiriver］  
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誌上発表論文抄録  

1 浮遊粒子状物質の汚染予測手法と動態に関する研  

究  

岩本真二：環境研究，99，42－51，1995  

p．受賞研究と同じ  

3 CharacterizationofNon－OrthoCopLanarPCB＄，  

PCDDsandPCDF＄intheatmo＄Phere  

YoichiKurokawa，Takahiko Matsueda，Matayoshi  

Nakamura，SatoshiTakada，KazumiFukamachi：Che．  

mosphere，32．491－500，1996．   

大気中のCoplanarPCBs及びPCDDs，PCDFsを測  

定し，これらの関係を調査した．またガス状態及び粒  

子状態に分別し，存在割合を季節毎に算出した．環境  

大気中においてCoplanarPCBsの5塩素体と6塩素  

体がPCDFsの5塩素体及び6塩素体と高い相関関係  

が見いだされ，焼却場等の同一の起源が推定された．  

2 難分解性物質を分解する白色腐朽南  

高田 智：日本化学会エコケミストリー研究会ニュー  

スレター，16，3－4，1995．   

白色腐朽菌は種々の化学物質を無機化する能力を  

もっている．その有用性についてレビュー的に解説し，  

現在，当研究所と九州大学とで行っている白色腐朽菌  

によるダイオキシンの分解に関する研究について紹介  

した．  

4 福岡県における百日咳の流行：分離状況およぴM  

IC分布（1990－1993）  

堀川和美，岡田賢司＊，石橋哲也，村上光一，．大淵典  

子＊＊，植田浩司＊：感染症学雑誌，69，878－883，1995  

1990年8月から1993年3月までの30か月間に福岡県  

内6病院小児科を受診した百日咳様患者を対象として，  

百日咳分離を行った．この期間に菌検索を行った179  

検体から43株（24％）の1，3，6型のK抗原因子を保有す  

る百日咳菌とパラ百日咳菌を分離した．また，これら  

分離菌株の23薬剤に対する最小発育阻止濃度（MIC）を  

測定した結果，第一世代のセフェム系薬剤に対して耐  

性がみられた．また，ピベラシリン，エリスロマイシ  

ン及びセフォベラゾンはMIC50は各々0．005，0．02及  

び0．01／‘g／mJであり，今回の分離株に村して有効で  

あることが分かった．  

＊ 九州大学医学部小児科  

＊＊ 宗像医師会病院   
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5 Behavior of microcy＄tins andits decompo＄ition  

PrOductinwatertreatmentproces＄  

ShigeyukiTakenakaand YoshitoTanaka：Chemosphere，  

30，1－8，1995．   

浄水過程におけるマイクロシスチン及びその分解物  

の挙動   

我々は年間を通して，0浄水場の表層水，着水及び  

浄水についてマイクロシステン及びその分解物である  

（2S，3S，8S）－3－amino－2，6，8Ttrimethyl－10－phenyr  

ldeca－4E，6E－dienoicacid（DmADDA）のモニタ．）  

ングを行った．その結果，マイクロシスチンは8月～  

10月にかけて検出され，表層水中で最高0．16ppm，着  

水中では0．29ppmであった．しかし，分解物である  

DmADDAは4月～11月にかけて検出され，表層水中  

で最高1．82ppm，着水中でも0．64ppmであった．さら  

に，6月から11月にかけては浄水中に最高で0．42ppm  

検出された．  

7 Theinductjonofmjcronucleiinmicehepatocytes  

andreticu10CyteSbytetracMoroethylene  

KoichiMurakamiandKazumiHorikawa：Chemosphere，  

31，3733－3739，1995．  

テトラクロロエチレンによるマウス肝細胞および末梢  

血網状赤血球における小核の誘発   

肝臓を2／3切除し増殖肝状態にあるマウスにテトラ  

クロロエチレンを投与し24時間後の肝実質細胞中の小  

核の出現率を観察した．その結果，テトラクロロエチ  

レンによるマウス肝細胞小核の有意な誘発が確認され  

た．これはテトラクロロエチレンの染色体異常誘発性  

をマウス玩＝壷川で確認した初めての報告例である．  

6 Mutagen弓Cjtyofnitrophenantherenederivative＄Of  

Salmone／Ia Lyphimurium：effects of nitroreductase  

and acetyltransferase 

Nc．buyukiSera，KiyoshiFukuhara＊，NaokiMiyata＊  

and HiroshiTokiwa ＊＊ ‥ Mutation Research，  

349，137－144，1996  

ネズミチフス菌を用いたニトロフェナンスレンの変異  

原性：ニトロ還元酵素およびアセチル転移酵素の効果   

多環性芳香属炭化水素であるフェナンスレンのニト  

ロ誘導体24種類について，変異原性と母骨格である  

フェナンスレンに置換したニトロ基の置換位置と置換  

角度との関連について検討した．その結果，ニトロ基  

が2個置換したジニトロフェナンスレンの中でもニト  

ロ基の置換角度が小さいほど，高い変異原性および強  

いDNA鎖切断活性を示した．  

＊  国立衛生試験所  

＊＊ 九州女子大学  

8 Evaluationofmutagenicityofcomplexmixtureof  

njtroarenesuslngmOuSemicronucleite＄t  

KoichiMurakami，NobuyukiSeraandKazumiHorikawa：  

Toxicologicaland EnvironmentalChemistry54，161－165，  

1996．  

マウス小核試験を用いた多環性芳香属炭化水素ニトロ  

誘導体複合物質の変異原性評価   

5種類の多環性芳香属炭化水素ニトロ誘導体の複合  

物質をマウスに投与し小核試験を行ったところ有意な  

小核誘発が確認された．これらの物質はいずれも単体  

では小核誘発能を有しておらず，複合作用によるもの  

と考えられた．   
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9 SRSV胃腸炎におけるRT－PCR法とEM法との  

比較検討  

大津隆一：病原微生物検出情報，1996   

過去数年にわたり県下で発生したSRSV事例につい  

て2種類（ポリメラーゼ領域，カプシド部位）のプライ  

マーを用いたRT－PCR法とEM法との検出率の比較  

検討を行い，今まで文献で報告されているプライマー  

では全てのタイプのSRSVに対応することはむずかし  

く，従来の標準法であるEM法との併用が検出率向上  

のため必要であることを報告した．  

11E＄timation of1992－1993 Dietarylntake of  

Organoch10rine Pe＄tlcide＄and Organophosphorus  

Pesticide＄in Fukuoka，Japan  

Reiko Nakagawa，HironoriHirakawa and Tsuguhide  

Hori：JournalofAOACInternationa178（4），921－929  

（1995）   

日本人のHCH，DDT，ディルドリン，ヘプタクロ  

ルエポキシド，ヘキサクロロベンゼン（HCB）等の塩素  

系農薬の一日摂取量（EDIs）を推定するために，主た  

る摂取源である魚介類及びその加工品，肉，卵，牛乳  

及びその加工品のそれぞれの食品に含まれる塩素系農  

薬を測定・調査した．その結果，EDIsは稔HCHが  

0．56ug，γ－HCHが0．20ug，総DDTが1．42ug，デイ  

）t／ドリンが0．09ug，HCBが0．15ugであった．同様に  

リン系農薬であるマラチオン及びクロルピリホスメチ  

ルのEDIsを推定するために，主たる摂取源である小  

麦及びその加工品を分析した．マラチオン及びクロル  

ピリホスメチルのEDIsは，それぞれ0．22ug，0．24ug  

であった．1992－1993年における上記のEDIsは，  

1980－1984年に比べ，給HCH，ディルドリン，総  

DDTが，それぞれ22％，44％，40％に減少していた  

が，γ－HCHは，167％に増加していた．これは，輸  

入肉及びその加工品の増加によるものと考えられる．  

一方，マラチオンのEDIsは顕著には変化はなかった．  

12 森林地域における強い腐食現象の出現とその誘発  

要因について  

下原孝幸：環境管理，24，38－51，1995   

金属板を用いた通年の暴露調査及び銅薄膜の短期的  

な暴露調査により，森林山頂で強い腐食現象が観察さ  

れた．これら現象は，快晴が続いた後の晴れから曇り  

の期間に観察された．銅薄膜と同時に暴露したニトロ  

ン薄膜，pHシートでは，ニトロン薄膜上に硝酸性粒  

子の沈着が電子顕微鏡下で多数観察され，暴露した  

pHシートも強い酸性を示したことから，硝酸酸性成  

分の沈着による影響であることが分かった．また，山  

平野部と比較し，山頂付近ではアンモニアガス濃度が  

非常に低いことから，山頂付近では硝酸酸性粒子が安  

定に存在する可能性が示唆された．硝酸酸性粒子の生  

成，森林への沈着機構をモデル化し，詳細に検討した．   

10 九州・沖縄地方におけるインフルエンザ流行の経  

時的移行（1994年4月～1995年3月）  

梶原淳睦，石橋哲也，演崎光宏，船津丸貞幸＊1，上  

田竜生＊2，西村浩一＊3，小野哲郎＊4，吉野修司＊5  

山本正悟＊5，山之内成子＊6，蔵本強＊6，大野惇＊7  

徳村勝昌＊7，中村悦子＊8，仮屋園弘志＊8，下原悦  

子＊8，梶原一人＊9：感染症学雑誌，69（11），1244－  

1250，1995   

九州・沖縄地方における1994年度のインフルエンザ  

流行の経時的移行を解析した．その結果，1994年度は  

A香港型，B型の2種類のウイルスが流行の前半と後  

半に分かれて流行したこと，A香港型は約2週間で九  

州・沖縄地方全域に拡がり，B型は北部地域に約1月  

停滞し全域に拡大するのに約7週間かかったことが分  

かった．これら流行の推移を地図上に図示し，その原  

因を考察した．  

＊1佐賀県衛生研究所  

＊2長崎県衛生公害研究所  

＊3熊本県保健環境科学研究所  

＊4大分県衛生環境研究センター  

＊5宮崎県衛生環境研究所  

＊6鹿児島県衛生研究所  

＊7沖縄県衛生環境研究所  

＊8北九州市環境科学研究所  

＊9福岡市衛生試験所  
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13 行橋市における降下ばいじん水溶性成分の調査  

地浦太荘：大気環境学会誌，30（5），337－343，1995．   

行橋市周辺の石灰岩採石場やセメント工場からの粉  

じんが，デポジット貯留水のpHに与える影響を調べ  

るため，1987年2月－1988年2月の13ケ月間水溶性成  

分の分析を行った．   

その結果，nSS－Ca2＋がpHを中性に近づけるのに  

大きく寄与している辛が確認できた．また，デポジッ  

ト捕集容器中でのMg（OH）2の生成，浄水場の前塩素  

処理後の浄水工程から出る塩素によるnss－Cl‾の降下  

量増加などの現象を把握する事ができた．   

行橋市に降下する海塩粒子についても，夏季は行橋  

市東部に接する周防灘が主な発生源であるが，冬季は  

玄界灘などの西方海上から長距離を飛来していること  

が分かった．  

15 福岡県における降下物汚濁負荷土の変動特性  

松尾宏，桜木建治，永淵修，田上四郎，永淵義孝，  

佐々木重行＊：用水と廃水，37（12），965－970，1995．   

福岡県内の降下物汚濁負荷量及びその変動特性を把  

握する目的で，5市町（太宰府市，水巻町，豊前市，  

八女市，添田町）での降下物汚濁負荷量を測定した．  

太宰府市で，日降水の継続的調査を行った結果，日降  

水量（P）と降下物濃度（C）あるいは日降水量と降下物  

汚濁負荷量（L）との間で，有意水準1％でBOD，COD，  

TOC，全窒素の項目についてC＝aXPb，L＝mXPn  

の回帰式が適用可能であると考えられた．太宰府市で  

の降下物負荷量の加重平均値と年降水量から計算され  

た年降下物汚濁負荷量と回帰式に日降水量を代入して  

求めた年降下物汚濁負荷量の値は，ほぼ一致したこと  

から，これら，去っの方法は日降水量の変動に対応し  

得ることものと推察された．5市町の冬季2ヶ月の  

COD，仝窒素の降下物汚濁負荷量の測定から，森林地  

域の漆田町を除く4市町では太宰府市での測定から求  

めた回帰式の適用が可能なことを示したが，添田町で  

は回帰式の定数m，nの補正が必要であると考えられ  

た．  

＊  

14 都市近郊森林地域における酸性・酸化性物質のス  

ギ林への影響  

大石興弘，宇都宮彬，下原孝幸，久冨啓次，松浦聴朗，  

福岡県保健環境研究所年報，22，59－66，1995   

久留米市街地の近郊にある高良山においてスギ枯損  

が見られている．そこで，酸性・酸化性物質のスギ林  

に及ぼす影響を把握するために，高良山においてスギ  

の林内雨・樹幹流調査，オゾン，ガス・エアロゾル等  

大気汚染物質調査及び土壌調査を実施した．   

スギ樹幹流のpHは林外雨より低い値であり，成分  

濃度の合量は林外雨〈林内雨〈樹幹流の順に，また地  

点間では山麓〈山頂〈中腹の順に高い値であった．林  

内雨，樹幹流のNO3‾は乾性沈着の影響が大きく，ま  

た林内雨，樹幹流のNO3‾／SO42‾当量濃度比は林外  

雨，ガス・エアロゾルより大きい値であることから，  

NO，NO2の樹木への沈着が考えられた．さらにオゾ  

ンの平均濃度は市街地より高い濃度であった．土壌は  

pHが低く，塩基飽和度が低く，また置換性H，Alの  

濃度が高い値であった．このように，都市近郊にある  

高良山において，酸性・酸化性物質等の都市汚染の影  

響を受けていること，また酸性土填であることから，  

これらのスギ林への影響が考えられた．  

16 テトラクロロエチレン分解菌の分瀧と利用  

徳永隆司：地下水・土壌汚染の現状と対策，環境技術  

研究協会，大阪，19ト200，1995．   

地下水，土壌汚染物質として問題となっているテロ  

ラクロロエチレン（PCE）の微生物学的処理方法を開発  

する目的から，PCE分解菌の分離とその利用のため  

の実験を行った．pCEによって汚染された土壌を用  

いて，分解試験を行ったところ，汚染土壊中に分解菌  

が生育していることが認められた．そこで，その土壌  

から分解菌の分離を行った．その結果，9株の分解菌  

を分離した．土壌に多く生息しているbacillus属が9  

株中5株で最も多く，その他は，Staphylococcus属が  

1株で，未同定が3株であった．分離した分解菌の中  

で最も強い分解性を示したY－51株を実際の汚染土壌  

に添加し，分解状況を検討した．分解菌がすでに生育  

している汚染土填では，分解菌の新たな添加効果は認  

められず，分解菌が未生育な汚染土填では，82日目に  

おいて78％のPCEが分解された．さらに，有機物を  

波状的に加えることにより，分解率は向上した．   
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19 福岡県における環境放射能調査（1963年度～1990  

年度）  

楢崎幸範，中山一成＊，加留部善晴＊＊：保健物理，  

30，323－329，1995．   

福岡県における1963－1990年度の降下物，土壌及び  

日常食中の90sr，137csの分析結果並びに1970～1990  

年度の空間放射線量率の測定結果を取りまとめた．（1）  

降下物中の90sr，137cs濃度は1963年度を最高値とし  

その後は指数関数的に減少した．（2）土壌中の137csは  

90srに比べ浸透しにくく，地表面付近での蓄積が窺  

えた．また，137csからの外部被ばくによる実効線量  

当量は平均14．5FLSv／yであった．（3）日常食中の90sr，  

137cs濃度はフォールアウトの影響を反映して減少し  

た．また，90sr，137csからの内部被ばくによる実効  

線量当量は1．1－20FLSv／y（平均4．7FLSv／y）であった．  

（4）空間放射線量率は51．3－101nGy／h（平均70．7  

nGy／h）であった．本調査から福岡県におけるフォー  

ルアウト中の90sr，137cs濃度は全国平均値よりも低  

く，それぞれの核種からの内部及び外部被ばくによる  

実効線量当量は平均18．0／‘Sv／yであった．この値は自  

然放射線量2．4mSv／yの1．0％以下であった．  

＊ （財）日本分析センター  

＊＊ 福岡大学薬学部  

20 福岡県における海洋環境放射能調査（1971年度～  

1992年度）  

槍崎幸範，中山一成＊：保健物理，30，33ト336，1995．   

福岡県における1971－1992年度の海水，海底土及び  

1975－1992年度の海産生物中の90sr，137csの分析結  

果を取りまとめた．（1）海水中の放射能濃度はフォール  

アウトの低下を反映し1992年度には90srが2．50  

mBq／l，137csが2．80mBq／lとなり，それぞれ最高値  

の約1／3，1／2に減少した．（2）海底土中では90sr，  

137csの分布と挙動に差が見られ，137csによる表層  

泥への蓄積が認められた．（3）マダイ中の137cs濃度は  

0．180－0．311Bq／kg生で，穀類や野菜，牛乳等の食品  

に比べ高い結果であった．大気圏内核爆発実験は1981  

年以降現在まで実施されていない．したがって大気圏  

からのフォールアウト量は急速に低下し，海洋試料中  

の90sr，137cs濃度も年々減少傾向を示した．1976，  

1980年の中国核爆発実験及び1986年のチェルノブイリ  

原子力発電所事故の際には海水と海底土に137csの増  

加が認められたが，マダイには明確な変化は見られな  

かった．また，ロシアの海洋投棄による影響は認めら  

れなかった．  

＊（財）日本分析センター   

17 ANALYSIS OF LONG－RANGE TARANSPORTED  

AClD AEROSOL IN RlME FOUND AT KYUSHU 

MOUNTA10∪＄REG10NS，JAPAN  

O．NAGAFUCHI．R．SUDA，H．MUKAI，M．KOGA AND  

Y．KODAMA：Water，Air and SoilPollution，85，2351  

－2356，1995．   

東アジア圏における大気汚染質の長距離移流現象を  

明らかにするために，冬季，九州山岳地帯で樹氷と雪  

を採取し，その溶解成分，不溶解成分中のイオン濃度，  

金属成分，化石燃料由来粒子をイオンクロマトグラ  

フィー，ICP／MS，電子顕微鏡を用いて測定した．そ  

の結果，Pb同位体とPb／Znの間に相関が認められ，  

流跡線解析との間にも関係が認められた．さらに，電  

子顕微鏡分析の結果，無機系の球形粒子が多く認めら  

れた．これらのことから，冬季東アジアで発生した汚  

染質が九州の山岳地帯に飛来していることが明らかに  

なった．  

18 福岡県県南地域の地下水中のヒ素の形態  

石黒靖尚，大野健治，鳥羽峰樹，永瀬 誠，近藤紘之  

： 

福岡県県南地域のヒ素による地下水汚染の原因究明  

の一環として，水質及び土壌試料中のヒ素の形態を高  

速液体クロマトグラフィーー誘導結合プラズマ質量分  

析装置（LC－ICP－MS）を使用して実施した．その結果，  

土壌試料中からは無機ヒ素（ヒ酸［As（Ⅲ）］及び亜ヒ酸  

［As（V）］）の他に有機ヒ素のメタンアルソン酸（MAA）  

が極低濃度（0．3－0．9／‘g／g）で検出された．しかし，  

水質試料からは有機ヒ素は検出されず，無機ヒ素の  

As（V）及びAs（Ⅲ）が検出された．また，水質試料中  

のAs（V）とAs（Ⅲ）の割合は，試料の酸化還元電位に  

依存し，酸化還元電位が低い程As（Ⅲ）の割合が多く  

なる傾向が認められた．  
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21福岡県下の河川における大型底生動物相一7．紫  

川・竹馬Jtl－  

杉 泰昭，緒方 健，山崎正敏：福岡県保健環境研究  

所年報第22号，66－76，1995．   

関門海峡に流入する紫川及び周防灘（豊前海）に流入  

する竹馬川において，1994年5月－1995年1月まで，  

4季節，大型底生動物を調査した．紫川では，都市域  

で底生動物相はやや貧弱であったが，中一上流域は好  

清水性の種が多く，仝流程を通じて生物学的にほぼ良  

好な水域であると考えられた．竹馬川では，水質汚濁  

の程度は軽度であるにもかかわらず，底生生物相は貧  

弱であった．当河川は河川規模が小さく，調査した地  

点はいずれも市街地中心部から離れた平野一山麓に位  

置し，水質も現在のところ比較的良好であるが，今後  

都市化に伴い有機汚濁がすすめば，底生生物にとって  

の環境は急速に悪化することが予想される．  

23 福岡県下の河川における大型底生動物相－9．犬  

鴨川・小石原川一  

緒方 健，杉 寿昭，山崎正敏：福岡県保健環境研  

究所年報第22号，87－98，1995．   

大嶋川及び小石原川において1994年5月－1995年1  

月まで，4季節，大型底生動物を調査した．水域環境  

の評価値であるASPT値で見た場合に，大嶋川のSt．  

1，2及び小石原川のSt．1は他地点と比べて低く  

なっていた．犬鳴川のSt．1，2では主に有機汚濁が  

原因と考えられるが，小石原川のSt．1では有機汚濁  

はあまり認められず，その他の環境要因によるものと  

考えられた．   

22 福岡県下の河川における大型底生動物相一8．宵  

山川一  

山崎正敏，緒方 健，杉 秦昭：福岡県保健環境研究  

所年報第22号，77－86，1995．   

富山川において1994年5月－1995年1月まで，4季  

節，大型底生動物を調査した．下流域のSt．1はかな  

り有機汚濁が進行しており，生物相は貧弱であり，水  

域環境の評価値であるASPT値もかなり低く，生物  

学的状況は不良であった．St．2は，St．1に比べ有機  

汚濁状況はかなり良好であったが，出現生物は依然好  

汚濁性の生物が多かった．St．3は，水質の有機汚濁  

状況は本調査地点中最も良好であったにもかかわらず，  

好汚濁性の生物も採集されており，ASPT値は最上流  

域のSt．4より低く，有機汚濁以外の原因が考えられ  

た．St．4はASPT値は調査地点中最も高い値であり  

生物学的状況は良好であった．  
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学会・研究発表等  

1 福岡県地理環境情報システムの概要  

大久保彰人：第21回九州衛生公害技術協議会，福岡市，  

平成7年11月10日．  

2 福岡県域におけるモザイク処理の検討  

大久保彰人，安岡善文＊：第19回日本リモートセンシ  

ング学会学術講演会，名古屋市，平成7年11月24  

日．  

＊ 環境庁国立環境研究所  

3 全国の浮遊粒子状物質の汚染状況について一常時  

監視データから一  

岩本真二：第36回大気環境学会，東京都，平成7年11  

月3日  

平成7年12月9日  

＊ 九州大学農学部  

9 ConcentrationofPCDD＄／PCDFsandcoplanar  

－PCB＄inhumanskinlipids  

松枝隆彦，平川博仙，中村又善，長山淳哉＊：16th  

Symposium on chlorinated dioxins and related  

compounds，Edmonton，Canada，平成7年8月23日  

＊ 九州大学医療短大  

10 UptakeofPCDDsandPCDFsbyradishplant  

中村又善，須田隆一，松枝隆彦，黒川陽一，高田 智，  

探町和美：16th Symposium on chlorinated dioxins  

andrelatedcompounds，Edmonton，Canada，平成7年8  

月23日  

4 浮遊粒子状物質の汚染予測手法と動態に関する研  

究  

岩本真二：福岡県大気汚染対策協議会研修会，福岡市，  

平成8年2月16日  

11p－tert－プチル安息香酸，2，4－ジクロロフエノキ  

シ酢酸，メコプロップの分析法  

中村又善，黒川陽一，松枝隆彦，高田 智，探町和美  

：第13回環境科学セミナー，東京都，平成8年3月6  

－7日  5 白色腐朽菌によるダイオキシン類の分解一代謝物  

高田 智，松枝隆彦，近藤隆一郎＊，坂井克己＊：日  

本薬学会第116年会，金沢市，平成8年3月27日  

＊ 九州大学農学部  

6 リグニン分解菌によるPCBの分解  

児倉理一郎＊，近藤隆一郎＊，坂井克己＊，高田 智，  

中村又善：日本木材学会40周年記念大会，東京都，平  

成7年4月7日  

＊ 九州大学農学部  

7 Degradation of PCDDs／PCDFs and PCB byligni－  

nolytic fungi 

近藤隆一郎＊，児倉理一郎＊，坂井克己＊，高田 智  

：In situ and On－Site Bioreclamation The ThirdInter－  

nationalSymposium，San Diego，California，平成7  

年4月25日  

＊ 九州大学農学部  

12 看護婦鼻脛前庭及び予防着付着MRSAの関連性   

堀川和美，村上光一，大津隆一，森 良一，河野不  

二子＊：第69回日本感染症学会総会，福岡市，平成7  

年4月13日  

＊ 福岡県立看護学校  

13 看護婦予防衣の細菌特にMRSA汚染に関する研  

光田智寿子＊，河野不二子＊，堀川和美，村上光一，  

大津隆一：第42回福岡県公衆衛生学会，福岡市，平成  

7年5月19日  

＊ 福岡県立看護学校  

14 ⅩGAL－MUG法による水の大腸菌群検査法の有用  

性  

中山 宏＊，牛尾剛士＊，松永建輿＊，夫人正俊＊，堀  

川和美，竹中重幸，大津隆一：第46回全国水道研究発  

表会，千葉県幕張市，平成7年5月25日  

＊ 福岡県宗像保健所  

15 Vero毒素産生性大腸菌0157感染症の血清診断   

8 木材腐朽菌によるビフェニルの分解  

児倉理一郎＊，近藤隆一郎＊，坂井克己＊，高田 智  

：日本生物工学会九州支部大会（第2回），宮崎市，  
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諸岡達也＊，堀川和美，叉野浩美＊＊，山口 覚＊＊，  

広田 修＊＊，井上秀一郎＊＊，田中美紀＊＊：第65回  

日本感染症学会西日本地方稔会，福岡市，平成7年11  

月30日  

＊  福岡大学筑紫病院小児科  

＊＊ 福岡大学小児科  

16 公共用水域におけるBluerayon抽出物の変異原  

性モニタリング  

堀川和美，村上光一，岩崎裕子，田中義人：第30回日  

本水環境学会年会，福岡市，平成8年3月14日  

17 Vero毒素産生性大腸菌0157：H7による下痢症  

の疫学的解析  

堀川和美，竹中重幸，世良暢之，村上光一，大津隆一，  

諸岡達也＊：第69回日本細菌学会稔会，福岡市，平成  

8年3月28日  

＊ 福岡大学筑紫病院小児科  

世良暢之，常盤 寛＊，山越葉子＊＊，宮田直樹か－：  

第9回フラーレン総合シンポジウム，横浜市，平成7  

年7月25日  

＊  九州女子大学  

＊＊ 国立衛生試験所  

23 プルプラノロールの代謝物・脂肪族一級アミン  

NDPのアセチル化と薬効・毒性  

野田敦子＊，武 秀忠＊，小野容子＊，澤田康文＊，野  

田浩二＊＊，江藤精二＊＊，竹尾 聡＋，世良暢之，重  

秀輝十十：第10回日本薬物動態学会，大宮市，平成7  

年11月8日  

＊  九州大学  

＊＊ 産業医科大学  

＋  東京薬科大学  

＋＋ 門司労災病院  

24 フラーレンの突然変異誘発機構の解析  

世良暢之，常盤 寛＊，山越葉子＊＊，宮田直樹＊＊：  

日本環境変異原学会第24回大会，大阪市，平成7年11  

月21日  

＊  九州女子大学  

＊ 国立衛生試験所  

18 Microcystinsinnaturalenvironments．  

Mariyo F・Watanabe＊，ShigeyukiTakenaka and  

Ho－Dong Park＊＊，The7thInternationalConference  

On Toxic Phytoplankton，Sendai，Japan，Julyll－  

15，1995．  

＊  東京都立衛生研究所  
＊＊ 信州大学理学部  

19 マイクロシスチンおよびその分解物の浄水過程に  

おける挙動  

竹中重幸，渡辺真利代＊：日本薬学会第116年会，金  

沢市，平成8年3月29日  

＊ 東京都立衛生研究所  

25 Carcinogens detectedinthelungtisssuessoflung  

CanCer patients－COmparison between Fuyuan，China  

and Japan 

YoichiNakanishi＊，Satoru Ohtsuka＊，Nobuaki  

Shigematu＊，NobuyukiHara＊，NobuyukiSera，Hiroshi  

Tokiwa＊＊‥Seventhworldconfereneeonlungcancer，  

Colorado，USA．June26－Julyl，1994  

＊  KyushuUniversity  

＊＊ KyushuWomen’sUniversity  

20 汚染土壌からのPCE分解菌の分解特性について  

世良暢之，徳永隆司，永淵義考，田上四郎，北森成治  

：日本農芸化学会1996年慶大会，平成8年3月31日  

21肺がん患者肺内に蓄積した環境化学発がん物質と  

肺がん誘発の危険度  

世良暢之，常盤 寛＊，中西洋一＊＊，Joe11enLewtas＋  

：第54回目本痛学会，京都市，平成7年10月4日  

＊  九州女子大学  

＊＊ 九州大学  

＋  us－EPA  

22 C6。と発がん物質との相互作用  

26 Levelsofnitroarenesdetectedinthelungtisssuesof  

thepatientswithlungcancercorrelatewithsurvival  

Y，Nakanishi＊，M．Kawasaki＊，S．Hashimoto＊，J．Yat－  

sunami＊．K．Takayama＊，S．Ochiai＊，K．Wakamatsu＊，  

N．Hara＊，N．Sera，H．Tokiwa＊＊：American Lung  

Association，Interantional Conferenece， Seattle，  

WashingtonUSA，May20－24，1995．  

＊  KyushuUniversity  

＊＊ KyushuWomen’sUniversity  

27 白色腐朽菌P九α乃βmC九αβfgc九りぶ呼〃鵬祝刑によるフ  

ラーレンの分解  

世良暢之，高田 智，近藤隆一郎＊，坂井克己＊，   
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Oishi＊6，AsaoItagaki＊7，JukiYamanishi＊8，RyuichiOtsu  

Teruo Kimura＊9，Mamoru Noda＊10，SakaeInoue＊1  

（WorkingGroupfor aNation－Wide Survey on Food－Borne  

ViralGastroenteritisOutbreaks．）：SapporoInternationalSym・  

posiumonViralGastroenteritis，Tomakomai，June28－30，1995  

＊1 NationalInstitute of Health  

＊2 Gifu Prefeeture  

＊3 Akita Prefecture  

＊4 Hokkaido Prefeeture  

＊5 TokyoMetropolis  
＊6 0saka Prefecture  

＊7 Simane Prefeeture  

＊8 Kagawa Prefecture  
＊9 0sakaCity  
＊10 HiroshimaCity  

33 九州・沖縄地方におけるインフルエンザ流行の経  

時的移行（1994年4月－1995年3月）  

梶原淳睦，石橋哲也，濱崎光宏：第21回九州衛生公害  

技術協議会，福岡市，平成7年11月9日  

34 福岡県において1995年に流行した手足口痛の病原  

ウイルス  

濱崎光宏，梶原淳睦，石橋哲也，甲原隆夫，千々和勝  

己：第21回九州衛生公害技術協議会，福岡市，平成7  

年11月9日  

35 非ハロゲン系抽出溶媒を用いたLukeⅡ変法によ  

る多成分農薬分析の検討  

中川礼子，堀 就英，飯田隆雄：第32回全国衛生化学  

技術協議会年会，秋田市，平成7年11月16－17日  

36 Sep－pakと非ハロゲン抽出溶媒を用いた農薬一斉  

分析法の検討  

中川礼子，堀 就英，飯田隆雄：第21回九州衛生公害  

技術協議会，福岡市，平成7年11月9－10日  

37 Study on applicability of the modified Luke Ⅱ  

method to multiresidue pesticide analysis with capil－  

1ary FPD－and ECD－GC，and GC／MS（SIM mode）  

Reiko Nakagawa，Tsuguhide Horiand TakaoIida：8th  

AnnualCalifornia Pesticide Residue Workshop1996，  

San Francisco，USA，MarchllL14，1996  

381994－1995年に採取された母乳の塩素系農薬残留  

i農庭  

中川礼子，平川博仙，飯田隆雄，長山淳哉＊：第66回  

日本衛生学会総会，札幌市，平成8年5月29－30日   

山越葉子＊＊，宮田直樹＊＊：第10回フラーレン総合シ  

ンポジウム，豊橋市，平成8年1月9日  

＊  九州大学  

＊＊ 国立衛生試験所  

28 プルプラノロールの脱イソプロピル体（R－および  

S－NDP）のラット肝における立体選択的代謝  

小野容子＊，野田敦子＊，武 秀忠＊，青谷隆志＊，野  

田浩二＊＊，江藤精二＊＊，竹尾 聡＋，奈佐吉久＋，  

今井美知子＋，世良暢之，重 秀輝＋＋：第10回日本  

薬物動態学会，大宮市，平成7年11月8日  

＊  九州大学  

＊＊ 産業医科大学  

＋  東京薬科大学  

＋＋ 門司労災病院  

29 Pulsed－fieldgelelectrophoresisを用いたコレラ菌  

の疫学的解析  

村上光一，堀川和美，世良暢之，竹中重幸，大津隆一，  

福吉成典：第21回九州衛生公害技術協議会，福岡市，  

平成7年11月9日  

30 食中毒原因SalmonellaEnteritidisの疫学的解析な  

らびに養鶏場からのぶαJ肌㈹g眈の分離状況  

村上光一，堀川和美，大槻公一＊：第69回日本細菌学  

会総会，福岡市，平成8年3月28日  

＊ 鳥取大学  

31ウイルス性胃腸炎集団発生の全国実態調査  

川本尋義＊1，宇田川悦子＊2，斎藤博之＊3，沢田春  

美＊4，関根整治＊5，大石 功＊6，板垣朝夫＊7，山  

西重機＊8，大津隆一，木村輝男＊9，野田 衛＊10，  

井上 条＊1：第36回日本臨床ウイルス学会，東京都，  

平成7年6月  

＊1 岐阜県保健環境研究所  

＊2 国立予防衛生研究所感染症疫学部  

＊3 秋田県衛生研究所  
＊4 北海道立衛生研究所  

＊5 東京都立衛生研究所  

＊6 大阪府立公衆衛生研究所  

＊7 島根県衛生公害研究所  

＊8 香川県衛生研究所  

＊9 大阪市立環境科学研究所  

＊10 広島市衛生研究所  

32 EPIDEMIOLOGY OF VIRAL GASTROENTERITIS   

OUTBREAKSINJAPAN  

EtsukoUtagawa＊1，＝iroyoshiKawamoto＊2，Hiroyuki  

Saito＊3，HarumiSawada＊4，SeijiSekine＊5，Isao  
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＊ 九州大学医療短大  

39 油症患者の皮脂及び血液中のダイオキシン類濃度  

飯田隆雄，松枝隆彦，平川博仙，堀 就英，中尾知子＊，  

中山樹一郎＊：第5回環境化学討論会，ホノルル，平  

成8年6月27－30日  

＊ 九州大学医学部  

山形市，平成7年10月12－14日  

45 残留農薬分析におけるゲル浸透クロマトグラ  

フィーの適用一非塩素系溶出液による検討一  

堀 就英，中川礼子，飯田隆雄：第21回九州衛生公害  

技術協議会，福岡市，平成7年11月9－10日  

46 食品中残留農薬の分析におけるゲル浸透クロマト  

グラフィーの適用一非塩素系溶出液による検討一  

堀 就英，中川礼子：第60回九州山口薬学大会，唐津  

市，平成7年11月11－12日  

47 代理表面（溶液面）を用いた乾性沈着評価（Ⅰ）－乾  

性沈着量の測定における成分の揮発及び化学的変質の  

影響一  

下原孝幸，村野健太郎＊：第36回大気環境学会，東京  

都，平成7年11月3日  

＊ 国立環境研究所  

48 代理表面（溶液面）を用いた乾性沈着評価（［）－エ  

アロゾルとガスの分別捕集による乾性降下物の沈着速  

度，沈着量の推定一  

下原孝幸，大石輿弘，村野健太郎＊：第36回大気環境学  

会，東京都，平成7年11月3日  

＊ 国立環境研究所  

49 FieldMeasurementofGas andAerosoI  

Coneentrations and Estimation of Dry Deposition  

40 Concentration of ehlorinated dioxins and related  

COmPOundsin the blood and their genotoxicityin  

Japaneseyoungwomen  

長山淳哉＊，飯田隆雄，長山真弓＊，平川博仙，松枝  

隆彦，柳川 尭＊＊，辻 博＊＊＊，佐藤佳代＊，岡本  

陽子＊：Dioxin，95，カナダ，エドモントン，平成7  

年8月21－25日  

＊  九州大学医療短大  
＊＊  九州大学理学部  

＊＊＊ 九州大学医学部  

41Effectofbirth order and nursing methods oneon－  

centration of PCDDs PCDFs and coplanar PCBs in the 

bloodofJapaneseyoungwomen  

長山淳哉＊，飯田隆雄，長山真弓＊，平川博仙，松枝  

隆彦，柳川 尭＊＊，辻 博＊＊＊，佐藤佳代＊，岡本  

陽子＊：Dioxin▼95，カナダ，エドモントン，平成7  

年8月2ト25日  

＊  九州大学医療短大  

＊＊  九州大学理学部  

＊＊＊ 九州大学医学部  

42 Comparison of concentration of PCDDs，PCDFs，  

PCBs and other organohalogen compounds in human 

milkofprlmlpar・aSandmiltiparas  

平川博仙，飯田隆雄，松枝隆彦，中川礼子，堀 就英，  

長山淳哉＊：Dioxin，95，カナダ，エドモントン，平  

成7年8月2ト25日  

＊ 九州大学医療短大  

43 食品中残留農薬の分析におけるゲル浸透クロマト  

グラフィーの適用  

堀 就英，中川礼子：第42回福岡県公衆衛生学会，福  

岡市，平成7年5月19日  

44 食品中残留農薬の分析におけるゲル浸透クロマト  

グラフィーの適用  

堀 就英，中川礼子：第54回日本公衆衛生学会，  

A．Utsunomiya，0．Oishi，T．Shimohara and K．Murano  

：The4thInternationalWorkshop on the Harmoniza－  

tion of the Monitoring Techniques of Acid Deposition  

and the Methodology of EmissionInventories of SO2  

andNOxinEastAsia，Tsukuba，1996．Feb．13  

＊ NatinalInstituteofEnvironmentalStudies  

51アルカリろ紙法による大気中硫黄酸化物の測定  

濱村研吾，宇都宮彬：第42回福岡県公衆衛生学会，福  

岡市，平成7年5月19日  

52 福岡県内の森林土！真の化学的性状及び土壌緩衝能  

久冨啓次，大石輿弘，宇都宮 彬：日本化学会第70回  

春季年会，東京都，平成8年3月29日  

53 ガス・エアロゾル中のNO3－，SO42‾の粒子率  

及び乾性沈着量の推定   
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大石輿弘，下原孝幸，宇都宮彬，村野健太郎＊：第36  

回大気環境学会，東京都，平成7年11月3日  

＊ 国立環境研究所  

54 九州・沖縄地方の酸性雨調査一暖候期，寒候期の  

降水成分の経年変化一  

大石輿弘：第21回九州衛生公害技術協議会，福岡市，  

平成7年11月10日  

55 簡易捕集器によるオゾン濃度分布調査  

地浦太荘：第8回大気環境学会九州支部稔会特別講演，  

福岡市，平成7年11月10日  

56 高感度オゾン簡易捕集器  

池浦太荘：大気汚染簡易測定および評価国際セミナー，  

台湾，平成8年1月19日  

57 ダム湖集水域の土地利用形態と栄養塩の挙動  

松尾 宏，笹尾敦子，大久保彰人：日本陸水学会第60  

回大会，名古屋市，平成7年10月4日－7日  

58 山間地の土地利用形態と栄養塩の流出特性  

松尾 宏，笹尾敦子，大久保彰人：第21回九州衛生公  

害技術協議会，福岡市，平成7年11月9日－10日  

59 茶畑を集水域とする溜池群の水質化学特性  

松尾 宏，徳永隆司，北森成治，平田健正＊，中杉修  

身＊：第30回日本水環境学会，福岡市，平成8年3月  

13日－15日  

＊ 国立環境研究所  

60ICP発光分析法による工場排水中に含まれる金属  

元素の分析  

中村融子，松尾宏：第42回福岡県公衆衛生学会，福岡  

市，平成7年5月19日  

61ICP発光分析法による工場排水中に含まれる金属  

元素の分析  

中村融子，松尾 宏：第21回九州衛生公害技術協議会，  

福岡市，平成7年11月9日一10日  

62 福岡県内の環境水中のアンチモンの調査  

中村融子，徳永隆司：第30回日本水環境学会，福岡市，  

平成8年3月13日－15日  

63 地下水中におけるテトラクロロエチレンの塩化ビ  

ニル化の要因  

徳永隆司，永淵義孝，田上四郎，世良暢之，北森成治，  

平田健正，中杉修身：第4回地下水・土壌汚染とその  

対策に関する研究集会，北九州市，平成7J年11月  

17－18日  

64 土壌・地下水中におけるテトラクロ、ロエチレンか  

らの塩化ビニルの生成  

徳永隆司，永淵義孝，田上四郎，世良暢之，北森成治，  

平田健正，中杉修身：廃棄物学会第6回研究発表会，  

神戸市，平成7年10月16－18日  

65 イベントにおける理科実験教室の事例報告  

桜木建治：第21回九州衛生公害技術協議会，福岡市，  

平成7年11月9日－10日  

65 都市小河川におけるイオン成分の変動特性  

馬場義輝，中村融子：第42回福岡県公衆衛生学会，福  

岡市，平成7年5月19日  

66 茶畑土壌の脱窒活性への諸条件の影響  

馬場義輝，徳永隆司，松尾 宏：第4回地下水・土壌  

汚染とその対策に関する研究集会，北九州市，平成7  

年11月17－18日  

67 茶畑土壌の脱窒過程からのN20の発生  

馬場義輝，徳永隆司，松尾 宏：第30回日本水環境学  

会，福岡市，平成8年3月13日一15日  

68 福岡県内湖沼におけるマイクロシスチン濃度の実  

態調査  

田中義人，竹中重幸，北森成治：第30回日本水環境学  

会，福岡市，平成8年3月13日－15日  

69 水環境に村する小学生の意識一農業地域における  

一事例  

田上四郎，田中義人，岩本眞二，北森成治，服部和孝  

＊，高山隆夫＊＊：第30回日本水環境学会，福岡市，  

平成8年3月13日－15日  

＊  福岡県環境整備局公害課  

＊＊ 立花町保健環境課  

70 ANALYSIS OF LONG－RANGE TRANSPORTED   

ACID AEROSOL IN RIME FOUND AT KYUSHU  

MOUNTAINOUS REGIONS，JAPAN  

O．NAGAFUCHI，R．SUDA，M．KOGA AND  
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溶出  

永瀬 誠，鳥羽峰樹，石黒靖尚，大野健治，近藤紘之  

：廃棄物学会第6回研究発表会，神戸市，平成7年10  

月17日  

78 地下水中ヒ素の動態とその影響一福岡県県南地域  

における事例－，－地下水の物理化学的性状とヒ素の  

動態一  

近藤紘之，石黒靖尚，大野健治，永瀬 誠，鳥羽峰樹，  

環境整備局公害課：第7回ヒ素シンポジウム，福岡市，  

平成7年11月24日  

79 福岡県県南地域の地下水中のヒ素の形態  

石黒靖尚，大野健治，永瀬 誠，鳥羽峰樹，近藤紘之  

：第4回地下水・土壌汚染とその防止対策に関する研  

究集会，北九州市，平成7年11月17日－18日  

80 ヒ素による地下水汚染原因調査一福岡県県南地域  

における事例一  

石黒靖尚，大野健治，永瀬 誠，鳥羽峰樹，近藤紘之，  

公害課：第22国環境保全・公害防止研究発表会，横浜  

市，平成7年11月28日－29日  

81農薬の分解性と環境中での挙動に関する研究  

大野健治，石黒靖尚，鳥羽峰樹，田中義人，永瀬 誠，  

北森成治，近藤紘之：第11回全国環境・公害研究所交  

流シンポジウム，つくば市，平成8年2月14日－15日  

82 天然放射性核種Be－7の樹種間別放射能特性  

楢崎幸範，加留部善晴＊：第60回九州山口薬学会，唐  

津市，平成7年11月12日  

＊ 福岡大学薬学部  

83 福岡県における放射能調査  

新谷俊二，楢崎幸範，櫻井利彦，木本行雄：第37回環  

境放射能調査研究成果発表会，千葉市，平成7年11月  

29日  

84 福岡県における降下物中の全ベータ放射能調査  

楢崎幸範：第37回環境放射能調査研究成果発表会，千  

葉市，平成7年11月29日  

85 天然放射性核種Be－7の樹種間別放射能特性  

楢崎幸範，加留部善晴＊：平成7年度放射能分析確認  

調査技術検討会，千葉市，平成8年3月5日  

＊ 福岡大学薬学部  

Y．KODAMA：The5thInternationalConference on  

Acidic Deposition，Goteborg，Sweden，26－30June  

1995  

＊ University of occupationaland Environmental  

Health  

71 ESTIMATION ON THE RUNOFF AMOUNTS OF   

FUNGICIDES FROM PADDY FIELDS TO DRAINAGE   

RIVERSANDRESERVOIRINJAPAN  

O．NAGAFUCHI，T．INOUE AND S．EBISE：2ndIn－  

ternationalIAWQ Specialized Conference and Sympo－  

Sia on Diffuse Pollution，Brno ＆ Prague，Czech，  

13－18August1995  

＊   NationalInstitute for EnvironmentalStudies  

＊＊ SetsunanUniversity  

72 FATE OF PESTICIDES APPLIED TO PADDY  

FIELDSINTHERIKIMARURESERVOIR，JAPAN  

O．Nagafuchi，T．InoueandS．Ebise：6thInternational  

Conference on the Conservation and Management of  

Lakes，Tsukuba＆Tsuchiura，Ibaraki，23－270ctober  

1995   

＊   NationalInstitute for EnvironmentalStudies  

＊＊ SetsunanUniversity  

73 農薬の環境中の動態  

永淵 修，田中義人，松枝隆彦，北森成治：第21回九  

州衛生公害技術協議会，福岡市，平成7年11月9日－  

10日  

74 土地利用形態別にみた自然環境中のヒ素濃度  

永淵 修，田中義人，北森成治，浮田正夫＊：第7回  

ヒ素シンポジウム，福岡市，平成7年11月24日  

＊ 山口大学  

75 東アジア圏における大気汚染物質の長距離移流に  

関する研究一樹氷に含まれる酸性物質の起源およびア  

ルカリ性物質の起源一  

永淵 修：第10回日本生命財団助成研究ワークショッ  

プ，東京都，平成7年12月5日  

76 九州山岳地帯における酸性物質の起源と森林衰退  

永淵修，須田隆一，古賀 実＊：第43回日本生態学会，  

八王子市，平成8年3月28日－31日  

＊ 産業医科大学  

77 ジブチルスズ化合物のポリ塩化ビニル製品からの  

－117 －   



86 福岡県宝満山におけるモミの枯損，降水成分およ  

び土壌性状について  

須田隆一，宇都宮彬，大石輿弘，濱村研吾：シンポジ  

ウム“酸性雨と森林衰退”，東京都，平成7年10月13日  

87 大型底生動物による全国河川の水域環境評価（全  

国公害研協議会環境生物部会共同研究成果）  

山崎正敏，杉 泰昭，緒方 健，篠原志郎，野崎隆夫＊，  

小川 剛■＝■，藤津明子＊＊‥第22回環境保全・公害防  

止研究発表会，横浜市，平成7年11月29日  

＊  神奈川県環境科学センター  

＊＊  兵庫県公害研究所  

＊＊＊ 石川県保健環境センター  
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1 衛星画像パネルの作成  

大久保彰人：地球観測衛星データ利用事例集（平成7  

年度・地方自治体編），213－216，1996．   

人工衛星データの行政での実利用を進める場合に，  

衛星画像及びその解析画像を広報する機会が生じてく  

る．ディスプレイ表示だけでなく，パネルでの展示も  

行うと効果的である．地理補正，画像解析及びカラー  

合成を行って，1／50，000地形図幅分の画像を単位とし  

て，数～数十枚を貼り合わせてパネルを生成する．そ  

の作成例として，「福岡県域モザイク画像」，「水田様  

土地被覆の抽出」，「噴火前後の雲仙普賢岳と噴煙の温  

度」及び「可視バンドからの海域の観察」を取り上げ  

て説明した．  

3 2，4－ジクロロフエノキシ酢酸，メコプロツプ，  

P－te正一プチル安息香酸の分析法  

中村又善，黒川陽一，松枝隆彦，高田 智，深町和美  

：平成7年度化学物質分析法開発調査報告書（環境庁  

環境保健部環境安全課），109－126，1996．   

環境試料（水質及び底質）中の2，4－ジクロロフエノキ  

シ酢酸，メコプロップ，p－tert－プチル安息香酸の分  

析法を確立した．水質試料については酸性下でエーテ  

ル抽出し，底質については10％水酸化ナトリウムーア  

セトンで抽出した後，濃縮し，アルカリ分解を行う．  

アルカリ性下で水屑をジクロロメタン洗浄した後，水  

屑を酸性にしてジクロロメタンあるいは20％ジクロロ  

メタン／ヘキサンで抽出する．抽出液を脱水，濃縮し  

た後，ペンタフルオロベンジルブロマイドで誘導体化  

し，GC／MS（SIM）で定量した．   

水質試料500mJ，底質試料20gを採り，本分析法に  

より検出限界値を求めたところ，それぞれ0．13／瑠／J，  

0．0085／瑠／g，0．11／‘g〃，0．0063／‘g／g及び0．17／∠〟J，  

0．0075／‘g／gであった．  

2 土地被覆の経年変化解析  

大久保彰人：地球観測衛星データ利用事例集（平成7  

年度・地方自治体編），217－222，1996．   

行政上の需要から実施した北九州地域の一部におけ  

る土地被覆変化を解析した．人工衛星のデータを使っ  

て，森林などから住宅地などの都市的土地被覆に変化  

した部分を抽出したものである．過去の土地被覆とし  

ては，国土地理院発行の1／25，000土地利用図（1975年）  

を用いた．また，最近の土地被覆は，ランドサット5  

号観測日1990年9月21日のデータ解析により導いた．   

なお，画像分類については，主成分分析及びマルチ  

レベルスライス法を使用し，その結果をカテゴリー別  

に集計して，自然環境保全基礎調査の現存植生図及び  

国土数値情報細分メッシュ土地利用との比較を行なっ  

てみた．概数的には良く一致しており，衛星データに  

よる分類の妥当性を示していると考えられた．  

4 植物中の突然変異抑制に関する研究  

堀川和美：平成7年度福岡県バイオテクノロジー研究  

会，1996．1．24   

本研究では，がんの治療及び延命療法において生薬  

が処方されていることに着目し，生薬の突然変異抑制  

効果をスクリーニングし，わ＝血〃で抗腫瘍性を示す  

有望な生薬をスクリーニングした．73種の生薬のうち  

夏枯草，大黄，何首烏，仙鶴草，麻黄及び抵当湯の6  

種類が強い突然変抑制効果を示すことが分かった．更  

にこれらについてラットを用いた抗腫瘍性実験を行っ  

た結果，何首烏が40％の腫瘍発生を抑制した．また，  

抑制物質の本体は4種のタンニン類で構成される  

polymetricproanthocyanidinであることが分かった．  
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5 「最近5年間の食品媒介ウイルス性胃腸炎集団発  

生全国実態調査」  

川本尋義＊1，宇田川悦子＊2，斎藤博之＊3，沢田春  

美＊4，関根整治＊5，大石 功＊6，板垣朝夫＊7，山  

西重機＊8，大津隆一，木村輝男＊9，野田 衛＊10，  

井上 条＊1：食品媒介ウイルス性胃腸炎集団発生実  

態調査研究班総合報告書，1995   

調査は平成元年9月1日から平成6年8月31日まで  

の5年間にわたり，調査参加は全都道府県と全国15都  

市の62地研で，59地研から908件の事例報告があった．  

その構成は食中毒360件，有症苦情386件，施設内発生  

54件，不明108件で，地域では関東，近畿，中部，九  

州・沖縄，中国，東北，北海道，四国の順で上3位が  

全体の83％を占め，摂食総者94138名（報告763例），患  

者総数40162名（報告893例），推定発症率45％，発生は  

10～3月に集中し，地研のウイルス検査対応は622例  

69％，糞便4027検体からの平均検出率は30％，検出1  

位は小型球形ウイルス（SRSV）で電顕52％，WB60％，  

最近ではRT－PCR導入もされつつあることが明らか  

になった．  

＊1 岐阜県保健環境研究所  

＊2 国立予防衛生研究所感染症疫学部  

＊3 秋田県衛生研究所  

＊4 北海道立衛生研究所  

＊5 東京都立衛生研究所  

＊6 大阪府立公衆衛生研究所  

＊7 島根県衛生公害研究所  

＊8 香川県衛生研究所  

＊9 大阪市立環境科学研究所  

＊10 広島市衛生研究所  

7 福岡県における川V感染の遺伝子血清疫学的研  

究  

千々和勝己，石橋哲也，福吉成典，森 良一，相木征  

三郎＊，厚生科学研究，HIVの疫学と対策に関する研  

究，平成6年度研究報告書，p．220－222，1995．   

AIDS患者及びHIV感染者からのウイルス分離を，  

前年度に引き続き実施した．分離は，17名136件の検  

体について試み，そのうちの7名から24株のHIVを  

分離した．これにより，平成2年の研究開始以来，合  

計74株のHIVを分離したことになる．また，長期間  

にわたり得られた患者・感染者16名の血清中のHIV  

ⅢB株に対する中和抗体価の経時的変化を検討した．  

その結果，7名は抗体価が20倍以下と常に低く，3名  

は抗体価の変動が激しく，4名は経時的に抗体価の上  

昇がみられ，2名は抗体価が，40・80倍でほぼ一定で  

あった．この変動パターンと，患者・感染者の臨床ス  

テージ，HIV分離の成否，血中p24抗原の有無などと  

の相関は見られなかった．  

＊ 九州大学医学部  

さ 広川ダム湖のアオコ発生要因調査  

松尾 宏，笹尾敦子，北森成治，山崎正敏：平成7年  

度広川ダム湖水質調査報告書，pト15，1996．   

広川ダム湖の流入水，表層水の全窒素の平均濃度は，  

県内の他のダム湖のそれと比較して非常に高いのが特  

徴である．したがって，N／P比も高いことからアオ  

コ発生の一つの要因になっているものと推定された．  

この現象を解明するために，広川ダム湖集水城の仝窒  

素，仝リンの汚濁発生源調査を行い，全量素，仝リン  

の排出負荷量について解析を行った．その結果，仝窒  

素の主要排出源は茶畑であること，仝リンの主要排出  

源は山林であることが示唆された．富栄養化の防止対  

策として，集水域の土地利用管理が重要であることか  

ら，流達率を用いて，土地利用形態の変化とダム湖流  

入水質の関係を推計したところ，ダム湖集水域の山林  

で新たに10ha規模の茶畑が開発された場合，全リン  

濃度は殆ど変化しないが，全窒素濃度は大幅に上昇す  

ることが示された．一方，山林の復元を行った場合で  

は，全室素濃度は低減することが示唆された．   

6 「平成7年産地域特産種量生産放流技術開発事業  

（あわび類種苗大量巣死要因調査）一福岡県一」  

佐々木和之＊ 大津隆一：事業報告集（水産庁中央水  

産研究所），1996   

アワビの栽培漁業の事業発展の上で大問題となって  

いる椎貝のヘイ死原因を究明するため電顕による原因  

微生物の検索を行い，加温飼育中に大量ヘイ死した稚  

貝の神経幹付近の病変部に直径80～100nmのウイル  

ス様粒子を検出した．  

＊ 水産海洋技術センター筑前海研究所  
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11生活排水対策モデル事業（平成7年度）一立花町一  

馬場義輝，中村融子，岩崎裕子，北森成治：福岡県生  

活排水村モデル事業報告書，pl－24，1995．   

生活排水が公共用水域の水質汚濁の主要な因子と  

なっていることから，立花町をモデル地区に選定し，  

当該地域の代表者に村して台所村策の重要性を認識し  

てもらうため，調理排水対策の料理教室を実施した．  

料理教室での台所対策によるBOD負荷削減率は  

28－65％となり，台所対策の励行により台所からの  

BOD負荷を大幅に削減できることが実証された．ま  

た，得られた結果を含めて，学習会を開催した．学習  

会には住民73名の参加があった．  

9 木炭等需要拡大実証調査  

桜木建治：土壌の農薬吸着能に与える炭の添加の影響  

調査報告書，pト7，1995．   

木炭は透水性改善を主目的とした土壌改良材に指定  

され，新用途における需要の大きな部分を占めている，  

このような土壌への炭の施用は，土壌の農薬吸着力を  

増し，その結果として水環境への農薬流出を抑える効  

果が期待できる．土壌の農薬吸着力への炭施用による  

影響の基礎的データを得るため，県内産の竹炭及びス  

ギ炭を水田土壌，畑地土壌及びマサ土にそれぞれ施用  

した土壌での農薬吸着実験を行った．その結果，竹炭  

を施用した土壌では無施用の土壌と比較して吸着量が  

増加したものは少なく，変化ないものや逆に減少した  

ものが多くみられた．一方木炭を施用した土壌では農  

薬吸着量が増加しており，木炭施用には農薬流出を抑  

制する環境保全の機能の側面が在ることが認められた．  

10 生活排水対策重点地域の指定に係る手前調査（平  

成7年度）一稲築町一  

馬場義輝，中村融子，岩崎裕子，北森成治：福岡県生  

活排水対策重点地域指定に係る事前調査報告書，p  

l－36，1995．   

稲築町は遠賀川と山田川の合流点に位置している．  

遠賀川の水は，上水用や農業用水として筑豊生活圏や  

北九州生活圏で利用され重要な水源となっている．  

稲築町における主要河川や中小河川（水路）の水質汚濁  

状況は，遠賀川の環境基準点の鴨生上水道取水口では，  

環境基準の類型Aが達成されておらず，市街地を流れ  

る水路の汚濁も進んでいる．この様な状況から，稲築  

町の水質汚濁の実態及び背景の調査・解析を行った．  

その結果，稲築町の仝排出負荷量は727．9Kg／日であ  

り，このうて生活系排水に起因する排出負荷量は  

598．3Kg／日で，全体の82．2％を占めていることが分  

かった．これらのことから，稲築町では河川浄化対策  

としては生活排水に由来する汚濁負荷の削減を行う必  

要性が示唆された  

12 甘木市生活排水対策推進計画  

田上四郎，田中義人，岩本眞二，北森成治，杉 泰昭，  

緒方 健，須田隆一，江里耕一＊：甘木市生活排水対  

策推進計画書，pl－86，1996．   

平成7年3月に福岡県は甘木市全域を水質汚濁防止  

法の規定に基づき「生活排水対策重点地域」に指定し  

た．これを受けて，甘木市は生活排水対策を稔合的か  

つ計画的に推進するため，「甘木市生活排水対策推進  

計画」を策定した．市内の主要な河川である小石原川，  

佐田川及び桂川では，環境基準はほぼ達成されている  

が，一方市街地を流れる中小河川及び都市下排水路に  

おいては生活雑排水による汚濁が進んでおり，対策が  

望まれている．この計画では，各種のハード事業及び  

ソフト事業を市民，事業者及び行政が一体となって推  

進し，目標年度の平成27年までに目標水質を達成しよ  

うとするものである．  

＊ 福岡県環境整備局公害課   
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13 酸性雨調査研究・陸水影響調査一陸水モニタリン  

グ調査一  

永淵 修，北森成治：平成6年度環境庁委託業務結果  

報告書，pト16，1994．   

本調査は背振ダム湖の水質調査ならびにその成因・  

環境に関する既存のデータをまとめることにより，湖  

沼の酸性化に対する嬢衝能等について検討するための  

基礎データを収集することを目的とした．その結果，  

本ダム湖は人為汚染のほとんどない山間部に位置して  

いるが，春季から夏季に藻類の活動が認められた．た  

だし，県内の他のダム湖と比較すると藻類の活動時期  

は短く，他の時期の湖水のpHは低い水準であった．  

また，流域の表層地質は花崗岩質であり，酸性降下物  

に対する緩衝能は低いと考えられるが，流入河川水の  

イオンの化学型はNa－Ca－HCO3型であり土壌の緩衝  

能がまだ十分あることを示した．  

15 アスベストを含む建設廃材等を処分している最終  

処分動こおけるアスベスト排出実態調査  

櫻井利彦，新谷俊二，木本行雄：平成7年度環境庁委  

託業務報告書，pl－33，1996．   

本調査は，アスベストを含む建設廃材等を処分して  

いる最終処分場におけるアスベストの排出実態を把握  

し，最終処分場からのアスベスト飛散防止対策検討の  

基礎資料を得ることを目的とする．   

本県では，調査対象事業場として，最終処分場を持  

つ事業場（1事業場）を選び，最終処分前の一時保管所  

における，建設廃材等の選別作業に伴うアスベストの  

排出実態を調査した．調査地点数は，作業場内4地点  

及び敷地境界3地点とし，1日4時間の測定を3日間  

にわたって行った．なお，測定は秋期と冬期に行った．  

この結果，3日間の幾何平均値の範囲は，0．52－  

4．6f／′（秋期）及び0．39－5．5f／′（冬期）であり，特定粉  

じん（石綿）の排出基準値（敷地境界地点の3日間の幾  

何平均値10f／りを超える地点はなかった．これらの結  

果は，県環境整備局公害課経由で環境庁に報告し，後  

日，他県の調査結果と併せて公表される予定である．  

14 利水過程におけるよ藁等化学物質の動態及び分解  

生成物等の評価に関する研究  

近藤紘之，石黒靖尚，大野健治，永瀬 誠，鳥羽峰樹，  

緒方 健：平成6年度環境保全研究成果集（Ⅰ），  

13－1－13－26，1995．   

塩素及びオゾンとの反応でジチオピル（除草剤）が分  

解することが明らかとなったので，その分解生成物の  

検索，定量を試みた．その結果，塩素及びオゾンとの  

反応におけるジチオピルの分解生成物は，分子内に2  

個あるメチルチオカルポニル基が加水分解したモノ  

（2種）及びジカルポン酸の3種類であることを明らか  

にした．また，これらの分解生成物3種類を合成して  

ジチオピルの分解の経時変化を検討した．また，これ  

らの分解生成物及び反応液でオオミジンコに対する毒  

性を検討したところ，いずれもジチオピルそのものよ  

り毒性が低かった．さらに，YG株を用いてジチオピ  

ル及び分解生成物の変異原性を検討したところ，分解  

生成物のジカルポン酸に非常に弱い変異原性が認めら  

れた．  

16 未規制大気汚染物賃（アスベスト）モニタリング調  

査  

新谷俊二，横井利彦，木本行雄：平成7年度環境庁委  

託業務報告書，pl－38，1996．   

アスベストは法規制を受けている施設以外にも建築  

物などに大量に使用されており，建築物の改修や解体  

工事等が不適切に行われた場合には，アスベストが大  

気中に飛散すると予想される．このため，アスベスト  

製品等製造工場以外から排出されるアスベストによる  

大気汚染を防止するため，継続的なモニタリング調査  

を実施することが重要である．本県では，アスベスト  

を含んでいる蛇紋岩地域にある採石場周辺及び農業地  

域のアスベスト濃度を測定した．蛇紋岩地域のアスベ  

スト濃度は，農業地域のアスベスト濃度と比較しても  

大きな濃度レベルの差はなかった．   
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17 生き物から見た福岡県の河川 一生き物で川を診  

断してみよう一  

山崎正敏，杉 泰昭，緒方 健：生き物から見た福岡  

県の河川，pl－42，平成8年3月．   

河川に生息するカゲロウ，トビケラ，カワゲラなど  

の代表的な大型底生動物をカラー写真で示し，これら  

の生物を用いた河川水質の汚濁状況を数値で評価する  

本県独自の採点法を紹介した．そして，平成4年度か  

ら7年度まで福岡県保健環境部環境整備局公害課の呼  

びかけでボランテアにより実施された県内27河川延べ  

275地点における水生生物調査結果並びに当研究所で  

実施した調査結果をとりまとめ，上記採点法による県  

内24水系41河川の河川水質の生物学的評価を行うとと  

もに生き物からみた福岡県の河川水質マップを作成し  

た．  
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集  談  

平成7年度に実施した当研究所集談会は，次のとお  

り．  

第203回（平成7年4月24日）  

1）樹氷に含まれる酸性物質の起源  

水質課 永淵 修   

2）中国江蘇省との国際交流  

水質課 北森成治   

第204回（平成7年5月16日）   

第42回福岡県公衆衛生学会リハーサル  

1）食品中残留農薬の分析におけるゲル浸透クロマ  

トグラフィーの適用  
生活化学課 堀 就英   

2）アルカリろ紙法による大気中硫黄酸化物の測定  

大気課 浜村研吾   

3）都市小河川におけるイオン成分の変動特性  

水質課 馬場義輝   

4）ICP発光分析法による工場排水中に含まれる金  

属元素の分析  

水質課 中村融子   

第205回（平成7年6月29日）  

1）福岡県南地域の批素による地下水汚染  

廃棄物課 石黒靖尚   

2）ビデオ上映「くらしを豊かにするゴミ焼却エネ  

ルギー」   

第206回（平成7年9月26日）  

1）酸性雨の森林生態系への影響評価手法一樹木年  

輪中の元素分布の解析一  

九州大学理学部化学科放射化学講座  

助 手 百島則幸   

第207回（平成7年10月27日）   

第21回九州衛生公害技術協議会リハーサル  

1）pulsed－fieldgelelectrophoresisを用いたコレラ  

菌の疫学的解析  

病理細菌課 村上光一   

2）九州・沖縄地方におけるインフルエンザ流行の  

経時的移行  

ウイルス課 梶原浮睦   

3）福岡県における1995年に流行した手足口病の痛  

原ウイルス  

ウイルス課 浜崎光宏   

4）sep－pakと非ハロゲン抽出溶媒を用いた農薬一  

斉分析法の検討  

生活化学課 中川礼子   

5）福岡県地理情報システムの概要  

情報管理課 大久保彰人   

6）九州・沖縄地方の酸性雨調査一暖候期、寒候期、  

の降水成分の経年変化一  

大気課 大石興弘  

7）ICP発光分析法による工場排水中に含まれる金  

属元素の分析  

水質課 中村融子   

第208回（平成7年11月27日）  

1）農業が自然環境をつくる  

福岡地域農業改良普及センター  

技術主査 字根  豊   

第209回（平成7年12月22日）  

1）ビデオ上映「琵琶湖のプランクトン」   

2）cyanobacterialToxins  

病理細菌課 竹中重幸   

第210回（平成8年1月29日）  

1）エイズウイルス検査の実際  

ウイルス課 千々和勝己   

第211回（平成8年2月26日）  

1）コンピュータシステム更新概要説明  

情報管理課 田辺敏久   

2）グループウエアの導入と使い方  

NEC九州支社SI推進部 中村君広   

第212回（平成8年3月28日）  

1）人体中のダイオキシン類の挙動  

計測技術課 松枝隆彦   

2）欧州海外派遣研修（第2部）に参加して  

計測技術課 黒川陽一   

3）ジンバブエに対する医療技術協力事前調査に参  

加して  

所 長 森 良一   
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会  研  修   

期 間  研  修  名  受講者（人数）  担当課  

情報管理課  

水 質 課  

〝  

JJ   

病理細菌課  

水 質 課  

日中友好環境保全センターカウンターハ○－ト研修  

衛生検査技術研修（水質検査基礎研修）  

衛生検査技術研修（水質検査専門研修）  

日中友好環境保全センター（1名）  

保健所検査課職眉（10名■）  

保健所検査課職眉（8名）  

中国江蘇省研修員（1名）  

保健所検査課職眉（5名）  

福岡大医学部学生（5名）  

H7．5．22－6．2   

H7．6．5－6   

H7．6．7－9  

H7．7．3－H8．2．19福 岡 県 海 外 技 術 研 修  

衛生検査技術研修（細菌検査基礎研修）  

福 岡 大 学 医 学 部 衛 生 学 実 習  

夏  季   学  生   実   習   

〝   

衛生検査技術研修（食品化学検査専門研修）  

日中友好環境保全センターカウンター／、○－ト研修  

衛生検査技術研修（食品化学検査基礎研修）  

衛生検査技術研修（細菌検査専門研修）  

保健所職員検査技術研修（平成7年度厚生省  
地域保健推進特別事業）  

H7．7．4－7   

H7．7．17－21   

H7．7．11－8．1   

H7．7．24－8．4   

H7．9．4－8   

持7．9．26－10．27   

H7．10．2－6   

H8．1．9－12   

H臥3．18－19  

久留米工業高等専門学校生（1名）  JJ  

有明工業高等専門学校生（3名）  

保健所検査課職員（8名）  

中国弄境観測練祐（1名）  

保健所検査課職員（9名）  

保健所検査課職員（11名）  

保健所検査課職員（12名）  

大 気 課  

生活化学課  

環境生物課  

生活化学課  

病理細菌課  

病理細菌課  
ウイルス課  

職員技術研修  

期  間  研  修  名  主  催  場 所  職 名  氏 名  

H7．10．9－20  環境放射線モニ卵ンク○技術課程研修  

H8．1．17－2．2 機、器分析研修（一般課程）  

H8．1．17－3．17 海  外  研  修  

H8．1．24－2．2 情 報 処 理 研 修  

H8．1．29－2．2 が ん 登 録 実 務 者 研 修  

H8．2．15－16  希少感染症診断技術研修会  

千乗市 主任技師 新谷俊二  

所沢市 技  師 中村融子  

ロンドン専門研究員 永 淵 修  

所沢市 専門研究員 桜木建治  

東京都 主任技師 甲原隆矢  

東京都 主任技師 村上光一  

放射線医学総合研究所  

国立環境研究所環境研修センター  

（財）費境調査センター  

国立環境研究所環境研修センター  

国立がんセンター  

国立予防衛生研究所  
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講師派遣等  

年 月 日  名  称  主  催  場 所  職 名  氏 名  

H7．4．23  課題分析研修（底生動物による水域環境瀾定法）  

肝．4．27  水生昆虫の調査法及び評価法研修会  

H7．5．23  直  方  市  生  活  学  校  

H7．6．6  保健所等勤務医師保健環境行政研修  
H7．6．16  水  辺  教  室  

日立環境研究所環境研修センター  

福円熟削す地域農業改良普及センター  

直方市中央公民館  

保健環境部衛生総務課  

弄境整備局公害課  
／J  

所沢市 乗境生物課長 山崎正敏  

太宰府市 研 究 員 緒方 健  

直方市 水質課長 北森成治  

福岡市 所  長 森 良一  
犀川町 専門研究員 杉 泰昭  
豊前市 研 究 員 緒方 健  

杷木町 専門研究員 杉 泰昭  

鞍手町 研 究 員 緒方 健  

筑紫野市 専門研究員 杉 泰昭  

前原市 環境生物部長 山崎正敏   
JJ  研 究 員 緒方 健  

岡垣町 専門研究員 杉 泰昭   

JJ  研 究 員 緒方 健  

久留米市 専門研究員 杉 泰昭  

H7．6．21  

H7．6．26  

H7．6．27  

H7．6．29  

H7．6．29  

H7．6．29  

H7．7．5  

H7．7．10  

H7．7．12  

（肘）日本環境衛生センター 大野城市 保睡科学部長 福吉成典  耶．7．12～9．卸屋生大臣認定・指定廃棄物処理施設技術管理者ま習会  

JJ  J／  JJ  情報管理課長 篠原志郎   

JJ  専門研究員 徳永隆司  

広川町 研 究 員 緒方 健  

立花町 環境生物部長 山崎正敏  

志摩町 研 究 員 緒方 健  

浮羽町 専門研究員 杉 泰昭  

宇美町 研 究 員 緒方 健  

福岡市 水質課長 北森成治   

JJ  専門研究員 永淵義孝   
〃  JJ  徳永隆司   

JJ  JJ  田上四郎   

JJ  大気課長 大崎靖彦   

JJ  環境理学課長 木本行雄   

JJ  専門研究員 久音啓次   
JJ  JJ  池浦太荘   

JJ  JJ  下原孝章  

福岡市 保健秤学部長 福吉成典  

若宮町 研 究 員 緒方 健  

飯塚市 計測技術課長 深町和美  

北九州市 専門研究員 笹尾敦子  

久留米市 計湘肢術課長 深町和美  

北九州市 保健科学部長 福吉成典  

福岡市 廃棄物課長 近藤拡之  

宗像市 水質課長 北森成治   

〃   専門研究員 堀川和美  

北九州市 保健科学部長 福吉成典  

久留米市 専門研究員 堀川和美  

福岡市 研 究 員 世良暢之   

〃   専門研究員 千々和勝巳   

JJ  主任技師 村上光一  
田川市 棚長 木本行雄   
〃   主任技師 松本蘇生  

朝倉町 環境生物郡長 山崎正敏  

福岡市 環境理学課長 木本行雄   

JJ  主任技師 松本源生  
久留米市 環境理学課長 木本行雄   

／J  主任技師 松本源生  

熊本市 専門研究員 宇都宮彬  

福岡市 所  長 森 良一   
JJ  JJ  森 良一   

JJ  専門研究貞し 二堀川和美  

JJ   

JJ  

衆境整備局公害課  
JJ  

福岡地域農業改良普及センター  

環境整備局公害課  
JJ  

（財）ビル管理教育センター  

JJ  

JJ  

J／  

JJ  

JJ  

JJ  

JJ   

JJ  

保健環境部生活術生課  

衆境整備局公害課  

（掛目本葬境測定分析協会  

側）北九州国際技術協力協会  

情）久留米リサーチハ○－ク  

産業医科大学医療技術短期大学  
第7回ヒ素シンホ○シ◆ウム学会  

福 岡 教 育 大 学  
保健環境部生活衛生課  

産 業 医 科 大 学  
訓折イガタノ吋1和樹制鮎  

保健環境部衛生総務課  
J／  

保健環境部生活衛生課  

環境整備局公害課  
JJ  

福岡県朝倉保健所  

環境整備局公害課  
JJ  

／J   

JJ  

熊本県頻境部頻境保全課  
福岡県，福岡県医師会  

保健環境部衛生総務課  
福 岡 県 医 師 会  

H7．7．14  水  辺  教  室  

耶．7．20  生活排水対策モテやル事業学習会  

H17．20  環境講座「生物指標による川の診断」  

H7．7．24  水  辺  教  室  

H7．7．31  〝  

肌 7．31 厚生大臣措定建築物環境衛生管理技術者講習会  

JJ  J／  

JJ  JJ  

／J  ／J  

H7．8．1  JJ  

J／  ／J  

〃  JJ  

ナノ  J／   

II 〃  

耶．8．2  食 品 衛 生 監 視 員 講 習 会  
肌9．4  水  辺  教  室  

肌10．5～6 「平成7年度中堅分析実務者研修会」  
肝．10．23   国際集団研修「大気汚染源モニタリげ実習コ「利  

肝．11．21，22 中小企業技術者研修（新技術食品分析技術コづ）  

耶．11．21，27 臨 床 微 生 物 学 実 習  
H7．11．24  第 7 回 ヒ 素 シ ン ポ ジ ウ ム  

肝．11．29，12．6被  服  管  理  

肝．11．28  動 物 保 護 指 導 員 講 習 会  

Hl12．12，19 ウ  イ  ル  ス  学  実  習  
鵬．1．24  福岡県バイオテクノロジー研修会  

牌．1．25  保 健 所 検 査 課 担 当 者 会 議  
ナノ JJ  

H8．1．26  食 品 衛 生 監 視 員 講 習 会  

H8．2．14  騒音測定に関する実技研修会  
／J JJ  

H8．乙15  子供のアレルキ■－・アトヒ○ 一教室  

H8．2．19  騒音測定に関する実技研修会  
〃  J／  

鴨．2．22  〝  

JJ JJ  

H8．2．26  熊 本 県 酸 性 雨 連 絡 会 議  
胤2．謂  福岡 県院内感染対策講習会  

凪2．29  保健所等勤務医師保健衆境行政研修  
胤3．16  結核・感染症サーベイランス研修会  
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職 員 名 簿  
（平成8年4月5日）  

部 課 名 職   名  氏  名 配属年月日  部 課 名 職  名  氏  名 配属年月日  

所  長 森  良 一 H．6．4．2  

副 所 長 武 藤博 昭 S．48．9．10  

環境科学部 環境科学部長 松浦 聴朗 S．52．10．15  

大 気 課 大 気課長 大崎靖彦 S．39．4．13  

長
長
 
 

部
課
 
 

理
務
 
 

管
総
 
 

部
課
 
 
 

理
務
 
 

管
総
 
 

伊藤 忠 勝 H．6．4．1  

原  弘 明 H．7．5．15  

専門研究員 宇 都 宮 彬  

／／  柳 川 正 男  

JJ  久 冨 啓 次  

JJ  池 浦 太 荘  

JJ  大 石 典 弘  

JJ  下 原 孝 幸  

主 任 技 師 濱 村研 吾  

水 質 課 水 質課 長 北 森成 治  

専門研究員 永 淵 義 孝  

S．53．10．1  

S．45．5．1  

S．57．5．1  

S．59．2．1  

S．52．11．1  

S．58．8．1  

S．62．12．1  

S．49．4．1  

S．45．11．2  

副  長 井関孝次郎 H．7．5．15  

主任 主 事 千々和香代 H．6．4．5  

主  事 上 野 勇 司 H．4．4．6  

JJ  町  美 幸 H．5．4．1  

JJ  奥田麻衣子 H．8．4．1  

技  師 大 山 喬 幸 S．49．1．5  

J／  田 中 幸 信 H．7．4．1  

研究企画課 研究企画課長 石 橋 能書 S．39．4．13  

主 任 主 事 井 上 眞 介 H．6．4．5  

主  事 東  真 美 H．7．5．15  

情報管理課 情報管理課長 篠原・志 郎 S．48．10．1  

専門研究員 田 辺 敏 久 S．4臥 7．17  

／l  片岡恭一郎 S．48．6．1  

／J  岩 本真 二 S．48．1．11  

JJ  大久保彰人 S．55．9．1  

主 任技 師 甲 原 隆 夫 H．6．4．1  

計測技術課 計測技術課長 深 町 和 美 S．45．7．1  

専門研究員 高 田  智 S．50．10．31  

J／  徳 永 隆 司 S．46．1．5  

1J  田 上 四 郎 S．49．1．5  

JJ  桜 木 建 治 S．53．6．1  

JJ  松 尾  宏 S．57．6．1  

JJ  永 淵  修 S．58．7．1  

研究  員 馬 場義輝 S．62．8．17  

主任技師 田 中 義 人H．1．4．1  

技  師 中 村 融 子 H．6．4．1  

JJ  岩崎裕子 H．7，4．1  

廃棄物課 廃棄物課長 近藤 紘 之 S．49．8．17  

専門研究員 永 瀬  誠 S．47．4．1  

JJ  大 野 健 治  

JJ  石 黒 靖 尚  

研 究 員 鳥 羽 峰樹  

環境理学課 環境理学課長 木本 行 雄  

研 究 員 楢崎 幸範  

JJ  櫻 井 利 彦  

主 任 技 師 松 本 麻 生  

J／  新谷 俊 二  

S．58．7．1  

S．57．11．1  

S．63．11．1  

S．48．9．10  

S．55．6．1  

S．59．5．1  

H．110．1  

H．4．11．1  

′′  中 村 又 善  

′J  松 枚隆 彦  

〃  黒 川 陽 一  

保健科学部 保健科学部長 福 吉 成 典  

病理細菌課 病理細菌課長 大 津 隆 一  

専門研究員 堀 川 和 美  

／J  竹 中 重 幸  

研 究 員 世 良 暢 之  

S．46．1．11  

S．47．4．1  

S．57．4．1  

S．50．8．1  

S．60．8，1  

S．54．6．1   

S．56．12．1  

S．60．4．24  

環境生物課 環境生物課長 山 崎 正敏 S．50．11．1  

専門研究員 杉  泰 昭 S．48．9．10  

J／  笹 尾 敦 子 S．48．11．1  

研 究 員 緒方  健 H．2．4．1  

JI  須 田 隆 一 軋1．10．1  

主 任 技 師 村 上 光 一 H．1．6．1  

技  師 久保山登志子 S．35．4．1  

ウイルス課 ウイルス課長 福 吉 成典 S．50．8．1  

専門研究員 千々和勝己 S．54．4．1  

研 究 員 梶 原淳 睦 S．62．4．1  

J／  石 橋 哲 也 S．62．6．1  

転 出（平成8年4月5日）  

総 務 課 事務 主査 藤原節 子 H．6．4．5  

技  師  

JJ  

生活化学課 生活化学課長  

専門研究員  

JJ  

JJ  

主 任 技 師  

濱崎光 宏 H．6．4．1  

荒巻博仁 H．8．4．1  

飯 田 隆 雄 S．45．5．6  

中 川 礼 子 S．46．8．2  

森 田 邦 正 S．47．6．16  

毛 利 睦 美 S．50．8．1  

平川 博 仙 S．61．7．1  

技  師 堀  就 英 比 6．4．1  
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